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　人生の中で、三回はモテ期が来る……なんていう話がある。俺おれにしてみればそんなものは非実在期間だ。幼稚園児の頃、無意識のうちに三回分使い切ったか、もしくは俺がじいちゃんみたいになってから発動するよう温おん存ぞんされているに違いない。

　わかってる。そんなことは言われなくてもわかってるんだ。

　ただ、最近、俺をとりまく状況は段々とおかしくなりつつあった。酒さか多たさんの「恋がしたい」宣言を機に彼女と俺との間には微妙な空気が渦うず巻まいている。だいたいあの宣言は「誰だれと」が抜けているから明確じゃないし、もし仮に俺だとしても、俺と酒多さんとじゃどう俺ががんばっても釣つり合あわない。ちょっとドジなところがあって危なっかしいこともするけれど、酒多さんは可か憐れんな美少女だ。そのうえ、むっちりな太ももとか、ふくよかで柔やわらかそうな胸のふくらみとか……何を妄想してるんだ俺は。

　ともかく、俺なんかがふさわしいとは思えない。でも心しん底そこ可か愛わいいと思える人のことで悩める俺はある意味幸せ者だ。ただ、俺の悩みは酒多さんのことだけじゃなかった。

　毒ぶす島じま縁ゆかり。あの凶暴小動物の未来の音が、聞こえるようになってしまった。俺じゃなくて、俺の異能がモテ期とやらに入ってしまったのかもしれない。
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　喫茶ポイズンは昼の間は純喫茶で、俺おれたちがシフトに入るとメイド喫茶として営業を行うという、ちょっと変則的な営業形態で今のところ落ち着いていた。

　執事服に着替えるとバンダナで髪をまとめてエプロンを装着する。男のロッカールームは狭せまいので川かわ原はらとは交代で使うようになっていた。厨ちゆう房ぼうの準備もあるのでいつも俺が先に使わせてもらっているわけだが……。かちゃりとドアノブが回る音がした。少しだけ開けたドアの向こうから、眼鏡めがねがキランと光ってこちらの様子をうかがっている。視線が合った瞬間、眼鏡男子が声をあげた。

「まだか？」

「堂々とのぞき込むな！」

「いいだろ別に男同士なんだし」

「よかない」

　ドアノブを摑つかんで俺はバタンと内側から閉めると施せ錠じようする。一応、扉に鍵かぎはついているのだが、古いかんぬきでちょっと力を込めれば壊れて開いてしまいそうな代しろ物ものだった。脱いだ制服をハンガーに掛かけて縦長のロッカーにしまうと俺はロッカールームを出る。眼鏡男子――川原信のぶ人とが俺の顔をびしっと指さした。堂々と相手の顔を指さすなんてお前はアニメのキャラかなにかですか？

「鍵をかけるなんて酷ひどいやつだな。そこで提案なんだが、こうして外で待ってる時間が長いので狭くとも二人同時に着替えるのはどうだろうか？」

「却きやつ下かだ。とっとと着替えろ」

　相手にすると疲れるので俺は川原の背中に回ると、ロッカールームに押し込み外側からドアを閉めた。川原に先に着替えさせるのはちょっと考え物だ。あいつは妙みようなところでこだわりをもっていて、タイの角度まで小うるさい。髪のセットだのなんだので、川原は着替えに時間がかかるのだ。とはいえ、客商売なのだし身だしなみをきちんとするのは良いことだとも思うのだが……。

　店のフロアに出ると、もう着替えを終えてメイド服姿になった縁ゆかりがつまらなそうにカウンター席の椅い子すに座って、足をぶらんぶらんとさせていた。今日は酒さか多たさんが学校の掃除当番なので、ポイズンにやってくるのが少し遅れるのだ。一緒に掃除を手伝うと縁が申し出たのだが、酒多さんは他人に気を遣われるのが苦手なので「さ、先に行っててください！」と、あっさり縁の申し出を断ってしまった。

　おかげで縁は不機嫌さ丸出しである。

「まだ怒ってるのか？」

　声を掛けないのも不自然なので、俺はつい縁に一言告げてしまった。獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類るいのような鋭い視線が俺に突き刺さる。

「オニオングラタンスープで舌をやけど死ね」

「アレは熱いよなぁ。けど温あたたまるから冬の新メニューにするにはいいかもしれん」

　縁の挨あい拶さつ代がわりな「○○死ね」だが、俺も対人スキルの経験値が上がったのか、こうしてうまくスルーできるようになって……いや、今のは運が良かったんだろう。たまたま料理関連の話題だったので返せた感じだ。

「うううううううううッ」

　メイド服のスカートと黒髪のツインテールをフルフルと振って縁は威い嚇かくするようにうなっている。その身なりの小ささは子猫のようだ。とはいえ、子猫なら「強がってるな」で済むのだが、縁の場合、へたにちょっかいを出すと飛んでくる蹴けりや拳こぶしが男おとこ勝まさりで普通に痛い。ここは様子見に徹しよう。

「だいたい私は大人だから酒多さんが掃除当番でちょっと遅れても、全然まったくもって寂さみしいとか思わない！」

「はいはい。偉い偉い。縁は偉いなぁ」

「上から目線かッ!?」

　毎回、縁とのやりとりは難しいのだが……今回は強気に出てみることにした。

「実際、物理的に上から目線だろ？　俺の方が背が高いわけだし」

「遠回しにチビとディスったな？　それに今のは背の高さ的な意味じゃない。精神的な意味でだ。上から目線の高圧的な態度が気にくわないぞ。私の方が地位が上なのに」

「地位って……まだ酒多さんを守る会は有効なのか？」

「当然だ。私が会長でお前が平会員だ」

　ドジッ子で危なっかしい酒多さんを保護し助けていくという秘密結社の会員は、俺と縁の二人しかいない。活動内容は主に酒多さんを影ながらサポートするというもので、俺の異能はまさにうってつけだった。

　俺の右耳には七秒後の音を聞く力がある。といってもこれは限定的な能力で、波長の合う人間の悲鳴とかにしか有効にならない。そもそも俺が実家を離れてこの稲いな波ば市しで独り暮らしを始めたのも、この異能によって歪ゆがんでしまった周囲との人間関係をリセットするためだった。

　いや、リセットなんて大げさなものじゃない。ただ、俺のことを知っている人間がいない土地に逃げただけなんだ。

　なのに、転校初日に酒多さんのピンチに偶ぐう然ぜん遭そう遇ぐうし、それを救ってしまったのがきっかけで、その目もく論ろ見みはもろくも崩くずれ去さろうとしている。

　とりあえず俺はキッチンカウンターに入って厨房の準備を始めた。材料の下ごしらえは、午後の部のあとに店長の毒ぶす島じま碧みどりさんが進めてくれている。碧店長はずっと店の仕事をやりっぱなしなのに、いつ休んでるんだろうかと頭が下がる思いだ。

　業務用の炊すい飯はん器きにチキンライスがたっぷり炊たきあがっている。炊飯器を開けるとトマトとバジルの香りがふわっと鼻孔に広がった。幸せな匂においのする湯ゆ気げだ。

「今日も準備万端だな」

　縁が少し狭めなキッチンカウンターの中に入ってくる。炊飯器をのぞき込んでから呟つぶやいた。

「お前は嫌いだけどお前が作るオムライスは……き、嫌いじゃない」

　ポイズンのオムライスは、ケチャップで酒多さんや縁が文字を書くサービスもあって人気メニューとして定着した感がある。味の評判も上々で俺としては嬉うれしい限りだが、身内にもファンが一人いた。

　俺は炊飯器の蓋ふたをしめてから振り返る。

「また作ってやろうか？」

「うん……じゃない。べ、別にオムライスが目当てなだけだからな」

　一度首を縦たてに振ってからすかさず左右にフルフルとさせる縁。忙しい奴だな。見れば見るほどもったいないというかなんというか。こういった身振りなんかは普通に可か愛わいいと思える。

　酒多さんは可か憐れんな乙女おとめで純然たる美少女で天使なわけだが、縁はといえば……口と手が出なければ酒多さんとはまた別の魅力がある美少女だ。小悪魔系と呼ぶには破壊神すぎるところが実にもったいない。

「ほ、本当だぞ！　お前には常に死んでほしいと思ってるけど、お前のオムライスだけは……み、認めてるんだからな」

「お前が俺を嫌いなことくらいわかってるって」

「ならいいんだ」

　なんか変だな縁のやつ。妙にからんできやがって。それに顔もどことなく赤いし……。熱でもあるんだろうか？　だいたい酒多さんもいないのに、こんなに俺に敵意をむき出しにして……いや、いない時の方が遠えん慮りよがないかこいつの場合は。

　縁が変なのは前からだが、前にも増して変になっているような気がしなくもない。正直、俺は縁との距離を測はかりかねている。

　俺の異能は波長の合う人間に対して発生する。縁は俺に死ね死ね言うのだが、俺は……そんな縁の七秒後の音まで聞けるようになってしまった。

　これは俺の推測だが、縁と波長が合うようになったきっかけはおそらく「酒多さんを守る会」だ。酒多さんを守りたいという気持ちが同調しちまったんだと思う。

「なにじろじろ見てる？」

　冷たい視線で縁は俺を見み据すえてきた。いじめられるのが好きな人間にはこの視線がたまらないらしい。俺には理解できんのだが……。

　ぼんやりしていたところで、俺の右耳がうずいた。




《……チッ……きゃッ！　ドテ……み、見るなああああ！　こんな無ぶ様ざまな姿を見るなあああああ！》




　縁が転んだ？　どういうことだ？　俺は咄とつ嗟さに縁の足下を確認した。

　靴くつの紐ひもがほどけている。俺は縁の前にひざまずくようにしゃがみ込んだ。

　即座に縁がスカートの前の部分を抑おさえる。

「い、いきなりどういうつもりだ！」













「あ……悪い。靴紐ほどけてるから結んでやろうと思ったんだ。別に忠ちゆう誠せいを誓ちかう騎士ごっことかじゃないぞ」

「くつ……ひも？」

　一瞬で縁の怒りが雲うん散さん霧む消しようした。彼女は自分の足下に視線を落としながら舌打ちをする。まあ、いきなり男が目の前でしゃがみ込んだら縁でなくとも驚くわな。

「む、結むすべ」

　縁はスッと足を差し出してきた。

　珍しく素直に許可をしたその心意気に敬意を表して、結んでやるとしよう。

　俺はなんて大人な気遣いができる人間なんだろうか。時々こうして自画自賛でもしてやらないと、俺の心はくじけてしまう。

　縁の冷たい視線が急に穏おだやかになった。

「あ、ありが……と……うぅ……チッ」

「へいへい」

「…………むぅ。なんだかもやもやする。お、お前の例の力は仲良くなると発動するという設定だよな厨二病患者？」

　ああ、やっぱり縁も俺の異能が縁にまで有効になったことが、ずっと引っかかっていたわけだな。俺は肩を落として溜ため息いきをついた。

「厨二病とかそういう呼び方はやめろ。ちょっと傷つくだろ。あと仲良くするのが発動条件じゃなくて……俺にも異能発現の条件は正直なところ良くわからないんだ」

　うまく言葉にできない。それができるなら、俺はきっとこの異能を使いこなせてるんじゃなかろうか？

「だいたい、俺だって好きでこの力をもってるわけじゃないんだし、そもそもこの力が俺にもたらした災わざわいを一度リセットするためにこの街に来たんだし……」

「個別設定して着信拒否的なことはできないのか？」

「そりゃ無理だ。そういうことができるほど器用じゃないんでね」

「その割りには、最近あまりイヤフォンをつけてないじゃないか？」

　ちょっとドキッとさせられた。縁のやつ、気づいていたのか。

　俺は右耳に何か突っ込んでおくことで、自身の異能を鈍にぶらせてきた。気休め程度ではあるが、それらはちゃんと機能していた。

　バイト中はイヤフォンや耳みみ栓せんは使っていない。街中や学校の全校集会では右耳だけ耳栓をすることもあるのだが、酒多さんに秘密を打ち明けてから、耳栓の利用頻度は減りつつあった。音楽を聴くのは好きなのでイヤフォンとデジタルＤオーディオＡプレイヤーＰはいつも持ち歩いているのだが……。

「よく見てるな。もしかして俺のことを気にしてるのか？」

「べ、べべべべ別に私はお前のことなんかどうでもいい。むしろ大っ嫌いだからな！　馬鹿！　クズ！　駄犬！　バニラアイスの上に乗ってるミントの葉以下の存在価値！　どこからでも開けられますって書いてある小袋がうまく開けられなくて悶もだえ死ね」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんのラッシュだが、残念ながらその程度ならもう慣れてしまった。俺は咳せき払ばらいを一つはさんでから返す。

「一度通じると簡単にはふさげないっつうかなんつうか。悪口をいくら並べ立てても無駄だと思うぞ。それこそ俺が大人になればなくなるかもしれないんだが、そこらへんの能力が消える条件については、俺のじいちゃんに聞いてもうやむやにされて、いまいちよくわからんのだ」

「大人って……まさかど、どどどどどど童どう貞ていを捨てないといけないとかなのか？　そ、そんな目で私を見るな！　エロ変態獣！　性欲一〇〇パーセント野郎！」

「見るかッ!!　そんな水の抵抗が少なそうな胸なんぞ見ても楽しくないからな」

「やっぱり大きいのが好きなんだな？　酒多さんにいかがわしいことをしたら……ころる……こ、殺す！」

　肝かん心じんなところで嚙かむとまったく怖くないぞ縁さんや。あと、恥ずかしいなら無理してエロ単語なぞ使わなければいいのに。そもそも俺は巨乳好きってわけじゃない。ただなさ過ぎるのに興味がないって言いたいだけなんだ。

　まあ、これ以上縁を刺激してもやぶ蛇だろうから、この思いは胸にしまっておこう。

「だいたい、なんで……お前に私の七秒後がわかるようになったんだ」

「そりゃあ、バイトも一緒だし学校でも隣となりの席だしな。共通する接点が多いっていうかなんていうか」

　酒多さんの影響だ！　と、あえて言うこともないだろうに。それくらいは縁も気づいてるんじゃなかろうか。

「だったらあの眼鏡馬鹿だって似たようなものだろう」

「川原はその……確かに接点は多いけど俺が心配する必要なんてない奴だろ」

「じゃ、じゃあ……私のことは心配なのか？」

　正直、時々酒多さんよりも心配になるのでイエスと言えなくもない。

「だ、黙だまってないで答えろ！」

　仕方ない。ここははっきりと言ってやろう。

「うーん、だからその心配というか……共闘したのが原因かもな。ほら、酒多さんのためにがんばるっていう気持ちが共鳴しちまったのかもしれない」

「……は、恥ずかしいこと言うなぁ！」

　縁は顔を真まっ赤かにさせた。

　その時、カランコロンとドアチャイムが鳴った。まだ看かん板ばんはclosedのままだ。入り口に視線を向けると、気の早いお客さん……ではなく、稲波高校の制服姿の美少女が慌あわて気味に店内に入ってきた。ドア付ふ近きんで少し前まえ屈かがみになりながら胸のあたりを抑おさえて肩を上下させている。つい、そんな胸元に俺の視線は釘くぎ付づけになってしまった。

　酒多さんだ。彼女は呼吸を整えるようにゆっくりと息を吸い込み、吐く。その頰ほおは走ってきたためほんのり上気していた。

「と、到着しました！」

「そんなに急がなくても、ちょっと遅れることは事前に碧店長にも言ってあるんだし」

　俺が肩かたをすくめると酒多さんは俺と向かい合っている縁に視線を向けた。

「どうしたんですか縁ちゃん。顔赤いけど、風か邪ぜですか？」

「ち、違う」

「朗あきらくん、縁ちゃん本当に大丈夫なんですか？　顔が真っ赤で呼吸も荒いですし」

　なんでそこで俺に振りますか酒多さん。ちらりと縁の顔色をうかがった。警けい戒かい心しんと敵対心を足して二で割らないような、熱く痛そうなまなざしで縁は俺を見つめている。

「えっと……本人が風邪じゃないと言うんだから大丈夫だろ」

　俺のどこかたどたどしい返事に、酒多さんは不安げに俺と縁の顔を交互に見てから視線を床に落としてしまった。

「二人で見つめあって……わ、わたしの誤解ですよね。前にもこんな風に誤解して二人に迷惑をかけちゃったし」

　縁が両手の拳をぎゅっと握って、自分の胸元のあたりにもっていきながら酒多さんに力強く反論した。

「酒多さんは迷惑じゃありません！　全部こいつのせいです。私がこんなに顔が赤いのは……じ、実はこいつにスカートまくってパンツを見せろと強要されかけたからです」

　いきなり何を言いやがりますかこの凶暴小動物は！　まさか真まに受けないよな酒多さ……んの視線が泳いでいる。

「ほほほほほ本当ですか？　朗くんは紳士だって信じてたのに」

「そんなこと言うかぁッ！　だいたい、俺が縁に頼んで縁がＯＫするわけないでしょうに酒多さん。そこんとこを冷静に判断してください」

　酒多さんは小さく肩をびくつかせた。俺はつい声がでかくなってしまったのを反省する。が、酒多さんは俺の大声にびっくりしたわけではないようだ。びくつきながらもハッとした表情になり、酒多さんは小さくうなずく。

「それもそうですね！　縁ちゃんはノーと言える芯しんの強い女の子だし、朗くんは女の子に無む理り強じいするような人じゃないです」

　酒多さんの信頼のまなざしに俺は心の中で安あん堵どの息を吐いた。一方、俺の信頼と信用を破壊できなかった縁はというと、その小さな口元から邪悪な音を奏でる。

「……チッ」

　舌打ち。もう馴なれたとはいえ、やっぱり心地ここちよいとは言い難がたい。舌打ちをやめるだけで縁は人間的にだいぶ良くなると思うわけだが、俺が言ってやめるほど素直なら最初から舌打ちなんてしないだろう。

　そんな舌打ちをかき消すように少年の声がフロアに響いた。

「なんだ面めん堂どう。パンツが見たいんならオレのでよければいくらでもみせてやる」

　着替えを終えて川原のやつがロッカールームから姿を現した。

　パンツのくだりに食いついてくるあたり、こいつも縁とはまた別の意味で問題ありな人間だ。

「来てそうそう悪いが帰ってくれ」

「冗談のわからんやつめ」

　お前の冗談は常識人かつ凡人の俺にはわかりづらいんだよ。あと基本的に笑えない。俺が視線で川原に抗議していると、川原は眼鏡のフレームを中指でくいっとあげた。

「ミーティングはそれくらいにして、酒多さんはとっとと着替えて。開店準備始めるぞ。分担はいつも通りな」

　わりと無茶苦茶なのに、なぜか仕事はきちんとできる川原。たまにまともになれるなら、常にまともでいてほしい。口で指示するだけでなく、川原はフロアのモップがけを始めていた。俺もキッチン周りの掃除を始める。縁は川原に指示されるのがおもしろくないようで、仏ぶつ頂ちよう面づらになっていた。それでも手はテーブル拭ふきをしている。

「わ、わたしも着替えてきますね！」

　酒多さんがロッカールームに飛び込んだ。

　そして今日も俺たちはおのおの開店に向けて準備を始めるのだった。




　今日も酒多さんのメイド服姿は俺にはまぶしくて、特に胸元が開きすぎているのがちょっと心配になったりならなかったり……ついつい視線が行きがちだ。手元に集中しなければ。

　料理ができあがると酒多さんはカウンターまで子ウサギのようにやってくる。ぴょんぴょんと跳はねるような……あの、いろいろ跳ね上がってますよ、胸元のあたりとかが特にッ！

　なので、彼女がやってくるたびに俺は視線をそらしてしまう。

　ポイズンの売り上げの何割かは酒多さんの可愛さが担になっている。これは間違い無い。

　学校ではよく転ぶ酒多さんだが、バイト中は集中が途切れないのかてきぱきと動くことができた。

　むしろ接客の態度に問題を抱えている縁の方が見ていて危なっかしい。もともと、ポイズンの仕事の手伝いを縁は嫌っているふしがある。

　今の縁からは想像もつかないのだが、小学生の頃の彼女はポイズンの看板娘だったそうだ。当時から碧店長手製のコスプレ衣装を着せられていて、みんなに「可愛い」と言われて育ったらしい。

　しかし、幸せな時間は長く続かず縁も多感な年頃を迎えて、コスプレが「恥ずかしいこと」と自覚してからは、一転して接客が嫌いになってしまった……とかなんとか。

　そんな背景もあるわけだが、なんにせよ俺が心配すると逆ギレされるので、できるだけ縁には干かん渉しようしないことにしている。

　縁は縁の仕事をし、俺も調理に専念する。ポイズンでは基本的に相そう互ご不ふ干かん渉しようの間柄だ。

　仕事に集中していると時間があっという間に過ぎていく。

　この日もつつがなく営業が終了した。閉め作業をして真っ先にロッカールームで着替え終えると、店長……にして、縁の母である碧さんから「お疲れ様でした。そろそろテスト期間のことも考えておかないとね？」と、笑顔でねぎらわれた。

　俺はお疲れ様のあとの言葉を頭の中で消し去りたかった。

　まだ先とはいえ、球技大会が終われば一学期の中間テストだ。憂ゆう鬱うつな気持ちが膨ふくらむ。縁は性格こそアレだが勉強は得意と自称していた。酒多さんは勉強は苦手というが、縁曰いわく「まじめなのでどの教科も真ん中より上」な成績だそうだ。どちらかといえば文系が得意なのだとか。

　で、これは俺の予測だが眼鏡男子で無駄なとこでハイスペックな川原は、たぶん勉強もできるだろう。

　ここでぐちぐち言い訳はすまい。

　俺は勉強ができない！

　心の中で開き直る俺の肩が、背後からトントンッ！　と、リズミカルに叩たたかれた。首を後ろに向けるようにして振り向くと、俺の頰に白しら魚うおのような指がずぶっと刺さる。

「わあッ！　って、何するんですか酒多さん？」

　制服に着替え終えた酒多さんだった。

「引っかかりましたね朗くん♪」

　やけに楽しそうだ。何か良いことでもあったのか？

「そりゃ引っかかりますよ。俺は素直な性格なんだし」

「自分で素直と言っちゃうんですか？」

「正直者なんだよ」

「じゃあ正直者な朗くんに質問です」

　改まって酒多さんは俺に顔をぐいっと近づけてきた。ち、近いな。なんていうかこの密着しそうな距離感は恋人同士のそれなんじゃなかろうか。俺の視線は泳いでしまう。碧店長は……しまった、レジの閉め作業に取りかかってる。

　縁も川原もまだロッカールームだ。

「さ、さささ酒多さん？　質問っていうのはなんですか？」

「動物園と遊園地はどっちが好きですか？」

　酒多さんがじっと俺の瞳ひとみを見つめる。こんなに近くで見つめられるとこっちが恥ずかしくなってくる。

「それって……あ！　心理テストですか酒多さん？」

「大事なことだからちゃんと答えてください」

「お、おう。そうだな……動物園よりも遊園地がいいな。絶叫マシンとかスピード感のある乗り物って、他のことを忘れられてストレス解消にもなるし」

「わ、わあ！　よかった！　わたしも大好きなんです絶叫マシン！」

　酒多さんが少し顔を青くさせながら微笑ほほえんだ。ああ、こりゃ苦手なんだろうな。なのに無理に俺に合わせるなんて……合わせる？

「じゃあ、今度一緒に富ふ士じ急きゆうハイランドに行きましょう！」

「富士サファリパークの方がいいんじゃないか？　シマウマとかガゼルとかアルパカとかいそうだし」

「……アル……パカ」

　一瞬、酒多さんの瞳がキランと輝いた。だが、彼女は首を左右させる。

「い、いけません朗くん！　わたしに気を遣ってませんか？　大丈夫です大好きですから絶叫マシン。乗ります。乗りまくりますから！」

　うーむ、今日の酒多さんは妙みようなところで意い固こ地じだな。

「すごく高いところまでのぼっていって、一気に急降下するんだぞ？　時速何百キロかしらんけど。突風が顔面にぶつかって周囲の景色は吹き飛ぶように流れていく。全身にかかる縦Ｇや横Ｇに翻ほん弄ろうされるわけだが」

「あわわわわわ」

　想像したのか酒多さんがプルプルと小刻みに震え出した。いじめるつもりはなかったんだが……。遊園地と解答するにしても、絶叫系じゃなくて海シーとか王国ランドとかのテーマパーク系を挙げるべきだったか。

「と、ともかく、中間テストが終わったら朗くんとお出かけがしたいんです！」

　うっ……どう答える？　俺と酒多さんの関係は同級生？　守る会の会員と保護対象？　バイト仲間？　恋人……じゃない。酒多さんは恋がしたいと言っていたけれど、その相手がお、俺とは限らないじゃないか？　そもそも、俺には世にも奇妙な異能があるし、俺が普通じゃないことは酒多さんだってわかってるはずだ。

　酒多さんはとびきりの美少女だ。ふわふわっとした柔やわらかい感じの癒いやし系けいで、純粋に可愛い人だ。

　俺なんかが釣つり合あうわけがない。そう思った瞬間、言葉が口からこぼれ出た。

「じゃあ、みんなで行こう。縁と川原も一緒に、な？」

「え、あ……はい」

　酒多さんは気の抜けた炭酸飲料のようなぼんやりとした返事をした。しまった……今のは失言か？　いや、そう答えるしかなかったんだ。

　他に落としどころが見つけられなかった。

　酒多さんとの距離がこれ以上、縮ちぢまるのが怖い。今くらいのぬるま湯のような距離感が心地よくて、つい「みんな」という言葉が口を突いてしまった。

　酒多さんを好きになって、もし失うようなことになったら……俺はきっと耐えられない。好きになるのが怖い。

　妙な沈黙ができあがった。酒多さんは慌てた口調で返す。

「そ、そうですよね！　みんなで行った方が楽しいですよね！」

　酒多さんの笑顔が……辛つらい。なんだか気まずい。こういう時に限って縁も川原も邪魔しにこないのだ。

　が、しかし意外なところから声がかかった。レジで伝票をまとめていた碧店長が俺と酒多さんに手を振った。

「酒多さんちょっといいかしら？」

「は、はい店長？　もしかして売り上げがおかしいんですか？」

「計算もばっちりだし今日も大盛況よ♪　売り上げは右肩上がりね♪」

　碧店長に手招きされて酒多さんはレジ前に行ってしまった。正直、ホッとする。

「右肩上がりについてなんだけど、酒多さんちょっと残ってくれないかしら？　ほら、この前、制服が少しきつくなったって言ってたでしょ？」

「あ、朗くんの前でそんなこと言わないでください、恥ずかしいです！」

「いいじゃない、ちょっとくらい増えたって。女の子は少しくらいふくよかでも可愛いのよ？」

「ふ、増えたけど太ってません！　胸がちょっぴり大きく……はわわわ」

　酒多さんの顔が熟うれたトマトのように真っ赤になった。どうやら酒多さんの成長率もポイズンの売り上げ同様、右肩上がりなようだ。

　い、いかん……何を想像してるんだ俺!?

「お、俺、帰ります！　お先に失礼しますお疲れさまでした！」

「お疲れさま～～♪　酒多さんちょっとお話ししよっか？　えーとまず酒多さんは素直で優しくてとってもかわいいけれど、その魅力にプラスアルファの魅力っていうか……あのね、スイカにお塩を一振りすると甘さが引き立つじゃない？　そこに……」

　ちょうどよく碧店長が酒多さんを摑まえてくれた。

　恥ずかしくて酒多さんの顔を見られないまま、俺はポイズンから飛び出すように逃げ帰った。




　バイトの翌朝。いつもより少しだけ早く目が覚めた。目覚ましが鳴る前に止める。俺はそのまま学校に行く準備をした。結果、少し早めに家を出ることになった。

　普段通りなら通学路の桜の木のあたりで酒多さんと合流するのだが……そこに彼女の姿はない。当然だ。いつもより十分ほど早くついたのだから。

　酒多さんと一緒に歩くのが……俺は怖かった。無意識のうちに酒多さんから逃げていた。これ以上逃げたくないのに……しっかりしろ俺。と、思いはしたものの、ここで酒多さんを待つ勇気もなく、俺は通学路を進んでしまった。

　そんなわけで、彼女よりも一足早く教室にたどり着いた。

　十分ほどして酒多さんがやってくる。縁の姿が見あたらない。朝に弱いようで縁は時々、寝坊して酒多さんより遅れてくることがある。今日はどうやら寝坊したのだろう。

　早めに来ておいてよかったかもしれない。もし時間通りに登校していたら……桜の木の交差点から学校まで酒多さんと二人っきりになるところだった。

　酒多さんは席に着く。俺の席から見て右斜め前だ。

「お、おはよう酒多さん」

「おはようござ……ふ、ふん！　です」

　な、なんだ今のは？　いつも通りの笑顔でおはようと言ってくれたかと思いきや、酒多さんはそっぽを向いてしまった。

　俺が勝手に早く学校に来たのがまずかったのか？　いや、いくらなんでもそれくらいのことで怒ったりはしないだろう。

　ま、ままままさか。縁の未来の音が聞こえるようになったことが、もうバレたのか？

　酒多さんに俺の秘密を打ち明けた数日後「わたしと朗くんって相性ぴったりなんですね？」と酒多さんが喜んでいたのを思い出した。その時俺はこう、返してしまったのだ。「今は酒多さんの音しか聞こえないんだ」と。

　酒多さんは瞳をキラキラさせていた。

　あの時の酒多さんのピュアなまなざしに、俺はドキドキしっぱなしだった。

　酒多さんにとって俺の異能は、酒多さんと俺とをつなぐきっかけであり絆きずなのようなものだ。酒多さんはきっと、俺との絆を好意的に思ってくれたんだと思う。俺の異能をそんな風に受け入れてくれた酒多さんの気持ちが、俺は嬉しかった。

　よりにもよって、その日の放課後のバイト中に縁の音が聞こえるようになったのだ。

　噓うそをつくつもりはなかったのだが、結果的には酒多さんを騙だますような形になってしまっている。

　まさか縁のやつが酒多さんに言ったのか？　いや、言ってどんなメリットが縁にあるんだ？　縁は俺と波長が合うことを嫌悪すらしている雰ふん囲い気きだし……。

　果たして自分から「あのバカの異能が私にまで及ぶようになった。死にた……いや、殺したい」と、酒多さんに報告するだろうか？

　俺が考えを頭の中でぐるぐる回らせていると、そっぽを向いていた酒多さんが俺に向き直ってもう一度口を開いた。

「朗くんだからってあいさつしたんじゃないんですからね！」

「えッ？」

　意味がわからず俺は聞き返してしまった。

「あの、酒多さん怒ってらっしゃりますか？」

「べ、別に怒ってなんてないですよ」

　また、そっぽを向いて酒多さんは呟いた。声がぷるぷる震えている。こりゃあ結構怒ってるかもしれないな。俺、何か対応を間違えたかな？

　縁の件ではないとするとなんだろう？　他に心当たりが見あたら……。

　あっ……酒多さんの恥じらいたくなるような乙女の秘密（巨乳。しかも成長中）の件を聞いてしまったのがいけなかったんですか？

　酒多さんは、縁に抱きついて押しつけたり普通にしているのに、それを恥ずかしがるだなんて。

　胸のサイズに関して悪い方にコンプレックスがあれば、縁をむぎゅっとすることも控ひかえるだろうし……いや、縁は女の子だからセーフなんだろうな。

　男の俺に「大きくなってる」ことを知られるのが恥ずかしい！　たぶんこれだろう。うう、我ながらなんだか生々しい表現で嫌な感じだ。

「昨日のことは不可抗力っていうか、アレはそういう話題を持ち出した碧店長が……」

「お母さんがどうしたって？」

　酒多さんと俺の間に小さな影が割って入った。縁だ。

「おはよう縁」

「学校でお母さんの話題を持ち出すなんて、どういうつもりだ？」

「どういうもなにも。へ、変な意味は一切ないぞ」

「本当か？」

　縁の視線はドライアイスのように冷たい。

「そりゃあ碧さんは美人だし優しいし仕事のことも丁てい寧ねいに教えてくれるし、パワハラとは無縁の理想的な上司だと思うけど」

　バイト先にありがちな、先輩にいびられたり、こき使われたりすることはなく、ポイズンでの仕事は正直学業よりも楽しい……と、いうのが俺の率直な感想だ。

　縁は顔を真っ赤にさせていた。怒りではなく伏し目がちで恥ずかしそうにしている。

「そ、そんな理想的な未亡人を狙っているんだろう！　この未亡人キラー！」

　縁の一言に雑談していたクラスメートたちの視線が俺に集まった。

「狙うかッ!!　つうか、変な誤解を招まねくからそのなんちゃらキラーというのはやめてくれ！」

「私に『お父さん』と呼ばせるつもりなんだな？　同級生が父親になった娘の気持ちがわかるか？」

「おま、お前何言い出すんだッ!?」

　こういうときに助け船を出してくれてもよさそうなのに、俺よりもさらに早く登校していた川原は、登校時と変わらず席につっぷしたままだった。

　オンとオフの切り替えが極端過ぎるぞ。

「あ、あの……あの……その……」

　縁の背中の向こう側で酒多さんがそわそわしている。そもそも俺は酒多さんと話していたはずなのに、いつの間にか会話の主導権は縁が握にぎっていた。

「お母さんに手を出したらお前の身体からだの皮という皮をリンゴ剝むきにし殺すからな」

「スプラッターな表現はやめてくれ」

　縁は不機嫌そうにフンと鼻を鳴らして席につく。結局、酒多さんの誤解も解けないままホームルーム開始のチャイムが鳴ってしまった。




　酒多さんは授業中に先生が黒板の方を向くと、ちらっと俺の方に向き直ることがある。まるで散歩中に立ち止まって振り返り「楽しいです！」と訴えてくるわんこのようだ。俺はそのたび気恥ずかしくなるのだが……今日は一度もそれがなかった。やっぱり酒多さんは怒っているんだろうか。

　退屈きわまりない午前中の授業が終わり、待望の昼休みがやってきた。普段なら酒多さんからご飯に誘われるのだが、流石にこんな状態では期待できないだろう。今日は一人で学食のパンでもかじろうか……と、俺が席を立ったところで、酒多さんが俺に合わせるようにぴょこんと席から立ち上がった。

「あ、あの、朗くん……」

「ど、どうしたんですか酒多さん？」

「おかずがいっぱいになっちゃって……」

　酒多さんは普段の可愛い小さなお弁当箱とは別に、がっちりとした大きめな包みをもっていた。
















《こつん！　きゃあ！　どさ……ぼろぼろ……朗くん！　ごめんなさい朗くんがピンクのお米まみれにッ！》




　七秒後、俺はどうやらピンクのお米まみれになるらしい。ピンクのお米というのが意味不明だが、警戒するにこしたことはない。

　酒多さんはお弁当の包みを親亀子亀のように積んで両手で持っている。その表情はガチガチに緊張していた。表情だけでなく身体もガチガチなまま、酒多さんは一歩踏み出して……机の脚に彼女の足が引っかかる。俺も同時に一歩踏み込んで酒多さんの身体をキャッチした。

「あ、朗くん。ありが……べ、別に助けて欲しいなんて言ってません」

　俺の胸に顔面を埋うめながら酒多さんはほっぺたを膨らませた。

　今日の酒多さんは……やっぱり変だ。

「離してください」

「お、おう」

　酒多さんを受け止めた手をそっと解放する。

　俺の背後で縁がじっとこちらを見据えているような……視線が刺さる感触があった。

　酒多さんを助けて縁にねたまれる。いつものパターンだ。

「それで、どうしたんですか酒多さん？」

「お、お弁当があまったから包んでみたら、ちょうど男の子が食べる一食分くらいになったんです。恵めぐまれない男子にあげてもいいかなって思ったんです。別に朗くんのためじゃないんですからね！」

　顔を真っ赤にさせて酒多さんは俺に弁当箱の包みを差し出した。

　俺は弁当箱を受け取った。青いバンダナに包まれたお弁当箱はずっしり重たい。

　そういえば、恵まれない男子というなら川原も当てはまるんじゃなかろうか？　と、川原の席に視線を向けると、奴の姿が無い。いったい、いつの間に消えたんだ？

　俺の視線の先に酒多さんも首を向けてから、その顔がいきなり青くなった。

「じゃあ、みんなでご飯に……あ、信人くんのお弁当を忘れてました。一食分しか余よ計けいにできなかったんです。ど、どどどどどうしよう気づきませんでした」

　何かに夢中で他のことまで気が回らなかった。そんな感じだ。酒多さんはうろたえたのだが、川原はすでに教室から姿を消した後だ。

「そういえばあいつ、俺たちと昼飯一緒に食わないよな」

　俺がぽつりと呟くと縁が背後で小さく呟いた。

「トイレで独りで食べてるんだろ」

「もし仮にそうだとしたら、やっぱり俺が川原を誘うべきなのか？」

「放っておけ。うざいからな」

　珍しく縁と意見が合ってしまった。まあ、この縁の発言は、酒多さんを気遣ってのものかもしれない。今日に限って言えば川原が増えてもお弁当の数は足りないわけだし。

　とりあえず三人で、中庭でお昼ご飯ということになった。




　先週から木こ漏もれ日びが気持ち良い晴天が続いている。これから梅つ雨ゆ入いりし、徐じよ々じよに蒸し暑くなるのかと思うと、こうして外で食べる機会も一学期中はあと数えるほどかもしれない。

　ベンチに並んで座った。俺が座ると酒多さんがその隣に座り……俺と酒多さんの間に縁が強引に割り込んでくる。

「何か文句でもあるのか？」

「いや、ない」

　縁は相変わらず俺が酒多さんに何かするんじゃないかと警戒心剝きだしだ。

「わ、わたし、お料理が苦手だから……って、別に言い訳じゃないです」

　酒多さんの不器用さには俺も免めん疫えきができている。ピンクのお米という言葉がちょっと怖い。苺牛乳で炊いたご飯とかだったらどうしようか……。

　今日の酒多さんのちょっと変な振る舞いを鑑かんがみると、何かあるのかもしれない。

　バンダナの包みを広げて俺は弁当箱を開いた。例え、この中身が日の丸弁当だったとしても、俺は幸せだ。

「こ、これは……」

　俺の視線は弁当の中身に釘くぎ付づけになっていた。

　白いご飯が半分とおかずが半分。そしてご飯の上にはピンクのでんぶでハートが描かれていた。おかずは鶏とりの唐から揚あげに、タコさんウインナー。トマトの中身をくりぬいてつくった器の中にポテトサラダ。それに卵焼きだ。卵焼きの真ん中には昆こん布ぶの佃つくだ煮にが巻き込まれている。ああ、この佃煮のしょっぱさで、卵焼きといえどもご飯のおかずとして立ち上がってくるんだよなぁ。

　酒多さんのお弁当は力作だった。食べる人への愛情がたっぷり込められているのがひしひしと伝わってくる。

　しかしそれにしたって……ハートのでんぶ。まるで愛妻弁当だ。空想の産物で実在するとは思わなかった。こうして現実に直面すると、とんでもなく恥ずかしい代物だ。

　俺のことを嫌っているわけじゃないんだよな。そうじゃなかったらこんな立派なお弁当を用意してくれるはずがない。

「べ、べつに美お味いしくなかったら残してもいいんですよ。あ、あまりものだし」

　そんなもったいないことはしませんから酒多さ……あれ？　俺の膝ひざの上に載っていた弁当が……消えた。

　縁が俺の弁当箱を取り上げている。

「私も酒多さんの作ったお弁当が食べたいです」

「あ、あうう。信人くんのことも頭の中になくて、縁ちゃんのことも考えてませんでした。こ、こうなったらわたしのお弁当を縁ちゃんにあげますから！」

「それじゃあ酒多さんのお昼ご飯がなくなっちゃいます。私は酒多さんと……い、いっしょに食べたいです」

　俺は肩をすくめた。酒多さんスキーな縁が酒多さんの手作りお弁当を食べたいと思うのは仕方ない。

「じゃあパンでも買ってくるかな」

　これが一番丸く収まる選択だ。と、思ったところで俺の膝の上に小さなお弁当箱が載せられた。

「私は二つも食べられないし、残すとお母さんに悪いからお前が食べろ」

「え？　あ、お……おう」

　酒多さんの手作り弁当はなぜか縁の元に行き、縁のランチパックがなぜか今、俺の元にやってきた。

「別にお前のためじゃない。酒多さんのお弁当を私が食べるためだからな」

　へいへい。それくらいはわかってますよ縁さんや。

「ゆ、縁ちゃんすごいです。あんな風にナチュラルにツンデレを……さすが碧店長の娘さんです」

「酒多さんいきなり何を言い出しやがりますか？」

　今、酒多さんがツンデレと言ったような気がしたんだが……まさか、な？　俺の聞き間違いだろう。たぶん、きっと……。

　結局、縁は男子高校生向けなボリュームのお弁当を平たいらげた。あの小さな身体で米粒一つ残さず完食するとは……恐るべし。一方俺は、碧店長が作ったであろうサンドイッチを堪たん能のうした。あとでバイトの時にごちそうさまでしたと言うべきか……いや、話がこじれそうなので心の中だけで感謝しておこう。

　それにしても、酒多さんのお弁当を食べ損そこなったのは心残りだが、それにもまして酒多さんの変な行動が気がかりでならない。




　今日も学校での残りの時間が過ぎていく。帰りのホームルームでは、近づく中間テストのことと球技大会の日程について説明された。どちらも俺にとっては憂鬱なイベントだ。

　元々あまり勉強が好きじゃない。でも、美術や家庭科や音楽は好きだ。

　テストなんて紙切れ一枚で人間の価値をどれだけ計はかれるってんだよ？　というわけで、中間テストは憂鬱なのだ。

　じゃあ球技大会がどうかといえば、運動神経は人並みにあるとはいえ人並み以上に優れているということはないし、そもそも人と関かかわるのを恐れていた俺にはチームプレイなんて無理すぎる。

　異能を上う手まく制御できれば野球ではヒーローになれたかもしれないな。と、ふと思った。打席に立った時にストライクかボールかを七秒前に判断できているのだから、絶対にボール球には引っかからなくなるわけだし。四球選択者フオアボーラー。とか通り名がつくだろう。

　すごく地味なヒーローだ。自分の異能の中ちゆう途と半はん端ぱさを再確認させられた。

　酒多さんがちらりと俺の方に首を向ける。

「サッカーがんば……お、応援してあげなくもないです！」

「え？　野球じゃないのか？」

　のんきな口調で俺が返すと酒多さんではなく、川原が後ろを向いて俺を指さした。

「サッカーでいいだろ！　なんかかっこいいし。つうかそもそも野球はない！」

　どっちがかっこいいかについてはお前の個人的な意見だろ。

　野球がやりたかったわけではないし、今回の球技大会、一年男子の競技にはそもそも野球という選択肢が存在しなかった。

　ただ、川原に勝手に決められてしまったことが少々腹立たしい。

　とはいえ、黒板に挙あげられた他の種目と見比べれば、サッカーは妥当なところか。

　卓球やテニスといった個人戦の競技は現役部員や中学の経験者で枠が埋まり、バスケはクラスのバスケ部とハンドボール部の連合軍だ。サッカーは一部、サッカー部員がスタメン入りはするものの、控えの枠も含め「その他」というジャンルを形成するクラスの男子たちの寄せ集めである。

　酒多さんと縁はバレーボールだ。心配にならざるを得ない。運動全般があまり得意ではなさそうな彼女に、バレーボールは難易度が高すぎやしないだろうか？

　酒多さんが自分から率先して選んだわけではない……と俺は分析した。縁がバレーボールを選択したから酒多さんもそれにしたのだろう。酒多さんのあるところに縁あり。その逆もまたしかり。二人はいつもセットで行動している。

　まあ、ちびっ子な縁がバレーボールを選んだのにも正直驚いたわけだが。ここは縁が酒多さんに合わせて、もっと穏おだやかな球技を選択すべきところだろうに。守る会の会長の判断としてはいかがなものかと思うぞ俺は。

　ちなみに、稲波高校の女子体操服は男子と同じショートパンツだ。それにスパッツを合わせたりするらしい。

　酒多さんのむっちりとした太ももとスパッツの組み合わせ……汗に濡れて張り付く体操服。荒い呼吸。上下する胸元。白い肌が薄桃色に染まって……む、むむむ……ふ……ふはははは。しっかりしろ俺。なにを想像してるんだなにを。

　危うく妄想にとりつかれそうになった俺に、隣の席から視線が突き刺さった。

「宝くじを買う列に割り込まれて、順番が変わって六億円の当たりくじとニアミス悶死ね」

　縁がいきなり俺にＳＡＴＨＳＵＧＡＩ宣言だ。悶もん死ししろってことは自殺命令スーサイドオーダーか？

「な、なななななんだその不幸な死にっぷりは」

「動揺するということは、やっぱり変な妄想をしてたんだな？」

「してない。動揺してないぞ！」

「どうだか……」

　縁がやれやれだぜ……と、言わんばかりに肩をすくめてみせた。アメリカ人のボディーランゲージ風だ。わざとらしく溜息のおまけ付き。いつも以上に挑発的なやつだな。何か言い返したいのだが、妄想を看かん破ぱされた手前、下手に動くとボロが出そうだ。

「言い返さないのか面堂ッ！　見み損そこなったぞ」

　普段は机につっぷしてるくせに、こういう時だけ絡からんでくるな川原よ。というか今はホームルームの最中だろうに。声がデカイぞ。ああ、クラス中から集まる視線が痛い。頭を抱える俺を酒多さんが心配そうに見つめてきた。

「だ、大丈夫ですか朗く……べ、別に心配なんてしてないです！」

　なんかもういろいろとありすぎて、どこから手をつけていいのかわかりません。
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　今日もいつも通りポイズンでアルバイト……のはずが、のっけから新展開が俺おれを待ち受けていた。

　フロアに知らない女性が立っている。すらっとした長身でヒールを履はけば俺よりもデカイかもしれない。黒髪ロングのお姉さんだ。ファッションショーに出てくるモデルさんのように、ピンっと背筋がまっすぐだった。メイド服姿の彼女に碧みどり店長がなにやらポーズを指導している。

「晴はる美みちゃん緊張しなくても大丈夫よ。もうすぐ主力部隊が来ると……あら？　噂うわさをすればなんとやらね？」

　縁ゆかりが何も無かったようにするするとフロアに入っていった。俺と酒さか多たさんはメイド服姿のお姉さんに見入っている。このパターンはきっと、新人アルバイトだ。お姉さんとはいえ俺たちの後輩になるわけか。

「もしかして、新メンバーですか碧店長？」

「みんなに内ない緒しよにしてたわけじゃないんだけど、求人募集してたのよ。調理助手でね。ほら、面めん堂どうくんが風邪でダウンしちゃったりとかするかもしれないし、普段から負ふ担たんを分散させられないかな？　って思ってたのよね」

　それはありがたい……けど、俺、心配されるくらい頼りなかったのか？

「あ、朗あきらくんが居れば厨ちゆう房ぼうは大丈夫です！」

　なぜか酒多さんが抗議してくれた。抗議するほどのことでもないとは思うわけだが、事前に「新しい人が入るかも」くらいのインフォメーションはあっても良かったでしょうに碧店長。ちょっと……びっくりしますから。

　酒多さんの抗議に碧店長は笑顔で返した。

「彼女は鬼き頭とう晴美さん。鬼の頭って書いて鬼頭って、なんだかシンパシー感じちゃうわね」













「は、はぁ……そうですね」

　毒ぶす島じまに匹敵する強こわ面もてならぬ強こわ名みよう字じ。もしかして、それで選んだなんて言いませんよね店長？

　紹介されて長身の黒髪美人はぺこりとお辞じ儀ぎをした。

「……鬼頭……晴美です。よろしく……お、お願いします」

　なんだかつっかえつっかえだな。接客大丈夫なんだろうか。俺が心配にかられていると晴美さんはむっくりと顔を起こして俺をじっと見つめてきた。

「は、初めまして。厨房を担当している面堂朗でつ」

　やばい。嚙かんだ。恥ずかしい。

　今でこそ酒多さんのおかげで交流を持つようにはなったのだが、元がん来らいの俺は人付き合いが得意ではない。

　初対面で相手は美人のお姉さん……ちょっと緊張してくる。

「……あ」

　彼女は俺を見つめていた。挨あい拶さつで嚙んだのが気になるのか？　それとも俺の顔に何かついているんだろうか。そんな風に見つめられると余計にプレッシャーだ。

　じんわりと変な汗が背中に浮かんできた。

　こっちも視線を相手に合わせた結果、見つめ合ってしまう格かつ好こうだ。

　俺が黙り込んでしまったところで、碧店長が晴美さんについて補足した。

「晴美ちゃんは接客はほどほどに調理とドリンクのお手伝いをしてもらう予定で、えっと……ぴっちぴちの聖せい上じよう女子大学一年生よ♪」

　なぜか酒多さんがムッと口をとがらせた。

「わ、わたしだってぴっちぴちです！　むしろぴっちぴちぴちぴちです！」

　何を対抗してるんですか酒多さん。いや、こんなにぐいぐいくるなんて珍しいな。ポイズンでアルバイトが決まる前……部活見学の時にも、ぐいっとポジティブではあったけど、あの時はどこかで俺や縁のことを気に掛けてる感じもしたし。

　今の酒多さんからは、なぜか「なりふりかまっていない」気き迫はくがにじみ出ていた。

　晴美さんの何が酒多さんの対抗心を煽あおったのだろうか？

　そういえば、聖上女子大学っていうと吾あ妻づま市しに広大なキャンパスを持つ私立お嬢様学校の大学だったような。もしかして酒多さんは、晴美さんがお嬢様だから対抗心を燃やしたのか？

　うーむ……違うな。酒多さんは他人に嫉しつ妬とするような性格には思えない。

　それにしても、そんなお金持ちのお嬢様が調理助手のアルバイトをするなんて正直意外だ。

　お金持ちのアルバイトっていうと、社会学習の一環だとか、そういう理由だろうか？　碧店長が選んだ人ならそこまでの変人ではないとは思うが……いやまて、冷静に考えてみろ俺。

　俺は異能を持っているわけだし、普通か？　俺は普通なのか？　普通と言えるんだろうか？　それに酒多さんはどうだろう。今でこそポイズンの主力メイドウェイトレスさんとはいえ、普段のドジッ子ぶりについて碧店長はノーチェックだったのか？　縁からそのドジッ子どうぶつっぷりを事前に聞いてなかったのか？　たぶん、縁が「酒多さんはドジッ子で面倒を見てあげないと危なっかしいんだ」とか、普段から言っていたに違いない。

　酒多さんの可か愛わいさに惚ほれたというのはわかる。その素直で優しい性格も接客天使の条件な気がする。酒多さんはダイヤの原石だった……けど、やっぱりドジッ子成分がすごすぎたはずだ。そんなハイリスクハイリターンな酒多さんの雇用に踏み切った碧店長のことだから……この新人さんにも何かあるに違いない。

　先に警戒しておいた方が、あとあと何かあった時に「やっぱりな」と、自分を慰なぐさめることができる。稲いな波ば市しにやってきてから学んだ生活の知恵だ。

　しかし、悩んでいても仕方ない。ここは思い切って聞いてみるか！

「あの、初対面でぶしつけな質問なんですけど、鬼頭……えーと、晴美さんはポイズンのバイトで良かったんですか？」

　名字よりも名前で呼ぶ方が良いような気がする。初対面だけど。

　それにしても我ながらいきなりすごい質問をしたな。いや、だがきちんと確認しておきたい。

　他にアルバイトがいろいろある中で、わざわざポイズンを選ぶには、やはりそれなりの理由があってしかるべきだと思う。

　俺の疑問に答えたのは……川かわ原はらだった。

「こいつお客さまだ。一週間前に一度だけ来てたな」

「あああああああああ」

　晴美さんの顔が真っ赤になった。声が震えている。どうしたんだろうか。あ……そうか、今の川原は接客モードじゃなくて素すだったんだ。接客中の川原しか知らない人間なら、この変わりように面食らってもしかたないか。それにしても川原のやつ……。

「良く覚えてるな？　常連さんの顔は流石さすがに俺も覚えたけど……」

　一度しか来店してない人の顔を覚えてるなんて、無駄な才能だ。軽く腕組みすると川原は続けた。

「オレが丁てい寧ねいに接客してやってたのに、ずっとビクビクしてたんで印象に残ったんだよ。で、縁ばっか見てた」

　縁はといえばフロアに姿がない。ロッカールームで着替え始めているようだ。新人が入ることは事前に知っていたのか？　いや、縁のことだから知っていようといまいとマイペースで「別に興味ない」とか思っているのかもしれない。

　縁の名前が出たとたん、晴美さんは顔を赤くさせてうつむいてしまった。背中を丸めて小さくなる。

「ああああああああああの……メイドさんの制服……可愛いなって……思ったのです」

　たどたどしい口ぶりで晴美さんは俺の質問に答えてくれた。

　なるほど制服か。確かにポイズンの制服は碧店長が手がけたオリジナルデザインだ。

　女性なら制服の可愛さでアルバイトを選ぶっていうのは、あるかもしれない。

　縁ではなく着ている制服にご執しゆう心しんだったというわけか。

　碧店長が、背を丸めておどおどしっぱなしの晴美さんの様子に首を傾かしげた。

「うーん、おかしいわね。面接の時は普通だったのに、川原くん怖がらせちゃダメでしょ？」

「怖がらせてないッスよ碧店長！　超心外だなッ！」

　声がでかいぞ川原。今、ちょっと晴美さんがびくついた気がする。ここは注意しておくべきところだな。

「いやいや、お前がそう思ってなくても事実、晴美さんは怯おびえているわけだが。あの、大丈夫ですか？　こいつがバカですいません。バイト中はまともなんですけど、普段は礼儀知らずが服を着て歩いているようなやつなんです。俺が代わりに謝罪します」

「…………はぃ」

　晴美さんは小さくうなずいてから俺をじっと見つめてきた。なんだか視線が熱っぽいし、瞳が潤うるんでいる。年上のお姉さんをいじめているみたいな……妙な気持ちになってきた。いや、俺がいじめたわけじゃない！　というかいじめて楽しいとか良くない考えだぞ俺。

　メイド服に着替えた縁がフロアに戻ってきた。碧店長がさっそく晴美さんに紹介する。

「この子は縁。私の娘よん♪　ちょっと人見知りしがちなシャイガールなのよね。よろしくね晴美さん♪」

　ちょこんと晴美さんはお辞儀をした。縁は……スルーしやがった。態度悪ッ！　つくづくこいつはしょうがないやつだ。

　碧店長は縁の背後に回ると、ぐいっと縁の頭をお辞儀させて、裏声で腹話術をしてみせた。

「よろしくね！」

「お母さんやめて恥ずかしい」

「じゃあちゃんと挨拶してちょうだい」

　碧店長の口調は穏やかだけど、有無を言わせない迫力がある。

「……よ、よろしく」

　やっと縁は晴美さんに自分の声で挨拶をした。できるんなら最初からやりましょうね。しかし、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな縁も碧店長にはかなわないみたいだな。ちょっとホッとした。

　続けて碧店長は酒多さんの紹介に移る。

「そして、彼女がポイズンのエースの酒多さん」

「え、エースだなんてそんなわたし……え、エースですよろしくお願いします！」

　言われておどおどしていたのに、晴美さんと視線が合ったとたん酒多さんは胸を張った。ちょっと勢いが良すぎて揺れてますよ酒多さ……痛ぇ。

　縁の靴くつのかかとが俺のスニーカーの足の甲部分にぐさりと突き刺さった。

「どこを見ているどこを」

「痛いだろうが！　だいたい俺がどこを見ているのか監視しているお前はなんなんだ？　俺の熱烈なファンか何かか？」

「死ね。ホームベーカリーでイーストが上う手まく発はつ酵こうできずにぺしゃんこでカッチカチのパンが焼き上がり死ね」

「死ぬか！　むしろ生きろ！　イースト菌きんがんばれ！」

　我ながら無茶苦茶な返し方だ。そんな俺と縁のやりとりを晴美さんがじっと見つめていた。

「いや、そのそういうんじゃなくて、普段はもっとアットホームな明るい職場です」

「は、ははははははい」

　俺が弁べん明めいすると晴美さんは伏し目がちになってうなずいた。

「着替えてきます！」

　ちょっと語気を強めて酒多さんがロッカールームに向かう。酒多さん、やっぱり怒ってませんか？

「じゃあ俺も着替えてくるんで」

　川原もロッカールームへ。しまった。先を越された。仕方ない。やつが着替え終えるまでに軽くフロアの掃除でもしておこうか。

　ふと目の端に縁が晴美さんに話しかけている姿が入ってきた。

「おい新人」

「はい。よろしくお願いします先輩」

　横暴な縁の一言に、晴美さんは丁寧にお辞儀をして返す。この人……良い人だ。大人だ。普通だったら縁の横暴さに不快感を示すだろうに。そんな素振りはまったく見られない。

「そこの駄犬には気をつけろ」

「……駄犬？」

　晴美さんの視線がポイズンの窓の外に向いた。ああ、普通、犬は外だよな。「そこの駄犬」なんていう俺はいなかったんだ。

「そうじゃない。そいつだ。今すぐ十階くらいの高さから飛び降りればよさそうな馬鹿のことだ」

　酷ひどい言われようだな……俺。

「……あ、あの、ごめんなさい。よくわからなかったのです」

　常識的すぎて逆に新鮮なリアクションッ!?　普通の反応をしてるぞ晴美さん。ざまぁ！　ざまぁだ縁よ。酒多さんのように、お前の無む謀ぼうをちゃんと受け止めてフォローしてくれる相手ばかりではないのだぞ。世間一般的には、むしろ晴美さんのような反応こそが普通なのだ。

「お前は全然なってない。教育が必要だな晴美」

「よろしくお願いします。教えてください縁先輩」

　ぺこぺこと晴美さんはお辞儀をした。なんだかすごく一生懸命だ。そして縁の非常識さとはズレた常識的な反応をみせてくれている。これは期待の大型新人かもしれない。

　晴美さんのことは縁に任せてもいいかもしれない。相手が女性なのだし縁も無茶なことは言わないだろう。晴美さんもまじめな人のようだし、二人が衝突するようなことはなさそうだ。

　さてと、次はテーブルでも拭ふこうか……と、思っていたら碧店長がレジ前で手て招まねきしている。

「どうしたんですか碧店長？」

　普段から笑みの絶えない人だが、なんだかやけにニコニコ……いや、ニヤニヤとした表情だ。

「ね、ねぇ面堂くん」

　笑みに加えて熱っぽい視線。気のせいか？　さっきの晴美さんといいこんな風に見つめるのが流行してるのか？

　それにしても、こうしてまじまじと見ていると本当に縁そっくりというか、第一印象の時からそうだったけど……親子というよりも姉妹に見えてしまう。こんなことを考えてしまうのはよくないのだが、クラスメートの母親を可愛いと思う俺は異常なんだろうか？

　それに可愛いだけじゃなくて、碧店長って近づくとほのかに甘い良い匂においがするんだよな。飲食系の仕事だからコロンとかは使ってないんだろうけど……不思議だ。

「あのね……あの……」

　妙な間をおかれると緊張してくるんですけど。

「面堂くん最近変わったことはない？」

「いえ、特にはありませんけど」

　実は変わったことがあるにはあるんですが、いろいろありすぎてもう変わったことに馴なれつつあります。あなたの娘さんのこととかも含め。

「おっかしいわねぇ。たとえば……そう、これはたとえばの話なんだけど、酒多さんがいっそう可愛くなったりとかしてないかしら？」

「…………？」

　いきなり何を言い出したんだこの人は。可愛いというよりも、ちょっと変……という印象なわけですけど。

「な、なんでもないわ！　今日も厨房は任せたわよ。今の質問は忘れてちょうだいね♪　ほんとにたとえばなわけだから！」

「は、はい」

　なんでそんなに焦あせってるんですか碧店長。いや、まぁ余よ計けいな詮せん索さくをするつもりはありませんけど。

　フロアに川原が戻ってきたので、入れ替わりで俺はロッカールームに向かった。

　さてさて、晴美さんとうまく連れん携けいをとっていかんとな。酒多さんの様子がおかしいのは気になるけど……集中集中。




　接客は酒多さんと川原がメインでこなしていた。男性のお客さまは酒多さん。女性のお客さまは川原。縁はお得意さま（主にいじめられるのが好きなお客さま）の専門と、そこはこれまで通りだ。酒多さんが手が離せない時にはすかさず川原がフォローする。その逆もまたしかり。主力二人は端から見ているとちょっと妬やけるくらいにコンビネーションが機能していた。って、別に川原なんぞに嫉妬してないぞ。

　そんな中、新人の晴美さんはといえば、胸に「新人☆研修中です☆」と手書きの紙が挟まったバッチを胸につけて、厨房脇わきで待機中である。

　執事スーツ姿でピンっと背筋をまっすぐにした川原が、厨房前のカウンターにやってくる。

「クラブハウスサンドとオムライスの注文が入ったぞ。女性のお客さまでオムライスのご飯は少な目が希望だそうだ」

「わかった」

　オーダー票をカウンターに置いて川原は次のテーブルへと向かった。

　酒多さんの時のように、七秒前にオーダーを察知することはできないので調理開始が少し出遅れ……る……ん？　背の高い影がスッと俺の隣に入った。晴美さんだ。八枚切りの食パン三枚をトースターに入れて、付け合わせのフライドポテトをフライヤーに投入し、マーガリンの準備も万端だ。

「あの……は、晴美さん？　というか晴美さんと下の名前で呼んでますけどよろしいですか？」

　先ほど顔合わせをしたばかりのほぼ初対面……しかも、厨房カウンターで二人だけというシチュエーションは、正直俺の心臓に悪い。

「も、ももももしかして、クラブハウスサンドできるんですか晴美さん？」

　晴美さんはビクンッ！　とおっかなびっくり身を震ふるわせたかと思うと、俺をじっと見つめてきた。心なしか彼女の顔が赤らんでいるような……瞳もうるうると潤んでいる。なんでいつもこんな風に見つめてくるんだよ。

「あ、ああああああああああ」

　晴美さんは小刻みに「あ」を繰り返しつつ、俺の質問に対して首をこくこくとさせた。

「えーと落ち着いてください。俺もちょっと落ち着きがないように見えるかもしれないけど……は、挟はさむものはわかりますか？」

「れ、レシピ……みましたので」

　あまりあっては欲しくないのだが、俺に不ふ慮りよの事故的なものがあった時のために、事前にレシピを写真付きでデータ化してある。ポイズンの……というか、碧店長のパソコンに保存してもらっておいたのだが、こんなにも早く日の目を見るとは思わなかった。

　予習しているなんて、どこかの凶暴さんとは大違いだ。

　俺は少しだけ落ち着きを取り戻すことができた。

「わかりました。それじゃあ最後にチェックだけするんで進めてみてください」

　晴美さんは俺の指示にこくこくうなずく。

　落ち着いてみて思うのだが、ううむ……美しい。酒多さんはふんわり可愛い系だが、晴美さんは……あわあわしていない時限定とはいえ、かっこいい大人の女性という雰ふん囲い気きの美人さんだ。

　調理に集中する晴美さんに、つい、見とれていた。

　フライドポテトが揚あがった。トースターもチン！　と音を立て、八枚切りのパンが香こうばしく焼きあがる。晴美さんは先ほどまでのおどおどとした挙きよ動どうがまるで別人のように、手て際ぎわよくパンにマーガリンを塗ぬって次々と具材をはさんでいった。赤や青や黄色といったカラフルなピンを刺してサンドイッチを固定する。具材が多いのでこのピンでの固定は重要だ。

　仕事が丁寧だった。しかも早い。間違いもなく完かん璧ぺきだ。

　俺はもしかしたら、ものすごい味方を手に入れたのかもしれない。

　と、ぼんやりしている場合じゃなかった。俺はオムライスに取りかかる。バイトの先輩としてここで俺が後れを取るわけにはいかないのだ。

　正直なところ、晴美さんは俺よりも料理が上手いかもしれない。クラブハウスサンドは八枚切りのパンを三枚重ね、その間に様々な具材をはさむのだが、これを綺き麗れいにカットするのは難しい。具材がはみ出たりパンが潰つぶれたりと失敗しやすいのだ。

　晴美さんは難なんなく綺麗にカットした。断面も美しい。パンもトマトも潰すことなく見事な仕上がりだ。

　お皿に盛りつけたところで、晴美さんが俺に熱い視線を向けてくる。

「あ、あああああああ」

　チェックをお願いします。と、俺は晴美さんのうめき声と視線を脳内で翻ほん訳やくした。

「オッケーです。というか、すごいじゃないですか！」

「うう」

　晴美さんはうつむいてしまった。うーむ、会話がうまく成り立たない。俺はオムライスを仕上げながらカウンターに置かれたチャイムを鳴らした。

　先に仕上がったクラブハウスサンドからお客さまに出してもらおうと思ったわけだが、川原は接客中だ。

　すかさず酒多さんがやってくる。

「クラブハウスサンドを三番テーブルにお願いします酒多さん」

「ま、まかせてくださ………………うう」

　普段の酒多さんなら明るく元気に振る舞うのに、どうも様子がおかしい。まさかバイトにまで変なキャラを持ち込んだりしませんよね酒多さん。

「どうしたんですか酒多さん？　今日はちょっと変っつうか」

「へ、変じゃないです普通です！」

　ムキになるなんてますますらしくない。

「これを三番テーブルに持っていけばいいんですね」

　ほっぺたを膨らませている。怒っていてもなんだかほほえましく見えてしまうわけだが、問題なのはその怒りの矛ほこ先さきが、おそらく俺に向けられていること。そして、俺には酒多さんが怒っている理由がわからないこと。酒多さんはいったいなんで怒ってるんだろう？　俺の疑問は氷ひよう解かいしないままだが、酒多さんは「ぷんすか！」という擬ぎ音おんを顔に浮かべながら、銀のトレーにクラブハウスサンドを載せると、フロアに向かった。

　同時に、俺の右耳に未来がささやきかけてくる。




《バタン……ガシャン……バラバラ……うう、ばか……朗くんのばか》




　異能が出るとつい、右耳を手で押さえそうになってしまう。この感じは……やばい。

「晴美さんちょっと頼みます」

「え、えええええ」

　作り途中だったオムライスのフライパンをバトンタッチすると、俺はキッチンカウンターからフロアに出る。

「酒多さん！　ちょっと待って！　あぶなっ」

「…………フン！　です」

　止まってくれない。酒多さんはつかつかと歩いて……歩いて……何も無いところで蹴け躓つまずいた。銀のトレーが放り出される。

　一歩……二歩……三歩進んで俺は酒多さんの背中に追いつくと……その背中に手を伸ばさずに四歩目を踏み出して酒多さんではなくトレーの方をキャッチしていた。酒多さんはべたんズサーとフロアにヘッドスライディングでもするように転ぶ。スカートがふわりと広がった。男性客たちの視線が酒多さんに集まる……が、縁が酒多さんの背後に素早く回り込み、死角を生み出してパンツを守った。

「ふぇぇ……ばか……あうぅ」

　酒多さんがうめくように呟く。いや、俺は止めたじゃないですか酒多さん。しかし、こんなことになるなんて……。一命を取り留めたトレーの上のクラブハウスサンドを川原が俺の手の中からトレーごとさらっていった。

「お騒がせいたしましたお嬢さま。クラブハウスサンドでございます」

　女性のお客さまに川原がとびきりのスマイルをみせた。これだけドタバタしたあとにも拘かかわらず、何事もなかったかのような落ち着き振りだ。サンドイッチも転んだ衝撃で崩れることなく、お客さまからは特にクレームも出なかった。たぶん、アクシデント系のアトラクションかなにかだと思ってくれたんじゃないか？

　事前に打ち合わせでもしていないとできないような俺のキャッチ＆川原のフォローが、居合わせた他のお客さま方を喜ばせていた。拍手が起こっている。

　目立ってしまった。どうにも気まずい。喝かつ采さいを浴あびるのも照れくさいのだが、それ以上に自分でもどうしてこうしてしまったのか？　と思ってしまう。

　酒多さんではなく、クラブハウスサンドの無事を優先してしまった。

　俺は酒多さんを起こそうと手をさしのべる。

「大丈夫ですか酒多さん？」

「大丈夫……です。だ、大丈夫です本当に！」

　俺の手を取って酒多さんは立ち上がる。ああ、よかった手を取ってくれて。だけど、本当に！　なんて念押しされると逆に気がかりだ。

「もしかして怪我したんですか？　足首をぐねったりとか」

「してないです。べ、別に朗くんのために足首ぐねったりしないんですからね！」

　うーむ、間違い無い。酒多さんはやっぱり怒っている。

　チーン！　とキッチンカウンターのチャイムが鳴った。見ると、晴美さんがオムライスを完成させたようだ。普段のオムライスよりもやや小さめのサイズになっている。ちゃんとオーダー通りに作ってくれたようで俺は心の中で安あん堵どした。

「あ、あああああのののの」

　って、晴美さんが半分口を開けて俺をじっと見てるぞ。ああ、そうだ、できあがった料理のチェックをしないといかんのだった。

「じゃあ、俺は持ち場に戻るんで。あの、酒多さんあんまり無理しないでくださいね」

　一瞬、酒多さんの目め尻じりがトロンと落ちた……のに、無理矢理クレーンでつり上げたように、キリッとした表情になって酒多さんはちょっぴり鼻息を荒らげた。

「……ふ、フン！　です。朗くんなんて……フン！　なんですからね」

　酒多さんはそっぽを向いてしまった。しぶしぶ俺は厨房前に戻ろうとして、もういちど酒多さんの方に振り返る。そっぽを向いていたはずなのに、酒多さんは俺を見つめていた。

「あの酒多さ……」

「いきなりこっち見ないでください心の準備ができてないから驚くじゃないですか！　し、死んじゃだめだけど朗くんなんか……朗くんなんか……ＵＳＢのケーブルがうまく刺さらなくて裏返して刺してみたらやっぱり刺さらなくて、もう一度裏返したら刺さればいいのに！」

「ご、ごめんなさい」

　なんだかよくわからないけど、謝ってしまった。

　今のはなんだ？　縁の「○○死ね」っぽいけど……。

　とにもかくにも酒多さんは俺におかんむりなようだ。でも、酒多さんがいくらツンケンしようとしても、やっぱり迫力がない。

「わ、わかればいいんです！」

　今度は酒多さんの方がくるりとターンして俺に背中を向け、仕事に戻る。とりあえずなんとかなった……のか？

　チーン！　チーン！　と、二回、厨房カウンターのチャイムが鳴った。

　金魚のように口をぱくぱくさせつつ、晴美さんが俺をじっと見つめて視線を外さずにいた。ほっぺたが紅こう潮ちようしている。

　俺はすぐさま厨房カウンターに戻ってオムライスのできあがりをチェックした。

　焦こげ目めのない綺麗な黄色の半熟オムレツが、オレンジ色のチキンライスの上に乗っかっている。ケチのつけようもない。これまたクラブハウスサンドと同じく完璧な出で来き映ばえだった。

「あ、ありがとうございます晴美さん。パーフェクトだと思います」

　すごいなこの人。初見でここまでできるなんて、尊そん敬けいだ。

「ううううう……うう」

　晴美さんはうつむき気味に首を小さく左右させた。背が高くてかっこいい雰囲気のお姉さん……というのが見た目の印象なのに、おずおずするから妙にギャップを感じる。

　見た目と中身のギャップといえば縁や川原もそうなのだが、なんでこうもポイズンには変人ばかりが集まるんだろうか。

　しかし、調理の半分を任せられるとなるとメニューも増やせるし、ここは晴美さんにもっと自信を持ってもらいたいな。

「晴美さん自信を持ってください！」

　今、俺は勢いに任せてなんだか恥ずかしいことを言った気がする。どうしちまったんだ俺は。やっぱり晴美さんみたいな美人のお姉さんを前に、緊張してるのか？

「ああああああ」

　晴美さんはまだ首をふるふるさせたままだ。こっちの言葉はちゃんと聞いてくれているみたいだけど、晴美さんからはうめき声のようなものしか返ってこない。

　しかしながら、常に俺の目をじっと見つめてくる。その瞳はいつも潤んでいた。

　アイコンタクトなのだろうか？　恥ずかしさをこらえて、俺も見つめ返す。

　あれ？　胸が……ドキドキしてくるぞ。晴美さんと見つめ合っていると……なんだか息が詰まる感じだ。なんだこの……感じは。

　堪えきれなくなって晴美さんから視線を外しかけたところで、厨房カウンターに執事服の影が通りかかった。

「何見つめ合ってんだテメェら。恋人同士じゃあるまいし。料理できてるなら持ってくぞ。あとオーダー入ったからキリキリ働けよ。アリとキリキリッス」

　今ちょうど見つめ合うのをやめようとしていたところですから。

　しかし川原よ……最後の一言さえなければお前の株価は下がらんのだが……。

　って、あれ？　見つめ合ってる？　いや、今のは言葉でうまくやりとりができなかったからアイコンタクトをしたまでというか、そのアイコンタクトもうまくできていなかったわけだが……。

「つ、次のオーダーが入ったみたいなんで、えーと……晴美さん？」

　俺が川原の持ってきた伝票に手を伸ばすと、同時に晴美さんの手もスッと伸びていた。俺の手の上に偶然、彼女の手の平が折り重なる。晴美さんの手はきめ細かい肌で、さらりとした感触だった。

「あ、あああああああ！」

　晴美さんは慌てて手を引っ込めるとうつむいて顔を真っ赤にさせる。俺と何かする度たびにずっと赤ら顔だ。

　この感じ……恋に発展するパターンか？　って、俺は何を考えているんだ。晴美さんはといえば、またしてもうつむき気味に俺に熱っぽいまなざしを向けている。

　いやいやいやいや。勘かん違ちがいするなよ俺。きっとこの視線はその……だめだ、好意じゃないなら他に何があるっていうんだ？　縁の音が聞こえるようになったり、新人さんに見つめられたり。

　これが世に言うモテ期というやつなのか？

「えっとあの……料理をしましょう」

「あ、あああ……うう……ハァ……ハァ」

　コクリとうなずく晴美さん。なんだか気まずい。見れば晴美さんは呼吸も荒く肩を上下させていた。

「き、緊張しすぎですって晴美さん。そういえばアルバイトはこれが初めてなんですか？」

「………………」

　コクコクと晴美さんは二回うなずいた。

　俺は伝票を確認した。クラブハウスサンドだ。先ほどの騒動で注文が四つほど入っている。もう晴美さんはトースターにパンを投入し始めていた。俺はフライヤーにフライドポテトを入れる。晴美さんは緊張しているように見えて、仕事は無茶苦茶手早い。

　だけど対人面は難ありだ。晴美さんはちゃんと碧店長と面接したんだよな。俺とはまともに会話が成立しないし、やたらと見つめてくるし……いや、考え事は後だ。今は仕事に専念しよう。




　本日の営業が終わった。まるで自分の手が四本になったように、次々とオーダーされた料理を作ることができた。いくら酒多さんが受けたオーダーの七秒前に先回りできるとはいえ、やっぱり厨房にもう一人いてくれると負担が違ってくる。

　本日最後のお客さまを川原が送り出した。

「いってらっしゃいませ。お嬢さま方」

　うやうやしく一礼する川原に赤面しながらお客さま方が帰っていく。そういえばいつからだろう。俺はお客さんではなくて、お客さまと思うようになっていた。たぶん、川原の影響だ。接客モードに入った比較的まともな時のこいつからとはいえ、その影響を受けていると思うとなんだか……怖い。

　お客さまを送り出すと、クローズド作業だ。俺が担当するキッチン回りの清掃と整頓はもう済んでいた。

　フロアでは縁がモップを片手に晴美さんに掃除の指導をしていた。料理も接客も苦手な縁だが、それを補おぎなうかのごとく掃除は熱心だ。この前、川原に「掃除もできないなんて可哀想なやつだな」と、挑発を超えた憐れん憫びんのまなざしを注がれてから、縁は川原への対抗心で以前よりもしっかり掃除をするようになった。

「そこはもっと奴らへの憎しみと怒りを込めてモップで拭き殺すんだ」

「は、はい」

　縁がモップをカーリングのブラシのように高速で動かす。晴美さんもそれを模も倣ほうした。いやまて縁さんや。拭き殺す対象の奴らって誰のことですか？　俺じゃないですよね。複数形はやめてください。

　と、俺が掃除するメイドさん二人の姿を見ていたら、縁が気づいてこちらにモップを振り上げ威い嚇かくしてきた。

「何を見ている！」

「いや、晴美さんに仕事を熱心に教えているなんて、先輩の鑑かがみだなと思って」

　振り上げたモップを縁はゆっくり降ろした。くるりときびすを返してフロアの奥の角に移動する。

「ゴミどもはここに集めて一網打尽だ」

　どうやら恥ずかしがっているようだ。最近わかったことだが、縁は俺が褒ほめるとスルーしようとする。素直な酒多さんとは真逆を行くのだが、スルー＝恥ずかしいという反応だとわかれば実にわかりやすい。

「いいか晴美。容よう赦しやはするなよ。徹底的にゴミは叩たたくんだ」

「了解しました。縁先輩」

「せ、先輩とか言うな！　恥ずかしい」

　ん？　あれ？　おや？

　なんだろうかこの違和感は。

　縁に言われた通りに晴美さんはモップがけにいそしんでいる。しかも、縁とは普通に会話していた。

「あの縁先輩。なんで縁先輩はそんなにちっちゃくてかわいいのですか？」

「――ッ!?」

　驚くべきことだが、晴美さんの方から積極的に縁に話しかけている。突然の質問に縁は硬直していた。いや、こんな質問をされたら流石に手も止まるよな。

「な、なんでって好きでちっちゃいわけじゃない」

「かわいいのです。とてもとても。ツインテールはロップイヤーのうさぎさん。抱きしめたら折れてしまいそうな細い身体からだ。宝石みたいに綺麗で澄んだ瞳。まるでお人形さんのようですね。あの、少しだけでいいので抱きしめてもよいですか？」

「な、なななななな何を言っているのかわかってるのか？」

「いけないのですか？」

　晴美さんは不思議そうに首を傾かしげている。そういえば聖上女子大学は帰国子女が多いらしい。もしかして晴美さんもそうなんだろうか。キスやハグが挨拶代わりの文化圏で育ったならあり得ない話でもな……。

　いや、やっぱり無いだろう常識的に考えて。たしかに縁は小柄で口さえ開かなければかわいいわけだが、いきなりハグというのはいかがなものか。まぁ酒多さんは日頃からやっておりますが。

「ともかく抱きつく権利などやらんからな」

　ムッとしながら警戒心を剝むき出だしにして縁は晴美さんをにらみつけた。

「とても残念なのです」

　少しだけ肩を落とし気味に晴美さんが呟いた。

　読めない。わからない。晴美さんっていったいどういう人なんだ？　普通に会話できてるし……俺に対してのみ会話できなくなる宗教上の理由でもあるんだろうか？

「あの、先に着替えてもいいですか？」

　縁と晴美さんのやりとりのさなか、酒多さんがそっと挙手をした。

「じゃあ私もいっしょに着替える」

　すかさず縁が挙手をし返す。

「あ、あの……待ってほしいのです。まだこの服の構造がよくわからなくて……一人で着替えるのは不安なのです」

　晴美さんが二人に倣ならって手を挙げた。レジ前で碧店長が微笑む。

「なら、そうね♪　先に酒多さん着替えていいわよ。次に晴美さんと縁が二人で着替えてちょうだい」

　それに縁が文句をたれた。

「晴美といっしょなんて、ちょっと怖いぞ！　嫌な予感がする」

　碧店長はニコニコ笑顔で首を左右させる。

「晴美さんは縁になついてるんだしいいじゃない♪　先輩として教えてあげなさい」

　なついてるって言い方、犬みたいですよ碧店長。

「じゃ、じゃあお先にです！　ごめんね縁ちゃん」

「酒多さんがそういうなら……仕方ないです」

　縁はあっさり折れた。酒多さんにはとことん弱いな。

　縁を待たせないようにと気を遣っているのか、酒多さんは小走り気味でロッカールームに向かった。酒多さんが急いでいるのを見ると俺は無性にハラハラする。七秒後の音が聞こえていないのに、転ぶんじゃないかと酒多さんを注視しがちだ。

　それに、今日の酒多さんの様子はちょっとおかしい。これまでポイズンでのバイト中に限っては転ぶ気配なんてみじんもなかったのに、さっきの酒多さんは豪快にスライディング転倒をかました。俺もすっかり油断していて判断ミスまでしてしまった。酒多さんではなく料理の無事を優先するだなんて……。

　お客さまには悪いが、料理は作り直せば良かったんだ。反省しても今更だが、やっぱりあの時はどうかしていたんだと思う。

　縁の機転がなければ、酒多さんのスカートの中がオープンになって大惨事だった。今後もこの調子だと……まずい。

　そうだ！　ここは一つ、帰りがけに酒多さんから事情を聞いておいた方がいいかもしれない。俺はフロアでテーブル拭きを終えた川原に手を合わせて拝おがむ。

「すまん川原！　先にロッカールームを使わせてくれ」

「い・や・だ」

　厳密に決めているわけではないのだが、バイト前は厨房準備の関係で俺が先に使うことが多く、帰りは川原が先に使うという流れがいつの間にかできていた。

「そこをなんとか！」

　俺が頭を下げると川原は腕組みしたまま溜息をついた。

「男二人で同時に使うには狭いけどな……そこまで拝み倒されたらしかたない。いいぜオレは一緒でも」

「お前は何を言っているんだ？　あんな狭いところで同時に着替えるなんてどうかしてるだろ」

　物理的にかなりギリギリだ。女子のロッカールームの方が広くて男子ロッカールームはただでさえ狭いのに、男同士で密着とかありえないだろ……って、なんで涙目になってるんだ川原。

「じゃあオレにどうしろってんだ！」

「いや、だから先に俺に一人で使わせてくれればいいだけの話なんだが」

　川原は中指で眼鏡のフレームをくいっと押し上げた。

「じゃあそうしろ。貸し一つな」

　ちょっと声が震えて恨うらめしそうだ。

「お、おう」

「利子つけろよ」

「わかった」

　反射的にＯＫしてしまったが、利子ってなんだ？　まあいい。今はそんなことよりも、酒多さんのことが心配だ。なんだか放っておいたら酒多さんは一人で帰ってしまうような……そんな気がしてならない。

　普段は酒多さんが待っていてくれて二人で帰るんだが、今日の酒多さんはいつもとは違うのだ。

　俺はロッカールームに向かった。

「そんじゃあさっそくだが貸しを返してもらう。今日はオレと一緒に帰ろうぜ！　というかオレを家まで送れ」

　こいつ、気づいているな。俺が酒多さんといっしょに帰りたいから先にロッカーを使おうとしていることに。そこまでして俺を酒多さんから引きはがしたいのか。

　策さく士しだな。だが断る。

　川原の条件を聞かなかったことにして、俺はロッカールームのドアを閉め内側からきちんと鍵をかけた。




　ロッカールームの壁は薄い。耳を澄すませれば隣で着替えている衣きぬ擦ずれの音も聞こえるくらいだった。

　俺はポイズンの制服から高校の制服に着替える。隣では酒多さんが今まさに着替えているのだ。時々「……んと」やら「……っ」と、吐息混じりの声が聞こえた。メイド服は着るのも脱ぐのも手間と時間がかかるらしい。

　ドキドキと心臓の鼓動が大きくなる。普段は酒多さんと縁が一緒に着替えていて、隣からキャッキャと楽しげな声が聞こえてくる。こういう静かな雰囲気は初めてだ。

　この薄壁一枚隔へだてた向こうで、もしかしたら黒のニーソックスをするするっと降ろしているのかもしれない。今日は妙に耳の感覚が冴さえている気がした。

　まさか、ロッカールームで転んだりはしないよな。

　そんな俺の心配とは裏腹に、酒多さんはロッカールームを俺よりも先に出た。いや、より正確に言うならば、俺はすでに着替え終わっていて、酒多さんが着替えを終えて出るのをロッカールームで待っていた、というべきか。

　酒多さんに半歩遅れて俺もロッカールームを出た。彼女の背中を追いかけるようにフロアに戻る。

　碧店長がレジの伝票をまとめながら俺と酒多さんに微笑みかけた。

「おつかれさま。あっ……えっと、あとのことは縁と晴美さんと川原くんでやっておくから二人は先にあがってちょうだい♪」

「え、でも……」

　酒多さんが眉まゆを八の字にさせた。

「いいからいいから♪　厨房は綺麗に片付いてるし、今日は晴美さんにクローズド作業を縁が教えるみたいだし」

　勝手に碧店長に決められて、縁は不機嫌そうに諸もろ手てを挙げて威嚇のポーズをする。小さい生き物はそうやって身体を大きく見せることで虚きよ勢せいを張るんだよな。

「教えるのはいいけど、こいつと酒多さんをいっしょに帰らせるのはやっぱり絶対問題ありだ！　お母さん空気読め！」

「夜道は危険だしボディーガードがいた方がいいでしょ？　ほらほら縁は晴美さんに教えてあげて」

　晴美さんはといえば、特に申し立てをすることもなくせっせとモップがけに専念していた。

「って待てぇい！　オレとの約束はどうなるんだ面堂朗！」

　いや約束なんぞしてないから。

　川原がずいっと俺に近づいてきた。顔を真正面にもってくるな。近い。無駄に近いぞ。俺の鼻息で川原の眼鏡が曇くもる距離だ。

「うお！　見えん！　目が！　目がぁああ！」

　というか、実際に曇った。いちいちオーバーなやつめ。

「さ、酒多さん今の内に！」

「え、あ……はい」

　俺は酒多さんの手を取った。

「お、おい待て面堂！」

「逃げるなお前！」

　後方から川原と縁の怒声が飛んでくるのだが、構わず俺はポイズンの外に酒多さんを連れ出した。

　すっかり夜のとばりが降りている。時刻は午後九時半を回ったところだ。

　外の空気はどこか湿しめっぽい。蒸し暑いとまではいかないが、妙に生ぬるい夜だった。

「朗くんいいんですか？」

　酒多さんは膝をもじもじとすりつけるようにしてうつむき気味に呟いた。

「いいって……いいんですよ酒多さん。碧店長がオッケー出したんだし。とっとと帰りましょう！」

　俺が促うながすと酒多さんはようやく歩き始める。二人並んで商店街のアーケードを進んだ。この時間になると、ほとんどのお店のシャッターが降りている。

　酒多さんと二人きり。学校ではいつも縁がいっしょなので、こうして話ができるのはバイト帰りの今くらいなものだ。

　無言が続いた。話をするきっかけがつかめない。酒多さんの方から何か言ってくれればいいのだが、酒多さんは俺と目を合わせてくれない。

　アーケードを抜けた。まばらだった人影すらなくなり、自動車がエンジン音を立てて俺と酒多さんを追い抜いていく。

　街がい灯とうに照らされた夜の歩道を二人で歩いた。酒多さんの歩調に合わせて並ぼうとすると、酒多さんは慌てて歩くスピードを上げる。

「ど、どうしたんですか酒多さん？」

「どうもしません！」

　語気が強めだ。

「今日はあの……ごめん」

「なんで謝るんですか？」

「ほら、酒多さんが転んだ時に、俺……料理の方に気が取られてて」

　酒多さんは小首を傾げたかと思うと、思い出したようにうなずいた。ぷくっと焼いたお餅もちよろしくほっぺたを膨らませる。

「いいんです」

　表情と言動が一いつ致ちしてませんよ酒多さんてば。

「朗くんはお仕事をがんばっただけだから……別にいいんです」

「お、俺は……」

　言い訳がましいと思ったし、なによりこんなことを言っていいんだろうか？　と、俺は迷った。だけど言わなければ伝わらないのだし、別にこれは恋愛感情とかではなくて、単に心配だからであり、守る会の会員として思ったことだ。

　俺は立ち止まった。酒多さんもそれに合わせてぴたりと止まる。

「どうしたんですか朗くん？　言いたいことがあるならはっきり言ってください！」

「言いたいことってほどじゃないんだが、俺の素直な気持ちを……聞いて欲しいんだ」

「は、はい！　ば、ばっちこいです！」

　酒多さんは赤面しながらボクシングのように身構えた。いや、身構えられても困りますから。

「あの、とりとめもないようなことを言うようで悪いんだけど、俺はポイズンの雰囲気はもちろん好きで……でも、それだけじゃなくて俺は酒多さんと少しでも長く一緒にいたいから……バイトをするって決めたんだ。ごめん、なんだかうまくまとめられなくて」

　心臓が胸から飛び出すような勢いで高鳴った。なんでこんなにドキドキするんだろう。

　ただ、本当のことだ。酒多さんのそばにいたいからという気持ちに噓うそはない。

　酒多さんは身構えるのをやめていた。

「あ、あああああ朗くん。急にそんなこと言われると、は、恥ずかしいです！」

「えっと……いやその……」

　今のは違う！　ノーカン！　酒多さんが明らかに俺が思っていた以上の意味合いでとってる感じがするぞ。

　酒多さんはその場でぴょんっとウサギのように跳ねた。胸元がゆっさりたゆんと上下する。

「朗くん！　わ、わたしも一緒に……いたいんです！　それにお料理だって手伝いたいです！　朗くんに助けてもらってばっかりじゃ嫌だから、わたしも朗くんのためになにかしたいんです！」

　そんな風に酒多さんは考えていたのか。そんなこと……ないのに。酒多さんが俺になにもしてくれてないわけ、ないじゃないか。

　俺は酒多さんと出会ったおかげで、自分の異能のことをほんの少しだけ受け入れられた。それだけで十分、俺は酒多さんから受け取っている。

「お、お料理ができる女の子の方が素敵ですよね？　一緒に並んでお料理するなんて、きっとすごく楽しいと思うんです」

　このハイテンションは酒多さんの「やってみたい病」だ。ポジティブになんでも挑戦するのはいいのだけれど、こと料理に関しては心配せざるを得ない。ガスボンベ爆発未み遂すい事件のことを思い出すと、今でも背筋が寒くなる。

　そんな酒多さんに手伝ってもらったら……いや、まてよ。この前、酒多さんはお弁当を俺の分まで作ってきてくれたよな。残念ながらそのお弁当を食べることはできなかったけど。

　酒多さん、料理ができるようになったのか？　いや、だとしてもフロアとの掛け持ちは難しいだろう。八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍をする川原はちょっと特殊な例だ。

「酒多さんにはフロアの仕事をがんばってほしいような……」

「そ、それもがんばります！」

「でもフロアも厨房も……ってことになると、負担がきついんじゃないか？」

　酒多さんはうつむいてしまった。そのまましゃがみ込んで地面に指で「の」の字を描き始めそうな落ち込みっぷりだ。

「やっぱりわたしじゃだめなんですか？」

「いや、そんなことはないんだ！　この前のお弁当だって俺は食べてないけどすごく美味しそうに作れてたし」

　酒多さんはしゃがみ込んでしまった。俺が予想した通り「の」の字を地面になぞり始める。

「あ、あれは……じつは……ほとんどお母さんに手伝ってもらって……うう、ちゃ、ちゃんと盛りつけとかがんばったんですよ！」

　しゃがんだかと思うと今度は勢いよく立ち上がった。俺の顔を上目遣い気味にのぞき込む。なんていうか……胸が当たりそうだ。酒多さんは反論に必死で気づいていないようだけど、胸元が近い。制服のちょっとした隙すき間まから垣かい間ま見える二つのおおぶりな果実と果実の接点が、街灯に照らされて見えたようなそうでもないような。

　それにしてもバイト後なのに酒多さんからはなんだか女の子特有の柔らかい良い匂いが……って、浸ひたっている場合か俺。

　ひとまず、言えることが一つ。

　酒多さんの料理の腕は相変わらず……というわけか。

　酒多さんの手料理とありがたがって食べた縁よ。残念だったな。

「わたしってそんなに頼りにならないですか？　お弁当のこと怒ってますか？」

「いや、お弁当の件は酒多さんがお弁当箱におかずをつめたんだし、別に噓はついてないと思うから……だ、大丈夫だ」

「やっぱりお料理の基本くらいは自分で勉強します。そうしたら朗くんのお手伝いをさせてくれますよね？」

　酒多さん……無理をしてるような気がするな。どうしてそんなに厨房の手伝いをしたがるんだ？

　ポイズンでの厨房のことは抜きにして、料理の練習というのはいいと思う。酒多さんがそこまで言うなら守る会の一員として、酒多さんの「料理が上手になりたい」という気持ちを応援すべきだろう。

　これはあくまで酒多さんのためだ。俺が酒多さんと休日に個人的に会いたいからとか、そういう理由ではないことをここに誓おう。

「わ、わかったわかった。ポイズンの厨房を手伝ってもらうのはまだ早いと思うけど、俺で良ければ今度教えるよ。酒多さんの独学はちょっとあぶなっかしい気がするようなしないような」

「あ、あぶなっかしくなんてないです！」

「ごめん。言い方が悪かった。独学でやるよりもお手本を見られる方がいいと思うんだ。えーとつまり、俺の技術を目で盗んでくれ」

「は、はい！　がんばります！　やっぱり朗くんはやさ……ハッ!?　これじゃいつも通りです……」

　いつも通り？　には思えないんだが。

　酒多さんがとびきりの笑顔になった……かと思ったら、少しおどおどした表情になり、さらに酒多さんは俺に背を向けると深呼吸を始めた。

「あの酒多さん何をしてらっしゃるんで？」

「すー……はー……」

　肩を上下させてゆっくり呼吸を整えている。

「あまり無理しないでくれよ。ほら、厨房には晴美さんも入ったし焦らなくても……」

　酒多さんは深呼吸の途中でいきなりこちらに振り返った。眉をツンっと上げて俺をにらみつけている。

「やっぱりいいです！　朗くんに教えてもらわなくてもできるようになりますから！　ひ、ひとりで練習しますからッ!!」

　は？

　俺の中で一瞬、時が止まった。やっぱり酒多さんの言動はおかしい。俺が誘ったんだから酒多さんが料理特訓に乗ってくるに決まっている！　とか、そういう傲ごう慢まんな考えじゃなくて、この「料理特訓」の流れはそもそも酒多さんが作ったものだ。

　作っておいて、酒多さんは自分でその流れをいきなりぶった切った。

　俺が呆ぼう然ぜんとしていると、酒多さんもツンの表情のまま涙目になっていた。おどおど、おろおろ。今にも空中分解してしまいそうな危うい雰囲気だ。

　もう、わけがわかりません。

「怒ってないか？」

「お、怒ってなんていません！」

「妙にそわそわしてるような気がするんだが」

「し、しししししてません！　朗くんのばかぁ！」

　酒多さんは俺を振り切るように夜の歩道を走り出す。俺はただただ、困惑してその場に棒立ちになってしまった。
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　酒さか多たさんに「ばかぁ！」と言われてから数日、酒多さんは表面上は普段通りに学校生活もバイトもこなしていた。ただ、俺おれと目が合うとそらしたり、ぷいっ！　と、そっぽを向いてしまう。

　うっかりシャーペンの芯しんを切らしてしまい、隣の縁に分けてもらおうとしたら縁に拒否られてしまった。

　ちょっと怖いのだが酒多さんにお願いしたところ、酒多さんはほっぺたを膨らませて「あ、朗くんだから貸してあげるんじゃないんですからね！　返してくれなくても別にいいんですからね！」と、念を押されてしまった。

　怒りながら貸してくれるなんて……むしろちゃんと返さないといけないな。シャーペンの芯……。

　避さけられているのか？　と、思えば、ふと視線を酒多さんに向けるとこっちをじっと見ていたり。なんとも不安定な感じだ。

　不安定といえば晴はる美みさんもだ。相変わらず、俺とはまともに会話が成立しなかった。料理の腕や手て際ぎわの良さはそのままなので、ポイズンの厨ちゆう房ぼうにおける俺の負担はグッと減って大助かりなわけだが……やっぱり、何かこちらからお願いするたびに「ああああああ」だの「ううううう」となられては困りものだ。

　それでいて、うなりながらも俺のことを見つめる瞳は潤んでるし。あんな風に見られたらこっちがドキドキしてくる。馴なれればなんとかなるんだろうか？

　そんな落ち着かない数日間が過ぎていくうちに、いつの間にやら球技大会当日になっていた。

　新学期に設もうけられるこの行事の目的は、クラスの親しん睦ぼくを深めチームワークを育はぐくむこと、だとか。当然、クラス対抗戦形式で行われる。

　で、俺はというと現在サッカーコートに立っていた。右耳にはスポンジタイプの柔らかい耳みみ栓せんを入れている。一度や二度サッカーをしたくらいで、対戦相手のクラスの誰だれかと同調するとも思えないが……念のためだ。

　足をメインで使うとはいえ、相手と接触する類たぐいの球技である。両手の怪け我がには十分に注意しなければ。怪我をして晴美さんに厨房の仕事を全部押しつけるなんてことだけは避けたい。

　俺のポジションはセンターバック。ディフェンダーというやつだ。

　試合開始のホイッスルが鳴り響く。うちのクラスの女子たちがメガホンや空からのペットボトルなどの鳴なり物もので場を盛もり上あげた。先日、なんとなく気まずいまま別れてからの酒多さんはというと、一ひと際きわ大きなボンボンを振って応援してくれている。

　しかも……しかもだ。

　おそらくは碧みどり店長の手製であろう、チアガールのコスプレをしているのだ。ミニスカートにおみ足が眩まぶしいです。

　その綺き麗れいでむっちりな足をあげて応援……とまではいかないが、大きなボンボンを両手にぴょんぴょん跳はねる姿がとてもかわいらしい。

「朗あきらくんシュートです！　ガッツです！　猛もう打だ賞です！」

「いや、俺ディフェンダーだから。あと猛打賞は野球じゃないか？」

　結構距離があるのに、酒多さんの声は俺の耳まで届いた。俺の呟つぶやきツッコミは酒多さんには届いていないだろう。以前の酒多さんっぽい雰囲気に、なんだかホッとする。

　ちなみに縁ゆかりはというと、これまたチアガールのコスプレをしていた。酒多さんにボンボンを持たされて不機嫌そうだ。おや、虚こ空くうに向かって正せい拳けん突づきを放っている。それ、そういう風に使うもんじゃありませんよ縁さん。ひとしきりシャドーボクシング的なことをしてから、縁は酒多さんに向き直った。

　なにやら酒多さんに縁が抗議しているようだが、この距離からでは聞こえない。

「………タバスコ………死ね！」

　ほとんど聞き取れなかったけれど、縁は俺めがめてピンクのボンボンをびしっと突き出し死ね宣言をしてくる。まあかろうじて聞き取れたタバスコという単語だけでもいやな予感しかしないわけだが。

　ともあれ、縁はいつも通りのリアクションである意味安心だ。酒多さんの機き嫌げんも治なおったようだし、応援するだけならきっと転んだりは……しないよな？

　いかんいかん。今は試合に集中しよう。

　我らＤ組の対戦相手はＢ組だった。サッカー部員はＢ組の四人に対してＤ組は二人しかいない。サッカー部員の数で負けている。それに小～中学校での部活動経験者なんかでＢ組はメンバーを固めているのだから、我が組の劣れつ勢せいは火を見るよりも明らかだ。

　だが、意外にも最初に仕掛けていったのは、劣勢の俺たちのチームだった。敵陣深く食い込んだＤ組サッカー部員が右サイドからセンタリングをあげようとする。が、そのパスを唯一まともに受けられるであろう、もう一人のＤ組サッカー部員にはＢ組ディフェンダーが二人もついていた。

　他のＤ組の選手はというと、なぜか右サイドに殺さつ到とうしている。砂糖に群がるアリのように、ボールに集まってしまうのだ。いくらＤ組のサッカー部員が「散らばれ！」と言っても無駄っぽい。

　俺が周囲を確認すると、残念なことに左右、両サイドバックも前線に上がっていた。Ｄ組はほとんど全員攻撃状態である。自陣に残っているのは俺とキーパーくらいなものだ。

「二人っきりだな面めん堂どう！」

「そのようで」

「なんだ？　ずいぶん不機嫌そうだなおい？　サッカーは楽しくないのか？」

　キーパー用の手袋でパンパンっと柏手を打って、少し腰を落とし気味に構える……川かわ原はら。

「嫌いじゃないがやるのはしんどいな」

「なんだ……サッカーじゃなかったのか。けどバスケは埋うまっちまってたしなぁ」

　川原のやつ、いきなり勝手に落ち込み始めたぞ。

　ああ、それにしてもなんでこいつと一緒なんだ。俺もいっそ全員攻撃に参加しちまうべきだったか。いや、それでは孤こ軍ぐん奮ふん闘とうするＤ組のサッカー部員二人があまりに不ふ憫びんだ。

「テメェは行かないのか？」

「俺まで攻撃に出たら可か哀わい想そうだろ」

「……そ、そうか！」

　川原の表情がみるみる明るくなる。表情が曇くもったり晴れたり忙しいやつだ。

「いやお前じゃなくてうちのクラスのサッカー部員がだよ」

「なんだと！　オレが心配じゃないのか？」

「基本的に心配するだけ無駄な気がするんで、お前のことは心配せんように心がけている」

「んだよそれ、面と向かって言うなよそういうこと……ああ、もうそっちがそういうつもりならいいんだ。話題を変えてやる。主にテメェの嫌な方向に！」

　勝手にしてくれ。だいたい俺が何を言おうとお前は基本的に他人の話なんぞ聞き入れず、自分のしたい話をするんじゃないか？　いちいち満を持じして話題を変えてやるなんて言わなくてもいいんだぞ。

「テメェどうやら振られたみたいだな。酒多さんとギクシャクしてるようだし」

　うっ……こ、こいつ、意外と観察眼が冴さえてるな。まあ川原が酒多さんに注目しているのは仕方ない。もともとこいつは……いや、こいつ「も」酒多さんに引き寄せられた人間の一人なわけだし。

「ギクシャクもなにも……確かに最近の酒多さんの様子はちょっとおかしい気もするけど……でも今日はほら、ああやって応援してくれてるじゃないか」

　酒多さんの「恋がしたい」宣言については、その対象が誰なのか明確にならないままだ。つまりその、そもそも俺は酒多さんに振られる以前に付き合ってすらいないわけで……って、心の中で言い訳してしまった。

「酒多さんのテメェに対する態度がもう完全にアレだよな。嫌いつつあるよな。今日はきっとオレを応援してくれてるんだぜ」

　川原の口元がニヤリと笑った。

「満面の笑みかよ。応援のことはともかく、オレはそもそも酒多さんとはなんでもないし……振られたのなんだの以前に付き合ってるわけじゃないだろ」

　川原は白い歯を見せる。

「まあ、女なんて自分勝手な生き物だからな」

　話が微妙にかみ合わないぞ川原。会話はキャッチボールだろ？　とオレが視線で訴うつたえても川原は意に介さず続けた。

「一ひと目め惚ぼれとかいっていきなり心変わりとかすっかもしれねぇし、ドンマイ面堂」

「一方的に俺を哀れむな。だいたいそういうお前はどうなんだ？　酒多さんが好きなんだろ。まさか縁ってことはないだろうし」

「お、オレの話はどうでもいいだろッ！　それより前見ろ」

「前って……うおっ!?」

　振り返ると視界がふさがっていた。次の瞬間、俺は栓せん抜ぬきで頭を引っこ抜かれたような衝撃を受けて、そのまま後ろに倒れる。かろうじて顎あごを引いたため後頭部強打は免まぬがれたが、まさかいつも転んでいる人を助けている俺が転ぼうとは。

　俺の顔面にはくっきりとサッカーボールの縫ぬい目めが痕あとになっていた。強烈なシュートを俺は顔面ブロックで弾はじいたようだ。

「ナイスブロック面堂！」

「痛つつつつ……」

　川原の奴、白い歯を見せて笑っていやがる。Ｄ組陣地にディフェンスのため何人か戻ってこようとしているのだが、もう手遅れだ。敵チームのフォワード三人がペナルティーエリア付近を占拠している。俺の顔面ブロックで空高く上がったボールは、ほとんど垂直方向にしか飛ばなかった。落下点でＢ組のサッカー部員が今や遅しとボールが落ちてくるのを待っている。俺は立ち上がった。

　サッカーは正直、見る方が得意だ。

　だが俺が行かずに誰が行く。という状況になってしまった。

　正面から打たせるわけにはいかない。シュートコースを潰つぶすために前に出た。俺の後ろには馬鹿眼鏡めがねしかいないのだ。

　俺が前に出て詰めると、Ｂ組のフォワードが呟いた。

「いやすまん、狙ねらったわけじゃないんだ」

　身長は俺よりも頭一つ低くて小柄だが、あんなパワフルなシュートを打ってくるなんて……。いや、感心している場合じゃない。ボールが垂直落下してくる。身長差を生かせば俺でも取れるんじゃないか？　いや、取れなくとも前に飛ばせば時間が稼かせげるかもしれな……え？

　競せり合あおうとしたとたん、小柄なＢ組のフォワードが跳ちよう躍やくした。こいつ、助走もつけていない垂直跳びなのにすごいバネだ。しかしシュートコースは一応ふさげている。俺の後ろにパスを出せばオフサイドだ。

　それを警戒してか、小柄なフォワードは左サイドにヘディングのパスを出した。

　Ｂ組のサッカー部員が、ヘディングパスをがっちり受けとる。ゴールとの角度は斜め四五度。キーパーの川原と一対一。ボールを持って前を向き、Ｂ組のサッカー部員が直接ゴールを狙う。

　その筋肉が躍動する。Ｄ組の応援席では悲鳴があがり、Ｂ組の応援席は歓声に包まれた。振り上げられた足がコンパクトに、だが素早くボールを蹴けり込む。

　ドンッ！　と空気が爆はぜるような重い音がした。

　体重を乗せたシュートだ。しかも一切の回転が与えられていない。強烈。いや痛烈な一撃がゴールの上隅に向かって伸びる。これは……やられた！　フリーでプレッシャーが無かったとはいえ、きっちり枠の厳しいところを捉とらえていた。しかも無回転なので予想外の変化もするというおまけ付きだ。

　こんなシュート、捕とれという方が無理だろう。

「よっ……と、あぶねぇな。手元で変化しやがったぞ」

　川原くんはワンハンドで易やす々やすとシュートを止めました。しかもパンチングではなくキャッチしました。

　Ｂ組の応援席の歓声が悲鳴にかわり、絶望ムードだったＤ組の応援席から黄色い歓声と惜おしみない拍手が川原に注ぎ込まれた。いや、あの……川原。今のを軽々と捕るならいっそサッカー部に入ったらどうだ？　たぶん写真を撮る才能よりもボールを捕る才能の方があると思うぞ。

「えーと、これを蹴ればいいんだよな。まあ適当に……えいっと。で、話の続きなんだが面堂？　おい面堂こっち向きやがれ！」

　川原の放ったゴールキックが、前線にいたうちのクラスのサッカー部員一号の足下にぴたりと収まった。そのボールを速攻でペナルティーエリア内に運び込み、もう一人のサッカー部員二号と連れん携けいしてシュート……入った。ホイッスルが鳴り響く。わずか三タッチでこちらが先制だ。

　まだＢ組のフォワード陣はこちらのペナルティーエリアにいて、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「なあ面堂、酒多さんのことはこの際すっぱり諦あきらめてもいいと思うぜ」

　う、うざい。無駄なハイスペックさがうざい。しかも自分がヒーローになったっていうのに、客席になんらアピールすることもなく俺との世間話を優先しますかそうですか。

「ちょっとまて川原。お前、サッカー経験者なのか？」

「オレは今、サッカーのことじゃなくて恋バナに花を咲かせたいんだよ！　サッカーなんて別にもうどうでもいいだろッ!!　あとにしろ！　んでだな、酒多さんはまあ悪くないと思う。オレも嫌いじゃない。なんつうか、その……良い人だ。そこはちゃんとオレだって認めてるんだぜ。縁を見てると女なんて面倒なだけだって思うけどな」

　Ｂ組サッカー部のみなさんが、近くでまだ呆然と立っていらっしゃるのがお見えにならないんですか？　お前というやつは。

「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」」」

　脱力した俺の脇わきを、Ｂ組のサッカー部員たちが雄お叫たけびをあげながら自陣方面に帰っていった。

　なんというか、気の毒だ。先制したことを素直に喜べない。そして川原。お前は本当にいろいろともったいないぞ。

　ここから、川原VS.Ｂ組サッカー部員の血で血を洗う戦いの幕が上がるのだった。




　いつからサッカーは個人競技になったんだろうか。二十分ハーフの合計四十分の試合の中で、シュート数はＤ組が三本。うち一本が得点となった。対するＢ組のシュート数は二桁けたをゆうに超えている。途中からは俺もカウントするのをやめていた。

　が、Ｄ組の失点はゼロである。誰のせい……もとい活躍かは言うまでもない。そいつは四十分間のほとんどを俺への一方的な無駄話で埋めながら、ゴールの枠の中に飛んでくるボールはすべてキャッチしたのだ。なあ、なんでそんなことができるんだ？　俺の異能なんかよりもよっぽど異能だぞ。

「ボールが同時に二個も三個も飛んで来たら無理だが、結局飛んでくるボールは一個だけだし集中してりゃフツーに捕れるだろ」

「いやいやいやいや、あり得んからその考え方は」

　プロのスカウトのみなさま。未来の日本代表の守護神がここにいますよ。

　認めたくはないけれど、川原の片手間な大活躍でＤ組はサッカーで勝利をおさめてしまうのだった。

　試合を終えると応援席にいたクラスメートたちに拍手で迎え入れられた。主に川原が。女子たちの見る目が変わっている。

「わぁ！　川原君って普段はちょっと近寄りがたい雰ふん囲い気きだったんだけど、実はすごい才能の持ち主だったのね？」

「超すごくね？　パネェ。やるじゃん」

「サッカー部に入ったらいいんじゃないかしら？」

　順に、クラスでも普通の子代表な西にし川かわさん。コギャル系の茶髪でちょっと日焼け気味な南なん原ばらさん。クラス委員長の眼鏡っ子な東ひがし山やまさん。まったくタイプが違うのに、わりと一緒に行動しているのをよく見る三人だ。Ｃ組にはスポーツ少女の北きた野のさんがいて、四人揃そろうと東西南北なんだとか。これは酒多さんから聞いたプチ情報だった。

　酒多さんは普通っ子の西川さんと最近、仲がいいらしい。という酒多さんに関するプチ情報は縁から聞いたものだ。なんだこの小規模な監視社会は。

　三人の女子にじっと熱いまなざしをそそがれた川原はというと……。

「うっせぇ！　サッカーなんてやるかっつーの！　オレは孤高の一匹狼おおかみなんだよ」

　三人分のフラグを綺麗にへし折りました。いや、もっと感じよくできるだろうに。応援ありがとうとか言うべき場面じゃないか？　やっぱり川原はポイズンの外だとどうにも問題児だ。あと孤高の一匹狼を自称するのはどうかと思うぞ。色んな意味で。

「ご、ごめんね川原くん」

「ハァ？　な、なんだよこいつ。人が褒ほめてるっていうのに。ウゼェ」

「部活への参加は個人の自由よね。今のは忘れてちょうだい」

　一瞬、コギャル系の南原さんとなら川原もうまくいくんじゃないかと思ってしまった。いや、そうはならないか。

　他の女の子にキャーキャー言われても態度を崩さないあたり、川原は一貫してるし、それだけ酒多さんに対して一いち途ずってことになる……かもしれん。

　しかし、キーパーだったとはいえ川原のやつ、息一つ切らさず汗もかいてない。一方俺はＢ組サッカー部フォワード陣に翻ほん弄ろうされて右へ左へ走らされまくった。汗だくだ。

「は、はい……タオルです」

「ありがとう酒多さ……ん」

　酒多さんが俺にタオルを手渡してくれた。彼女はちょっと伏し目がちだ。

「あの、ごめんなさい朗くん。この前は変なこと言って」

　この前って、あの日のポイズンでのバイト帰りのことかな。たしかにあれから俺と酒多さんはギスギスとまではいかないけど、ちょっとお互いに距離を置いたような感じになっていた。おかげで川原が増長（？）したわけだが。

「ど、どうですか？　似合ってますか？」

　ボンボンを手にして両腕を水平に開くと、酒多さんはくるんとターンしてみせた。スカートが花か弁べんのようにふわりと広がる。

　見えそうで見えない。でもがんばれば見えるかもしれない絶妙なスカート丈たけだ。

　チアガールの服装は……いや、酒多さんならたいていのコスチュームは可愛く着こなしてしまうと思うのだが、普段以上にちょっとエッチな感じがする。健康的なはずなのに……ああ、胸のあたりのふくらみ方が学校の制服やポイズンのメイド服よりもダイレクトな感じだし、スカートの丈はおみ足の魅力を引き出す職人芸的な長さだし。

「と、とってもかわいい……です」

「は、はわわ……べ、別に朗くんのために着たんじゃないんですからね！」

「……？」

　酒多さんは顔を真まっ赤かにさせていた。なんだかすごく嬉うれしそうに見えるのに台詞セリフがかみ合っていない。

　俺と酒多さんの間に、スッと小さな影が割り込んだ。縁だ。

「おい。お前……これをやる」

　縁が俺と酒多さんの間に入って来るときは、決まって俺に対するクレームなのだが、珍しく縁は俺にスポーツドリンクの入ったボトルを投げてよこした。

「っと！　投げるな。危ないだろ！」

「よく取ったな」

　感心したように縁が呟く。ボトルはクーラーボックスに入っていたのかキンキンに冷たかった。水筒型で五百ミリのペットボトルを二回りくらい大きくしたようなものだ。スクリューキャップのペットボトルよりも、飲みやすさを優先して口の部分の開閉がしやすくなっている。こんなものを投げてよこすとは……ああ、キャッチのやり方を間違っていたら、今頃俺はドリンクまみれになっていたかもしれない。

　とはいえ、せっかく縁が持ってきてくれたのだからいただくとしよう。汗をかいた時は水分補給が重要だ。

　俺は飲み口を開いて冷たいドリンクを一気に喉のどに流しこ……ん？

　冷たいのに……痛い。どんどん痛みが増していく。口の中の粘ねん膜まくが悲鳴を上げた。熱い。唇が熱を持つ。舌が焼ける。喉がひりつく。せっかくクールダウンしてきたのに、汗が額ひたいや背中にぶわっと浮かびあがった。

　これは……この酸さん味みの中に突き抜ける辛みは……間違い無い。

「……!?　……ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ!!」

「特製ドリンクの味はどうだ？」

　縁の口元がゆるんでいた。こいつ……タバスコを仕込みやがったな！　心配そうな酒多さんを尻しり目めに、俺は全速力で水飲み場に直行する。

　水飲み場の一角を占せん領りようすると、俺は蛇じや口ぐちをひねって喉に水を送り込んだ。飲むというより洗浄するような勢いだ。

　肩で呼吸しながら水を……ウッ！　水が肺はいに入りやがった。苦しい。死ぬ。

「げふごふげほげほほがごほほほほぼぼぼぼぼぼぼ！」

　大いにむせた。

　なんだか今日の俺はボロボロすぎる。

　次は女子のバレーボールだ。応援をがんばろう。バレーボールには酒多さんと悪魔……もとい縁が参加するのだから。試合で貢こう献けんできなかった分は、応援で取り返すしかない。それにしたって辛すぎるだろう！　縁は限度ってものを知らないのか!?




　ここまでのＤ組の戦績はというと以下の通りだ。

　バスケ部＆ハンドボール部の部員が集まり期待されていたバスケが、あろうことか引き分けに終わってしまった。Ｄ組の総力を集めた精せい鋭えい部隊が勝てなかったのである。

　個人戦の卓球とテニスも目立った活躍はなく、女子のソフトボールは三回コールド負け。

　ということもあり、サッカーでもぎ取った奇跡の一勝は余計にクローズアップされた格好だ。

　そうこうしているうちに、残された種目は女子バレーボールだけになっていた。

　俺はバレーボールコートの脇に陣取る。Ｄ組女子バレーチームの対戦相手はＣ組だ。見るからにスポーツ少女なショートカットで長身の女子が、Ｃ組の選手をまとめていた。他の選手もなんというか、経験者の雰囲気を醸かもし出だしている。サッカーといいバレーといい、他のクラスの選抜チームとばかり当たっている気がするぞ。

　一方、我らがＤ組はというと、これから試合だというのに和わ気き藹あい々あいとしている。チームワークではきっと負けていないだろう。

　しかしなんだろうか。アウェイとまではいかないのだが、女子バレーの応援に来ている男子は俺と川原の二人だけだった。応援席はほとんどクラスの女子で埋まっている。

「なんか俺たちって場違いなのか？」

　思わずぽろりと本音を呟くと、川原が肩をすくませた。

「堂々としてりゃいいんだよ」

「いやいや、俺とお前だけって……うちのクラスの他の男子連中はどこに行ったんだ？」

「どうせ教室かどっかでだらけてんだろ？」

　すでにＤ組の学年優勝の目はなくなっていた。俺も酒多さんと縁が出場するから来たものの、もし二人が出ていなければ応援には来なかったような……。

　いやいや、それでもここはやはり応援に来るべきところだ。俺は間違っていない。応援して親睦を深めるための球技大会だろうに。

　と、思ったあとで、俺は自分がそもそもなんで稲いな波ば市しにやってきたのかを心の中で反はん芻すうした。孤独を選んだはずなのに、人の輪の中にいるなんて……。

　もう、心を閉ざす方向は無意味かもしれん。自分の異能を認めて、今度こそ必要最小限の範囲内で有効利用していくべきじゃないのか？　酒多さんが俺にその可能性を教えてくれたんだ。

　考え込む俺を川原がじっと見据えて呟いた。

「大丈夫か？　顔色があんまよくないみたいだけど」

　こいつがまじめに心配してくるなんて珍しい。

「保健室で休んだ方がいいんじゃないか？　な、ななななんなら付つき添そってやらんこともないぞ！　オレとテメェはその、と、ととと」

　ピピーッ！　と、主審がホイッスルを鳴らした。悩んでいる場合じゃない。今は酒多さんを応援しよう。あとついでに縁も。

　ネットを挟んで二組のチームが整列し対面した。六人制のバレーボールだ。守備専門のポジションであるリベロは、体操服の上からゼッケンをつけていた。

　当然、我がＤ組のリベロは背の順で並んだ時の最前列指定席保持者こと……。

「……何見てる」

　ゼッケンをつけた縁が俺の視線に気づいてにらみ返してきた。俺の心を読んでるんじゃないか？　異能の使い手なのか？　と、思えるタイミングだ。

　時折、縁とは息がぴったりになる。このぴたりとする感じは、実は誰にも受けたことのない印象だった。実家にいたころにも、ここまで他人と呼吸がそろう感触はなかった。

　縁の七秒後の音が聞こえるようになったのは、このぴたり感が何かしら関係しているんだろうか。

　そんな縁だが、ゼッケンだけでなく膝ひざと肘ひじにはサポーターを装着して準備万端整えていた。シャドーボクシングならぬエアレシーブまでして気合い十分だ。縁の打撃力があれば強力なスパイクも打てただろうに。ちびっ子なのは実に残念だ。

　まあ、ジャンプして胸がゆっさりしないので、バレーボール向けな体型と言えなくもない……あ、そうか、クラスの男子がここにいないのは、みんな恥ずかしいというわけだな。つまり、応援に来ている俺と川原はスケベキャラ認定されても仕方ないわけか。

　いや、違うんだ。本当に。俺の目的はあくまで酒多さんを応援することであって、そんなやましい気持ちはないんだ。

　ちなみに川原はというと、俺の顔を見ながらなにやら口をパクパクさせている。

「どうした川原？」

「う、ウッセぇ！　心配してやったのになんだテメェは」

「いや、別に心配されるような状況にはないぞ俺は」

　さて、川原は放置しておいて酒多さんなのだが……競技に参加する酒多さんはポニーテールです。運動をする時は髪をアップにするんですね。似合ってます。普段は隠れているうなじがちょっと……せ、セクシーですね。

　そして胸元は相変わらず……見ている俺の方が赤面します。

「顔が赤いぞ。やっぱり保健室に行った方がいいんじゃないか!?」

「頼むから静かにしててくれ川原」

「さ、さてはエロい妄想でもしてやがるんだなー！」

　うっ……し、してないと断言できない。それになんとなくだが、周囲の女子の俺への視線がちょっぴり冷たく感じる。先ほどサッカーで大活躍した川原には心なしか恩おん赦しやが与えられている気がした。いや、川原だってダメだっただろうに。応援してくれた委員長の東山さんたちにあんな態度をとったわけだし。

「こんなシチュエーションで男の肩身が狭せばまるようなことを良く言えるな？」

「肩身が狭いと感じるなら、撤てつ退たいしようぜ！」

　サムズアップして川原は俺に笑顔だ。馬鹿。死ね。おっと、今のは……縁の影響だ。わりと気軽に死ねとか思えるようになってたんだな俺。これは良くない傾けい向こうだ。いかんいかん。

　しかし、逆に考えてみると、縁からすれば俺は川原みたいにうざい存在なんだろうか。

　い、いや、そんなことはない。俺はちゃんとわきまえているぞ。いろいろと。

「朗くん！　応援よろしくお願いします！」

　酒多さんが応援席の俺に手を振った。ああ、よかった。なんだかこの場所にいてもよいと許された気がした。俺がこうして学校行事に参加できるのは、やっぱり酒多さんのおかげなのだ。

「酒多さん怪我には気をつけて～～！」

　俺も手を振り返す。













「べ、別に怪我なんてしません！」

　あれ？　なんでそこで怒るんですか酒多さん。

　まあ、縁と同じく肘と膝にサポーターを装着し、そのうえスパッツの上に体操服のショートパンツとパンチラ対策も万全な酒多さんだ。勝敗はともかく大事件にはならないだろう。

　ああ、しかしスパッツでむちっとした太ももが……スパッツの食い込み具合でむちむちが弾けそうで……い、いかん。応援に集中せねば。

　スパッツの上にショートパンツを装着しているわけだから、下着のラインが見えるようなこともないわけで……。

　やめろ。想像するな。心を殺せ。

　俺が自分の中の敵と戦っている間に、相手チームのサービスで試合が始まった。アンダーハンドのサーブで、体育館の天てん井じようすれすれまでボールが上がる。いわゆる天井サーブだ。さっそく酒多さんのところにボールが飛んでくる。いや、飛ぶというか垂直に近い角度で落ちてくる。

「わ、わわわわわわ！」

　酒多さんは両手を前に出してレシーブの構えを取った。しかし酒多さんや、ボールが怖くて目をつぶったらちゃんとレシーブできませんよ。

　すぽっ！　と、どこか間の抜けた音がする。ボールは酒多さんの腕と……胸の間にもっちりとはまり込んでいた。サーブの衝撃をたゆんぷるんと吸収してしまった……のだろうか？　ボールは跳ねることなく酒多さんの胸元に吸い込まれて動かない。

「あ？　あれ？」

　自分の腕と胸の間にボールが収まったことに気づかず、酒多さんは目を開くと天井方向をきょろきょろと探し始めた。縁が悲鳴をあげる。

「さ、酒多さんはさま、はさまってますから！　お……おっぱいが大きすぎるせいでナイスキャッチですか？　転ぶだけじゃなくてこんなミスまでするなんて、酒多さんはやっぱりお、おっぱい星人です」

　顔を真っ赤にさせて縁が吠ほえる。いや、こういうところで吠えるなよ、恥ずかしいだろ。見てるこっちまで羞しゆう恥ち心しんが限界突破寸前だ。

「わぁ……どこを探してもボールがないわけですね」

　バレーボールに必死すぎて酒多さんは縁の「おっぱい」発言をナチュラルにスルーしていた。

　あまりの出来事に主審も笛を吹くタイミングを逸していたが、ようやくピピーッ！　とホイッスルを鳴らす。日めくりカレンダーのようなスコアボードにＣ組の得点が加算された。

「いいですか酒多さん。レシーブはこう！　です！　あと、最後まできちんとボールを見るんです！　目を閉じたらいけないです！」

「わ、わかりました。次こそはがんばります！」

　縁のエアレシーブを酒多さんも真ま似ねし始める。なんというか、酒多さんがチームの穴ということは完全にバレてしまった感があるな。

　再び相手チームのサービスから攻撃が始まった。今度は普通のサーブだ。ネットを超えてＤ組のコートに白球が飛んでくる。

「私が取りゅッ！」

　他の女子を威い嚇かくするように縁がレシーブをした。威嚇気味なのに台詞を嚙んでしまったので実にほほえましい。どうやら縁も必死なようだ。

　瞬間、俺の右耳がうずいた。




《わ、わあああああああ！　ドテ》




　縁のレシーブでボールが高くあがった。それをチームメートがトスに変換する。スパイクを打つアタッカーがタイミングを取りやすいように、大きめのトスだ。

「わ、わあああああああ！」

　酒多さんが後衛なのにトスに向かって一直線に向かう。相手チームの前衛はそれに反応してブロックに飛ぶ。が、酒多さんはボールの落下点に入る前に前のめりに転んだ。ジャンプ失敗……そんな感じだ。転んだ酒多さんに代わって、他の女の子がスパイク体勢に入っている。

　酒多さんは見事に囮おとりの役目を全うしたのだ。本人はスパイクを打つ気まんまんだったようだが……いや、その気迫があったからこそＣ組のブロックを釣ることができたんだろう。

　バシンッ！　と、乾いた打撃音が体育館に響いた。

　高く高くあがった滞空時間の長いトスを受け、味方の放ったスパイクがＣ組コートに突き刺さる。酒多さんは床につっぷしたまま首だけ俺の方を向いた。

　恥ずかしそうな顔だ。「てへ♪　転んじゃいました」と、言っているように見える。

　縁が俺をビシッと指さした。

「き、きちんと応援しろ！」

「はい、すいません」

　敬語で謝ってしまいました。俺と縁のやりとりがおもしろかったのか、酒多さんは倒れたまま「ぷぷっ」と噴き出した。

　それにしても、縁の奴が「きちんと応援しろ！」なんて言うのは意外だ。あいつの性格からすると「応援に来たら殺す」という台詞の方がしっくりくるのだが……。

　あ、そういうことか。

　縁の言う「応援」とは、俺の異能で可能な限りバックアップしろ……という意味なんだろう。しかし、実際のところどうすればいいんだ？

　俺が考えている間に酒多さんは立ち上がった。どうやら怪我はなさそうだ。

　試合が続行された。しかし、Ｃ組はほとんど経験者で固めていて隙すきがない。酒多さんの天然フェイントで一点はとったものの、みるみるうちに点差が広がっていく。

　俺も応援はしたのだが、できたことと言えば「酒多さん危ない！」や「酒多さん来るぞ！」という警告くらいだ。酒多さんも徐々に俺の声に反応はできるようになったのだが、レシーブがコートの外に飛んでしまったりヘディングしてしまったりと、来るのがわかっていてもどうにもならない状況に陥おちいっていた。

　変な言い方だが、相手の方がチームの総合力が上だったのと、酒多さんだけでなく他のチームメートもなんだかんだでミスをしているので、責任が酒多さんに一極化しなかったのは救いである。

　気づけば一セット目は二五対一で完敗だ。二セット先取したチームの勝利ということもあって、次のセットを取れないと我らがＤ組の負け決定である。

　二セット目に入る。こちらからのサービスで、担当は酒多さんだった。

「えっと、一回までは失敗してよかったんですっけ？」

　劣勢でもめげずに明るく振る舞いながら、酒多さんは縁に確認した。

「酒多さんそれはテニスです。速いサーブとかしなくていいから相手コートに入れるのに集中してくださいです！」

「は、はい！　がんばります」

　酒多さんはサービス位置につくと「よいしょっと！」のかけ声とともにアンダーハンドサーブを放った。胸がふるん！　と揺れ、ぽーん！　と、なんとも柔らかい感じの、酒多さんらしいサーブがネットを超えて飛んでいく。これが威力こそないのだが、相手陣内の深いところに滑り込んだ。野球のポテンヒットのようだ。

　とはいえ、優しいサーブなので相手チームもきっちりレシーブする。そこからスムーズにトスがつながりそうだ。しかも、前衛の二人が同時にスパイクの態勢に入っている。おいおい、時間差攻撃とかするなよクラス対抗の球技大会だぞ。本気かッ!?




《きゃうん！　ドテッ！　ふぇぇ……》




　俺は一瞬、Ｄ組のコートをちらりと見た。酒多さんは相手のトスが上がった時点で混乱している。完全に時間差攻撃に翻ほん弄ろうされていた。だが、俺にはわかる。どんなに巧たくみなフェイントを掛けようと、どのみち相手が狙うのは酒多さんだ。

「酒多さん来るぞ！　落ち着いて」

「は、はい！」

　酒多さんはぐっと腰を落とした。そこに時間差のフェイントを交えてＣ組の前衛からスパイクが飛んでくる。酒多さんは……集中してボールだけを見ていた。一セット目でも何度かあった光景だが、酒多さんもようやくバレーボールに馴なれてきたらしい。

　相手のスパイクをなんとかレシーブする。

　が、成功とは言い難がたかった。酒多さんが拾ひろったボールは高い軌道を描きつつ、応援席側の俺の方に飛んでくる。どうやら、酒多さんがスパイクで吹っ飛ばされるという不幸な未来はキャンセルされたらしい。

　その回避された不幸の矛先が向いたのは……俺なようだ。

「どけええええええええええええええええええ！」

　縁が俺めがけて遠えん慮りよ無なしにつっこんできました。飛び込むようなレシーブで酒多さんの拾ったボールをなんとか自陣に戻しつつ、飛び込む勢いそのままに俺に体当たりを仕掛けてくる。

　安全マットじゃないんだからつっこんでくるなッ！

　と、抗議するまもなく、俺は縁をきちんと受け止めるのに失敗した。

　その場にべたんと尻しり餅もちをつく。折り重なるように縁が俺の腰のあたりに顔を埋めて倒れ込んでいた。この状態だけ切り取ったら、変な誤解をいくらでも招ける体勢だ。

「ぼ、ボールはッ!?」

　すぐに縁は顔を上げ立ち上がろうとして、おそらくわざとだろう。俺の下腹部をぐにっと一度踏みつけてからコートに戻っていった。

「お、おいテメェ！　なんてとこ踏みやがるんだ！　一歩間違えてたら面堂、泣いてたぞ！」

　俺の代わりに川原が縁に抗議する。が、縁は川原をガン無視だ。

　縁のファインプレーでコートに戻ったボールだが、Ｄ組は相手コートに返球するのがやっとである。引き続きＣ組のチャンスボールとなった。

　ようやく俺が身体からだを起こすと、同時に右耳がうずく。




《バシッ！　……………………チッ。右か》




　こ、これは……。

　俺はコートに戻った縁に向けて声を張った。

「右だッ！　縁ッ!!」

　縁のツインテールが触しよつ覚かくのように上下に揺れた。すでにＣ組の前衛は攻撃態勢に入っている。トスに合わせて長身ショートカットのＣ組キャプテンがジャンプした。腕が振り抜かれ、バシンッ！　という打撃音とともに強烈なスパイクがＤ組コートに向けて放たれる。

　それよりも早く、縁は右に一歩踏み出していた。ドンピシャのタイミングと位置取りだ。相手のスパイクの狙いを読んでいたかのように、縁がきっちりとレシーブを決める。今度は一転してＤ組のチャンスボールとなった。

　低いトスからの速攻……決まった。主審のホイッスルが鳴り響き、Ｄ組のスコアボードに得点が加算される。

　二セット目の先制点もＤ組だ。俺は小さくガッツポーズしながら立ち上がる。Ｄ組の応援席で拍手と歓声が巻き起こった。

　今の得点は縁のレシーブがよかったからこそだ。酒多さんが縁にひしっと抱きついている。

「す、すごいです縁ちゃん！　天才バレー少女です！」

「……や、やめてください。お、おっぱい押しつけないでください。呼吸できなくて死にます」

「ご、ごめんね縁ちゃん」

　酒多さんは縁を解放すると、その頭をなでなでした。

「うう、はずか死ぬ」

　縁は顔を真っ赤にさせている。酒多さんのなでなでを口では嫌がりつつも素直に受け入れていた。

　俺はひとまずホッと胸をなで下ろす。ようやく応援で役に立てた……かもしれない。

　コートの外にいながら俺もちょっぴり満足げだ。そんな俺の顔を眼鏡ば……川原がのぞき込んできた。

「おい面堂！」

「なんだ？　つうか毎回顔が近いな」

「今の……」

　ん？　あ……や、やばい。川原がいかに空気を読まない眼鏡とはいえ、今の俺の発言の不自然さはわかっちまったのか？　酒多さんへの助言はなんだかんだで、酒多さんが狙われやすいことが周知の事実だったわけだから疑問も持たれにくかっただろう。

　だが、なんで俺が縁の右にボールが飛ぶとピンポイントで予言できたのか？

　その説明をしなければならない。ここは定番の「実は適当に言ってみた」という偶然説を押すべきか。いやいや、岡おか目め八はち目もく。傍観者視点だったからこそ、Ｃ組の時間差攻撃がどこに飛ぶのかなんとなく見ていてわかった。みたいな言い訳にすべきか……。

「今のはすごかったな。縁のくせに生意気だ」

「お、おう」

　よかった。言い訳しなくて済みそうだ。というか、川原がこの調子なら、これからもガンガン応援できそうだぞ。

　俺は右耳に神経を集中した。




　縁は恐らくわかっている。意識して「得点を取られたらどこにボールが落ちたか」を呟こうとしているんだ。負けず嫌いの縁にとって、俺の耳に頼るのは相当悔くやしいことだろう。だが、それにもまして。酒多さんのがんばりを勝利につなげたいという気持ちがあるに違いない。

　俺は他の声援に紛れ込ませて、アドバイスを送った。良心が痛む……といえば大げさだが、我ながらこれは少しずるいとは思う。とはいえ、縁からは「指示送ってこないと殺す」的な視線が飛んで来ていた。

　ごめんなさいＣ組のみなさん。俺は……心の弱い人間です。

　心で謝罪しながら声を張る。

「縁！　左だ！　かなり距離があるぞ！」

　試合は三セット目に入っていた。勝敗を決する最後のセットは、得点の上限が通常だと二五点のところを一五点に設定された短期決戦である。

　一セット目の大差が噓のような白熱した試合展開になり、Ｃ組もＤ組も双方応援に熱が入っていた。おかげで俺もその応援に紛れて、酒多さんと縁を援護しやすかった。

　ラリーの応酬が続き……ついに試合は一六対一五でＤ組が逆転の王手をかけた。

　酒多さんがボールを取れるようになり、Ｄ組のミスが減ったのもこの逆転に寄与しているのだが、何よりリベロの縁の活躍が光る。

　相手がどんなフェイントを交まじえても縁はレシーブを成功させるのだ。Ｃ組はどこに撃てばいいのか手詰まり気味になり、ギリギリを狙いすぎてサーブやスパイクを失敗したりと自滅しまくった。だが、要所要所では地力の差が出て、逃げては追いつかれの一進一退が繰り広げられたのも事実だ。

　特に、Ｃ組のキャプテンは一年生ながらバレー部でレギュラー入りもしている生きつ粋すいのスポーツ少女である。その攻撃の多彩さと正確さは、素人しろうとが太た刀ち打うちできるものではない。

　そんなＣ組のキャプテンがネットと平行に移動しながらスパイクを放った。レシーブする側から見れば、タイミングも攻撃してくる場所もズレにズレまくってとてつもなく守備しにくいわけだが……。

　縁の身体がボールに向かって横っ飛びした。伸ばした右手でボールを地面すれすれのところですくい上げてレシーブを成功させる。そのまま縁はごろんと一回転した。

　回転レシーブだ。

　恐らく、次に同じメンバーでＣ組と試合をやったら、縁以外を攻めるような作戦を組まれて十中八九負けると思うのだが、今回の試合に関しては勝てるかもしれない。Ｃ組キャプテンはことごとく攻撃を先読みし、レシーブする縁にこだわっている。

「わ、わたしが決めます！」

　酒多さんが味方のトスに合わせて動き始める。だが、Ｃ組の前衛はブロックに飛ばなかった。酒多さんの転ぶフェイントを見切った……つもりなのだ。

　だが、今回こそは酒多さんが白球に向かって跳躍した。む、胸が別の生き物のように激しく揺れてますよ酒多さん。

　俺の耳には酒多さんの七秒後の悲鳴は聞こえない。つまり、失敗ではないのだ。

「えいッ！」

　酒多さんがジャンプしながら右手を振り抜いた。フェイント（天然物）担当の酒多さんが打ってくるという裏の裏をかかれたＣ組だが、後衛が腰を低くしてスパイクに備える。

　豪快に腕を振り抜いたまではよかった酒多さんだが、ジャンプ力が足りずにボールをジャストミートできなかった。手の指先がボールにかすり、ボールの軌道がちょっぴり変化する。白球はネットの上をころころ綱渡りしたかと思うと、Ｃ組のコートにこぼれるように落っこちた。

　ピピーッ！　と、試合終了のホイッスルが鳴る。驚くべきことに、最後の一点をもぎ取ったのは酒多さんだった。




「朗くんのおかげで勝てました！」

　バレーボールのコートから応援席に酒多さんが凱がい旋せんする。俺は拍手で出迎えた。

「おめでとう酒多さん。最後のスパイクに見せかけたフェイントはナイスすぎだ」

「あれはその……ちゃ、ちゃんと打ったんです！　けど、届かなくて……で、でも結果オーライです！」

　やっぱりまぐれですよね酒多さん。だけど、酒多さんががんばったことには変わりない。体操服の上着が汗で張り付き気味になって透すけ……。

「おらよ！　汗ふけって」

　川原が酒多さんにタオルを投げてよこした。こ、こいつ……やっぱり油断できん。

「ありがとうございます信人くん♪」

　うはぁ。なんだか酒多さんの笑顔が眩しすぎる。なんで川原にはあんなに屈くつ託たくのない笑顔なんだ。俺には遠慮しているような避けているような感じなのに。

　ともあれ酒多さんも勝利に貢こう献けんできたしこれ以上のことはない。

　和やかな雰囲気を利用して、酒多さんの最近のちょっと変な行動について、さぐりを入れるのもありか？

「そ、そういえば酒多さん、最近ちょっと変じゃないか？」

　酒多さんはタオルで汗をぬぐうと肩にかけて……俺から視線を外した。

「へ、変じゃないです普通です。な、何か勘違いしてないですか朗くん？」

「勘違いって……」

「べ、別に朗くんのことなんて……」

　やっぱりおかしい。もういっそ、単刀直入に言ってしまおうか。

「もしかして酒多さん、イメチェンしようとしてるんですか？」

「い、イメチェンですか？　……はッ！」

　図星をつかれたように酒多さんは目を丸くさせた。

「無理して自分にはないキャラを作ってるような気がするんだが」

「そ、そそそそそそんな無理なんてしてません！　こ、これがわたしの普通です！」

　酒多さんはちょっとムキになっている。けど、たぶん決まりだな。いったい誰だ酒多さんに妙なことを吹き込んだ奴は。

　やっぱり、縁だろうか？　他に心当たりはないんだが……。

「そ、そそそそそれより朗くん！　なんで縁ちゃんにボールが来るってわかったんですか？」

　し、しまった。川原が気づかないからって調子に乗りすぎたかッ!?

「……い、いやその……それは……」

「わ、わたしに何か……隠してるんですか？」

　酒多さんがじっと俺の瞳をのぞき込む。この純粋な視線に……俺は弱い。

「そ、そうじゃないんだ！」

「秘密にされるのは悲しいです」

「秘密って……」

　な、なんで泣きそうになるんですか酒多さん。やばいぞこの過か剰じような反応は。

　酒多さんはひとりぼっち恐怖症だ。俺と縁が酒多さんに秘密で通じているという状況。これは酒多さんのひとりぼっち恐怖症が発症する原因になり得る。

　たぶん親しい人であればあるほど、秘密にされるのはショックなんだろう。

「縁ちゃんと話す時はいつも真剣です。それに晴美さんとだって……ま、まるで恋人同士みたいに見つめ合ってます。最近の朗くんは私とお話してるときは視線が泳いでます」

　こ、恋人って!?　誤解ですから酒多さん。晴美さんとはまともに会話が成り立たないから目が離せないんです。

　縁と会話する時は真剣というか、警戒してるわけであり……。あいつから目を離すと、どんな攻撃が飛んでくるかわからんのですよ。

　警戒しすぎて、端から見れば見つめているように映るのかもしれないけれど。

　それにしても俺は酒多さんと話す時、そんなにも視線が泳いでいたのか。ここのところ酒多さんの性格の変化っぷりに困こん惑わくしっぱなしだったしな。

「また目が泳いでます！」

「す、すまん」

　酒多さんの勢いに押されて謝罪の言葉が出てしまった。

「謝るってことは、ひ、秘密があるんですね？　も、もしかして朗くん晴美さんに、ひ、一目惚れ？」

「してませんからッ！」

「じゃあやっぱり縁ちゃんのことがす、すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす……き？」

　いやいやいやいや。酒多さんはドジッ子さんではあるものの、基本的にはとっても良い子なのだが……なんで俺と他の女の子をくっつけるような妄想をしてしまうんですか？　そこは自重してください。

　確かにこの試合でのフォローっぷりは、縁と俺の心がさもつながっているかのように、見えなくもな……まずいぞ。

　このままだと、縁の七秒後の音が聞こえるようになったことがバレるかもしれん。

　もしかしたら酒多さんなら「なぁんだ♪　朗くんも縁ちゃんと仲良くなってくれたんですね♪」と笑顔で受け入れてくれるかもしれない。けど、俺はそうならない可能性が……怖かった。

　俺の異能は酒多さんを助けるためだけのものだからこそ、意味があるんだ。縁にも有効だと判明したら、その特別さを失ってしまうんじゃないか？　いやもう特別さは縁の音が聞こえるようになった時点で、その輝きを失っている。

　俺は酒多さんだけのヒーローでありたかった。これは俺のエゴだ。

　酒多さんに噓をついてまで隠すことなんてない。ヒーローがそんなことをしちゃいけない。けど……。

　言い訳ばかりが頭の中に浮かぶ。

　なんで縁の七秒後の音が聞こえるようになっちまったんだ。原因として考えられるのは、やっぱり「酒多さんを守る会」の存在だ。

　その秘密を知った時、俺と縁に噓をつかれたとか、仲間外れにされたとか、ひとりぼっち恐怖症の酒多さんは思うかもしれない。傷つくかもしれない。

　酒多さんには中学時代のトラウマがあった。他人に気遣われすぎて、逆に居場所がなくなったり疲ひ弊へいしてしまったり。そんな酒多さんのトラウマに抵触するんじゃないか？

　酒多さんのトラウマ地雷原につっこむようなことはしたくない。

　何を言えばいいんだ？　どうすればいいんだ？

　俺が思考停止状態に陥ったところで、縁が俺を押しのけて酒多さんとの間に割って入った。

「私がこいつを好きだとか、ぜ、絶対にありやがりません。だいたいさっきの試合は消去法です。七秒後に酒多さんの悲鳴が聞こえなければ、残りの確率で私に来るとわかりやがるんです。あとはコートの外からだと、敵の動きも見えます。この馬鹿なりに予測して、生意気にも私にアドバイスしやがったんです。偉そうに！　粉チーズが容器の中でひとかたまりになって出てこなくなり死ねッ!!」

　縁が俺の足の甲をかかとで踏みつけてぐりぐりした。地味に痛い。

「そうだったんですか？　本当ですか朗くん？」

「お、おう」

　俺は……噓をついた。酒多さんに噓をついてしまった。

　酒多さんを余計に傷つけるんじゃないか？　そう思ったにも拘かかわわらず、俺は酒多さんに本当のことを言うことができなかった。

　縁が俺の足を潰す作業をぴたりとやめる。俺と酒多さんの顔を縁の視線がいったりきたりした。

「な、なんだ縁？」

「別になんでもない」

　怒っている？　ような口調は俺相手にはいつものことか。けど今、一瞬だけ縁の口元がゆるんだようにも見えたわけで……。

　縁はフンッ！　と鼻を鳴らした。

　なんでだろうか……理由もわからないのに俺の背筋に冷たい物が走った。
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　球技大会の後でそこそこ疲ひ労ろう感かんは残っているものの、今日もポイズンでアルバイトだ。

「おい晴はる美み。話がある」

　縁ゆかりが晴美さんをロッカールーム前に呼びつけた。晴美さんも来たばかりでまだ着替えを済すませていない。

「なにかごようなのですか縁先輩？」

　ぱっと見た限り二人はまるで姉妹のようだ。まぁ縁の場合は碧みどり店長という姉のような母親がいるのだが……その組み合わせの場合、縁は碧店長に頭が上がらない。

　だが、今回のケースは違っていた。

　見た目は妹キャラな縁が、晴美さんにお姉さん風ならぬ先輩風を吹かせている。

「ちょっとロッカールームで話そう。そこの二酸化炭素発生装置兼死ねばいいのに。私たちが出てくるまで男子ロッカールームは使用禁止だ！　壁が薄いからな」

　縁が俺おれをにらみつけた。晴美さんはというと……うっ……なんかまたえらく真剣なまなざしで俺を見ているような……。

　最近、女の子と絡むことが多くなった。縁ですらも少し気安くなった気が……いや、縁に限ってそんなことはないか。

　ともあれ女の子と接点ができたってことに変わりない。トータルでみるとこれはやっぱりモテ期……？

　いかんいかん。一瞬浮かれかけたぞ俺。だいたい意識しすぎなんだ。晴美さんが俺をそんな風に見ているわけないだろうに。それに俺には酒多さんという大事な人が……って、これも妄想だ。

　酒多さんと俺がいつ愛を誓い合った？　いいか冷静になれ。酒多さんと付き合ってるわけじゃないんだ。付き合えたらいいな？　とか思うか？　正直……お、思うところもあるが。

　休日に二人きりでショッピングに行ったり、美お味いしいものを食べたり、夏には海にも……普段とは違って誰だれにも邪魔されずに……邪魔されなかったらどうなるんだ？　仮に誰の邪魔もされずに酒多さんと急接近して、手をつないで、それから普段みたいに七秒後のアクシデントから守るためにじゃなく、そっと優しく酒多さんを抱き寄せて、抱きしめて……。

　はッ……！

　気づけばフロアから縁と晴美さんの姿はなくなっていた。

　そして、俺の目の前には……眼鏡めがね馬鹿こと川かわ原はらの顔がある。

「おい面めん堂どう？　このままだと開店準備が遅れるぞ？」

「お、おう！　そうだな。俺が先に行く」

　俺がロッカールームに向かおうとしたところで、酒多さんが俺の前に立ちふさがった。

「いけません朗あきらくん！」

「どうしたんですか酒多さん？」

「ほ、ほら、縁ちゃんが入るなって言ったじゃないですか？」

「あいつの命令を聞いていたら厨ちゆう房ぼうの準備が遅れちまうんだが」

「そ、そうですね。けど……でも……」

　酒多さんは何か言いたげだ。俺はこの状況から……ふと思いつく。

　碧店長がまだフロアに出てきていなかった。今、俺がここで更衣室に入ると……川原と酒多さんは二人きりになる。

　縁も居ないわけだし川原的にはチャンス到とう来らい……か。球技大会の時も大活躍だったし、酒多さんもあの活躍は目にしたわけだし。

「おい川原。酒多さんと二人だからって変なことするなよ」

　口から言葉が無意識のうちにこぼれた。

「な、ななななな何言い出しやがる？　テメェ、ば、馬鹿か？　オレがそんなことするわきゃないだろ？　だいたいオレはそういうことに興味ねぇし」

「そういうことがどういうことかは知らんが、慌あわてすぎだぞ。怪あやしい奴め」

「う、ウゼェ。超ウゼェぞ面堂朗！」

　フルネームで呼ばれるのもけっこううざったいわけだが。おや、酒多さんが顔を真っ赤にさせている。

「なんで酒多さんが赤面してるんだ？」

　ま、まさか、俺の知らないところで酒多さんは川原とそんな関係に……。い、いや、いいんじゃないか？　だって川原はスポーツ万能っぽいし、顔だって黙っていればイケメンに分類されるし、空気を読めないところはあるけど誰にでも公平な態度だし、悪意を抱いて他人を陥おとしいれるような奴でもない。端的に言えば「変だけど良い奴」だ。無駄にハイスペックだしな。

　だから俺は祝福すべきだ。ま、守る会のメンバーとして酒多さんの幸せをねががががががが……。

「濡ぬれ衣ぎぬだ！　一方的に見み損そこなうなッ!!　お、おい酒多さん！　オレはそういうことなんてしてないよな？」

「し、してません！　してませんですとも！」

　珍しく声を張って酒多さんまで俺に訴えかける。二人して妙な連帯感があるような、ないような。けど、この感じは……本当になんでもないっぽいな。

「そ、そうか。しかし川原だしな……」

　変人で天才肌の川原と、異能はあるけど能力はほぼ凡人な俺。意識したくないのに、こいつを見ていると俺の心の劣等感は刺激されっぱなしだ。サッカーでの活躍をみれば、酒多さんが川原を意識したってなんの不思議もないわけだし。

「うがあああああああああああああああああああああ！」

　と、考えていたらいきなり川原が壊れた。アリクイが威い嚇かくするように両手をあげている。ちょっと尋常じゃないぞ。

　無実の人に罪を押しつけて犯人扱いしたようだ……やばいな、今のは俺が一〇〇パーセント悪い。

「本当にすまん川原。今のは俺が悪かった。友達を疑うなんてよくないよな」

「は、はああああああああああああああああああああう……ん」

　今度は川原の口が半開きになり、その場で床に膝ひざをついて半笑いを始めた。

　なんだこいつ。もう怒りが鎮ちん火かしたのか？

「は、早く着替えてこい面堂！　あとがつっかえてんだろ！」

　川原は弛し緩かんした表情のまま俺の顔をびしっと指さした。謝罪を受け入れてくれたんだろうか？

「お、おう。じゃあ行ってくる」

　俺は急ぎ足で男子ロッカールームに向かった。

　中に入るとさっそく着替え始める。学校の制服の上着を脱いでハンガーに掛け、Ｙシャツのボタンを上から順に外し始めてから思い出した。

　そういえば、縁が「私たちが着替え終えるまで入るな」とか言っていたわけだが……まあ、川原も言ってた「開店準備が遅れる方が問題だろうから無視した」でいいだろう。あとで何を言われてもいいように、言い訳……もとい説得の準備は常にしておくべきだ。

　女子ロッカールームの中がどうなっているのか詳細は知らないのだが、二人まで同時に着替えができるあたり、男子のそれより広いことは明らかだった。

　俺は……壁にそっと寄りかかった。今日は球技大会で疲れたのだ。

　偶然右耳が壁にぴたりとついてしまった。ひんやりして気持ちがいい。

　偶然、縁の声が聞こえた。本当に偶然です。

『前から気になっていたんだが、晴美は……が、好きなのか？』

　肝かん心じんなところで縁がボソリと呟つぶやいたのか、主語だけ不鮮明だった。

『あの、その……』

『はっきりしないやつだな』

『じ、実は好きなのです！』

　なんの会話なんだ？

『…………お、おい。近づきすぎだ。着替えにくい』

『とってもちっちゃくて可か愛わいいのです。私は身長が高すぎるので、縁先輩のような可愛さに憧あこがれてしまうのです』

『け、喧けん嘩か売ってやがりますかッ!!』

『そんなつもりはありません。それよりもっと仲良くしたいと思っております』

『な、なななな何をいきな……あっ』

『わあ……すんすん……縁先輩の良い匂においがします』

『おいばかやめろ！』

『良い匂いです。ご褒ほう美びなのです。あの、味も……』




《ごとん！　ばたん！　や、やめ！　やめろ！　キャアアアアアアアアアア！》




　なんだか危険な気がするッ!?　あの怖い物知らずな人間小型核弾頭の縁がキャアなんて悲鳴を上げるのは、よっぽどのことだ。

　俺はシャツもはだけさせたまま、ロッカールームから出ると隣の女子ロッカールームのドアに手を掛けた。鍵は……か、かかってない！

「縁、無事か!?」

　俺が扉を開くと、そこには下着姿の二人の美少女の姿があった。くんずほぐれつ二人して床に折り重なり合うように倒れている。縁はウサギ柄の水色のパンツで、ちょっとお子様っぽい雰ふん囲い気きだ。ブラもスポーツタイプのような感じだった。そして晴美さんはというと、レースで彩いろどられた大人っぽいランジェリーである。













　その晴美さんが、縁の脱いだ制服のシャツに顔を埋めていた。

「あの、何してらっしゃるんで？」

　縁とではなく、晴美さんと目があった。瞬間、晴美さんが声をあげて縁に抱きつく。

「きゃああああああああああああああああああああ！」

　悲鳴を聞きつけて、フロアから酒多さんがやってきた。ま、まずい気がする。

「ど、どどどどどうしたんですか？　あ、朗くんがなんで女子のロッカールームにッ!?」

「いやあのそれはそのなんというか……」

　七秒後の未来で縁の悲鳴を聞いたから駆けつけた……なんて酒多さんに言えるわけもない。晴美さんは縁に上から半なかばのしかかったままだ。怪しくうねるように晴美さんの太ももが縁の太ももに絡からみつき交差している。綺き麗れいなおみ足ですね。って、なに見とれているんだ俺は！

「こいつに押し倒された。酒多さん気をつけろ。晴美は変態だ」

「ご、誤解なのです。驚いて転びそうになったところを縁先輩が支えてくれて……」

　じっと晴美さんが俺を見み据すえてきた。顔が真っ赤になる。というか、真っ赤でない人間などいなかった。縁も酒多さんも……たぶん俺もゆでだこ状態だ。そんな中、晴美さんの俺を見つめる瞳が……ぐじゅっと崩れてしまいそうなくらいに潤うるんでいる。

　すいませんすいませんごめんなさい。

　俺は謝罪の気持ちでいっぱいになった。いろいろと手遅れではあるのだが。

「噓うそをつくな！　こいつが入ってきたのをダシにして驚いたフリをしつつ押し倒したじゃないか！」

　晴美さんはフルフルと首を小さく左右させている。

「縁ちゃん偉いです！　転びそうになった人を身を挺ていして支ささえようとするなんて、よく転んじゃう人間にとって縁ちゃんは天使です！　恥ずかしがり屋さんなのはわかるけど、縁ちゃんは優しいところを隠さなくてもいいと思います」

「……うう」

　酒多さんは晴美さんを疑わず信じたようだ。そんな酒多さんのピュアなまなざしが俺に向けられる。

「それはそれとして、朗くんはどうしてここにいるんですか？」

「お、俺はその……」

　押し倒されたまま縁が……目をキランと輝かせた。何か名案でも浮かんだんですか？　それはきっと、俺にとっては危険な案なんでしょうね。縁の思いついたことに心当たりがありまくりだ。

　俺は着替え途中だったこともあり、服がはだけ気味になっていた。言い訳するには苦しい状況だ。好きなだけ邪じや推すいできるだろう。

「こ、こここここいつはただの変態覗のぞき魔まです」

「あ、朗くんに限ってそんな……でも、あの、朗くんもやっぱり男の子だから、エッチなんですか？　女の子に興味があるんですか？」

　うう、なんて返せばいいんだよその質問には。

「えっと……ひ、人並みには」

「そ、そうなんですか!?　あうあうあぁ……でも……だ、だからって正面からダイナミックのぞきなんていけません！　ともかく朗くんは退場してください！　レッドカードです！」

　酒多さんが俺の腕をとって女子更衣室から引っ張り出した。

　ま、まさか、この流れ……縁の策略か？　いや、そういう雰囲気ではなかったぞ。あの時の七秒後の縁は悲鳴をあげていた。縁が本気で悲鳴をあげるようなことが、女子ロッカールームで発生しかけていたのだ。

　本当に晴美さんが縁に何かしようとしたのか？　しかし、普段の晴美さんは加害者というよりは被害者っぽい雰囲気だ。むしろ縁の方が何かしそうな気もするのだが。

　この謎なぞを解く鍵かぎは晴美さんが握っている。

　しかしながら手て詰づまりだ。俺はすっかり覗き魔になってしまったし、そもそも晴美さんとはいまだに会話が成り立たない。

　酒多さん。俺のこと嫌いになっちゃったかな。今のは普通に距離を置かれた気がするぞ。

　ううむ。酒多さんとの関係を修復しなければいけないのに、なんでこんなことになっちまったんだ？




　本日のポイズンのフロアは大荒れだった。抜ばつ群ぐんの安定感を誇ほこっていた酒多さんが、大だい乱らん調ちようをきたしたのだ。オーダーの聞き間違えやドリンクの取り違えといった、派手な悲鳴を伴ともなわないミスなので、俺の異能ではフォローのしようがない。

　今のところお客さまが怒って帰るような、致命的なミスがないのだけは救いだった……のだが。

「お、お待たせいたしま……」

　ガシャン！　という音とともに、酒多さんはパフェのグラスをテーブルに倒してしまった。山盛りのソフトクリームやカットされたフルーツがテーブルクロスの上に散さん乱らんする。

「も、ももも申し訳ございませんお嬢様！　はわわわわ」

　酒多さんは首だけ右往左往させていた。これは……やばい。焦あせって連れん鎖さ的てきにミスを重ねてしまいそうだ。

　俺が厨房を飛びだそうとしたその瞬間――。

　すかさず川原が酒多さんのフォローに入った。川原の視線が「ここはオレに任せてテメェは自分のポジションに徹てつしろ」と、俺に訴えてきている。

　川原はまず、崩壊したパフェのグラスを酒多さんの持つトレーに乗せた。落ちたフルーツ類も手早くトレーに回収する。

「すぐに新しいものをご用意いたします。酒多さん、よろしくお願いします」

　大慌てで新しいパフェのオーダーを入れに、カウンター側に戻る酒多さん。対照的に川原は落ち着きすぎて怖いくらいだった。

　パフェ崩壊被害を受けたお客さまのテーブルには、背の高いアイスティーのグラスが二つ、汚れたテーブルクロスの上に乗ったままだ。

　川原はテーブルクロスの端はしに手を掛けた。ま、まさかあいつ……。

「大変失礼いたしました。お嬢様」

　バサッ！　と、一瞬でテーブルクロスが川原の手によって引き抜かれた。アイスティーのグラスはかすかに振動しながらもその場に残った。

　テーブルクロス引き。いったいいつ覚えたんだ川原のやつ。お客さまの前で一発成功だなんて、よっぽど自信がなくちゃできない芸当だろ。

　目の前で妙みよう技ぎを披ひ露ろうされて、二人の女性客が拍手をした。パフェが倒れたことなどずっと昔の出来事のような空気ができあがる。

　酒多さんの失敗すらも店内イベントに変えてしまうとは……ポイズンでの川原は頼りになるを通り越して神がかっていた。

　酒多さんをあんなに綺麗にフォローするなんて、正直……ちょっと悔しい。

　もっと集中していれば、さっきの失敗なら俺の異能で感知できていたかもしれない。

　酒多さんに対して俺は気まずい感じになっている。それが異能を鈍にぶらせているのか？

　酒多さんがパフェを倒してしまったのを受けて、晴美さんがすぐにドリンク系カウンターのヘルプに入った。レジでお会計の応対をしている碧さんに代わって、さっそくパフェを作り始める。酒多さんはパフェができるのをじっと待っていた。普段の酒多さんなら手が空すけば他の仕事を自分でみつけて率先してやるのだが、本当に余裕がなさそうだ。

　ほどなくしてパフェが完成する。アイスが一段おまけで盛られていた。

　酒多さんは今度は慎重に、かつ緊張の面持ちで先ほど失敗してしまったお客さまのテーブルにパフェを運んでいった。ぺこりとお辞じ儀ぎをしてお出しする。緊張で酒多さんはガチガチだ。

　お客さまの方から「大丈夫ですよ」とか「ありがとう」と、優しく酒多さんをねぎらってくれていた。酒多さんはちょっぴり涙目になってフロアから厨房カウンター方面に戻ってくる。

　よかった。いい人たちで。

　俺はカウンターの呼び鈴を鳴らした。ちょうどクラブハウスサンドができあがったところだ。

「クラブハウスサンドができ……ぬお」

　普段は自分からオーダーを取りに来ない縁が、スッとトレーにサンドイッチのプレートをのせた。ぼそりと呟き俺に確認する。

「何番だ？」

「五番テーブルのお客さまだ」

「…………チッ」

　いやあの、なんで舌打ちなんですか縁さんや。

「いいか、酒多さんがピンチだからだ。お前の手伝いをしてやってるんじゃないんだからな。あと、さっきのは……あ、ありが、ありがと……う」

　縁はうつむき気味になって、語尾が弱々しく消えてしまった。

　さっきのって……ああ、晴美さんに襲われたとかいう話か。俺が乱入しなかったらどうなっていたんだろう。

「まさか感謝されるとは思わなかったな」

「う、うるちゃ……うるさい！　人が素直に感謝してやってるのに……ばか」

　くるっときびすを返して縁が五番テーブルにクラブハウスサンドを運んでいった。普段ならテーブルにどかっ！　と投げ出すように皿を置く縁だが、今日は普通……というか、そっと音を立てないようにして、いつになく丁寧だ。

「お待たせしました。クラブハウスサンドになります。オムライスは少々お待ちください」

　縁が俺の方を睨にらみつけた。いや、手は動かしてますからお前の方こそ少々お待ちください今作ってますから！

　オムライスに使うチキンライスは、いつの間にか晴美さんがお皿によそって用意してくれていた。最近、晴美さんは俺が何かをお願いするまでもなく、俺のして欲しいことをこなしてくれる。会話が成立しないのだけは困りものだ。

　気落ちして肩を落とす酒多さんに、晴美さんの方から声をかけていた。

「酒多さん大丈夫なのですか？」

　晴美さんも酒多さんのことを心配している。うーむ、しかも普通に話してるじゃないか？　俺、むしろ晴美さんに嫌われてるのか？

　晴美さんに声を掛けられた酒多さんは肩を大きくびくつかせた。

「あ、ああああの……ああああああわわわわわわわああああああ！」

「酒多さんが壊れてしまいました。あああああああ」

　二人して共鳴するように「あああああ」とうめき始める。だが、酒多さんの方が先に我に返った。

「あ、あの……晴美さんには、す、すすす好きな人とかいますか？」

　オムライス用オムレツを作るため、フライパンを振るっていた俺の手が止まる。唐とう突とつになにを言い出すんですか酒多さんってば。

「好きです大好きです匂いがかぎたいのです」

　なにやら晴美さんの言動が怪しい。しかも妙に早口になっていた。

　俺はオムレツをチキンライスの上に載せつつ、次に入っているオーダーを確認しながら、耳だけは二人の会話に向ける。

「そんな！　匂いだなんて！」

「できることなら制服はクリーニングに出さずに堪たん能のうしたいのです」

「それじゃあ変態さんです！」

「好きな人をすぐ近くに感じたいだけなのです」

「……はッ!?　そ、そうだったんですね。変態さんじゃなくて……愛だったんですね？」

　晴美さんは普通の人だと思っていたんだが……縁が言った通り本当に変態だったのか。しかも酒多さんが「愛」という便利ワードを用いて、豪ごう快かいかつポジティブに晴美さんの変態性を肯定的解かい釈しやくしてるぞ。

　ここは俺が止めるべきか？

　悩んでいる間に、縁が酒多さんと晴美さんの間に入って両者を引き離した。

「酒多さんはとっととフロアに入りやがってください。あと、この変態に共感しやがらないでください」

　キッ！　と、縁は晴美さんをにらみつける。晴美さんは赤面気味に顔を両手で覆おおって呟いた。

「…………はぅ。怒ってる縁先輩もかわゆいのです」

　縁があからさまにイライラしている。俺はどうすればいいんだろうか。ひとまず晴美さんに仕事を振って、縁にはフロアに戻ってもらおう。

「晴美さん、ちょっとトマトサラダの調理を頼みたいんですけど」

「あ、ああああああああああああああ」

　やっぱりだ。俺とは会話にならない。けど、晴美さんは俺の目をじっとみてからコクリとうなずいて厨房カウンターに入ってくれた。

「いいなぁ……晴美さん」

　酒多さんがぼんやりとした表情でぽつりと呟く。そんな酒多さんの腕をちびっ子メイドが引っ張った。

「私と一緒にフロアに行くです酒多さん！　今日は、わ、私が酒多さんに接客のいろはを教えてあげやがりますから。遠慮無くなんでも聞くといいです。技術は目で盗んでくださいです」

　普段は酒多さん無双なのだが、今日のポイズンのフロアでは酒多さんの活躍と笑顔はすっかりなりを潜ひそめてしまった。その分を補おぎなうかのように、縁がまともに働いている。

　ウミガメの産卵シーンよりも貴重な場面に立ち会えたかもしれない。

　縁ファンの常連なお客さま二人が、きりきり働きお客さまに笑顔すらみせる縁に見とれていた。

「デレキター！　ツン一〇〇パーセントと思ってたけどデレたー!?」

「あのがんばって笑顔を作ってる感がたまらん！　たまらんよ！」

　よかったな縁。仕事をがんばるお前も評判がいいぞ。

　川原のフォローと縁の奮ふん闘とうもあって、なんとかその日の営業を無事こなすことができたのだが……俺は結局、酒多さんに何もしてあげられなかった。




　そろそろ中間テストのことが気がかりになってきた……ものの、まだ慌てるような時間でもないとある土曜日。ここのところ気温は日増しに右肩上がりで、だんだんと春から夏に季節が動き始めている。五月晴れ続きだ。

　先日の酒多さん大乱調から、俺は何もできなかった自分を反省し続けていた。

　更衣室覗き魔事件の主犯とされてしまった俺としては、言い出すのが少し怖かったのだが……。

「あ、朗くん。今日はよろしくお願いします」

　合流した酒多さんの私服姿は相変わらず可愛い。今日はフリフリっとした薄ピンク色のワンピースとカーディガンだ。優しい色合いが酒多さんの醸かもし出だすまったりとした雰囲気と調和して、良く似合っている。

「き、ききき来てくれたんだ。ありがとう」

「と、ととと当然です。元はといえばわたしがそうしたいなって思って、朗くんにはお願いしたけど、そのあの……ほ、本当はしてほしかったんです」

　ちょっぴりうつむき気味になって酒多さんは頰ほおを赤らめた。

　今回は俺の方から酒多さんを誘ったのだ。今日の彼女は素直で明るい本来の雰囲気をまとっている。なんだか、すべてが元通りに戻ったような気がして、ホッとした。

　だが、普段と違うことが一つある。いつも一緒にいるはずの縁が不在なのだ。二人きりというシチュエーションに俺は緊張を隠し切れそうにない。

「じゃあ、入ろうか？」

「は、はい！」

　音を立てないようにそっとドアを開けた。室内のカーテンはすべて閉じられていて薄暗い。外からは中の様子をうかがい知ることはできないだろう。

　ゆっくりとドアを閉め、邪魔が入らないように内鍵をかけてから照明をつける。暖色系の柔らかな光が室内を照らした。

　俺はさっそく準備にかかる。

「えーと、それじゃあ今日は……俺のことを先生と呼んでくれ」

「は、はい！　朗くん先生！」

「いや、やっぱり普段通りでいいです」

　思わず俺は噴き出しそうになった。酒多さんは首を小さく傾かしげている。

「じゃあ教官と呼ばせてください」

「先生より厳しそうだな」

「厳しいくらいがいいんです！　ビシバシお願いします！　朗くん教官！」

　酒多さんの瞳が燃えている。

「じゃあとりあえず……上着脱いで」

「は、はい！」

　酒多さんはカーディガンを脱いで畳たたんだ。髪の毛をアップにしてシュシュでまとめる。

「あ、あの、朗くんは脱がないんですか？」

「あ、ああ。そうだな」

　俺も上着をばさりと脱ぎ払い、半はん袖そでのシャツ一枚になった。

「本当にわたしなんかでいいんですか？」

「いいもなにも、酒多さんじゃないと……意味がないんだ」

「朗くん……」

「酒多さん……」

　お互いの名前を呼び合って見つめ合うなんて……心の奥がくすぐったい。

「じゃあ……始めようか？」

　俺と酒多さんは同時にエプロンを装着した。

　ここはいつもの見慣れたアルバイト先……純喫茶ポイズンの店内だ。

　酒多さんの「料理が上手になりたい」というリクエストに応こたえるため、今日は俺がつきっきりで酒多さんの作る料理を見守り、なにかやばそうな雰囲気があったらストップをかけ、わからないところは教える……という趣しゆ旨しだ。

　材料は先ほど、酒多さんが来る前にスーパーで買いだしをしておいた。お店の厨房を借りたのには理由がある。酒多さんのリクエストが「ポイズンでお料理のお手伝いもしたい」というものだったからだ。ポイズンのキッチンを使えば実戦さながらだろう。

　というのは建前で、実は他に場所が思いつかなかった。さすがに俺のアパートにきてもらうわけにはいかないからな。常識的に考えて。

「さてと、じゃあさっそく準備だな」

　俺が厨房カウンターに入ると、酒多さんもカウンターに入って俺の隣に並んだ。

「な、なななななんでも作ります。朗くんがそばにいてくれたら……できるんです」

　ぴたり……と、酒多さんは肩を寄せてくる。これじゃあ料理を作りにくいことこのうえないっていうかなんていうか酒多さん？

　俺が彼女の方を向くと、酒多さんは上目遣い気味になって俺に告げた。

「あ、あの、二人っきりになったらデレてもいいって……他の誰かに見られていない時がチャンスだって……」

　デレ……って、まだその誰かに吹き込まれたであろう設定は有効なんですか酒多さん!?　しかし、縁が酒多さんにツンデレを吹き込んだとして……デレについて教えるだろうか？　酒多さんが俺にデレたら、まさに俺得じゃないか。

「酒多さん？　いきなりなにを……」

「だから朗くんに……く、くっつきたくて」

　ばふっ……と、酒多さんは俺の胴どうに腕を回して抱きついてきた。

「くんくんしてもいいですか？」

「――――ッ!?」

　や、やばい。俺の胸に顔を埋めて……うう、酒多さん。密着されて柔らかいものがくっついてます。二つほどあたってますから！　それに良い匂いがするし……俺の方がくんくんしてしまいかね……ん？　くんくんって、こ、これ晴美さんの影響か？

　酒多さん影響受け易すぎですから！

「朗くんとこうしてくっついていると、ほっとするんです」

「酒多……さん？」

「転びそうになる前に、朗くんはいつもわたしのことをぎゅって抱きしめてくれて、わたしはドキドキしちゃうけど、それ以上にとっても、とってもほっとするんです」

　酒多さんが潤んだ瞳で俺の顔をのぞき込んだ。

　やばい。可愛い。どうしよう。

　このまま俺の方から抱きしめようものなら、酒多さんはそっと瞳を伏せてその桜色の唇くちびるを……な、なんてことを考えてるんだ俺。違うぞ！　間違っている！　酒多さんは「ほっとする」と言っているんだ。それは守られている感覚に他ならない。俺という安全弁を信頼しているという意味であって、むしろ安全保障をすべき俺の方が危険な行為に及およんでしまってどうするんだ？

　俺は酒多さんを守るためにここにいるんじゃないのか？　俺の異能を認めて受け入れてくれた、酒多さんを襲ってどうする。

「もうしばらく、このままでいいですか？」

　このまま。現状維持。そうだ、これ以上行かなければいいだけの話じゃないか？　時間だけは十分にある。

「あ、あの……はい」

　俺は観念した。酒多さんは再び俺の胸に顔を埋める。

　幸せ……なんだろうか。俺は……いろいろとやばい。酒多さんがぎゅっとするたびに、その大ぶりな二つの果実の弾力が伝わってくる。

　酒多さんは俺にぎゅっと抱きついたまま、おとなしく静かだった。このまま眠ってしまうんじゃないかと心配になる。

　お昼寝するにはいい陽気だ。

　抱きつかれていると、なんだかポカポカしてくるし……。













　酒多さんにはいつもハラハラさせられるけど、酒多さんだってしたくてそうしてるわけじゃないんだよな。むしろ、俺や縁に迷惑かけてるんじゃないかって、プレッシャーに感じてる。そういう女の子なんだ。

　俺は酒多さんに身構えて、酒多さんも俺に身構えていたのかもしれない。今の無防備な酒多さんをみているとそんな気がしてくる。

　これが本当の酒多さんなのかもしれない。

　頭を撫なでたい。そんな欲求に俺はかられた。だけど、いきなり理由もなくそんなことをしたら変に思われるんじゃないか？　いや、けど……み、身構えるな俺。今は二人きりなんだし、流れに身を任せてもいいんじゃなかろうか？

　俺の右手がゆっくりとあがり、酒多さんの頭の上に伸び……。




《ガチャン！　どてッ……がばっ！　キスなんてふざけるなああああああああああああああああああああああああッ！》




　俺の右耳に七秒後の悲鳴が飛び込んで来た。俺は酒多さんの頭の上に回した手を止める。キスって……も、もしかして俺は、このまま酒多さんとキスをしていたのか？

　ガチャン！　と、ドアが開く音がした。住居部分の二階に続く扉から、黒髪ツインテール少女が顔を出す。飛び出してきた彼女――縁が豪快にスッ転ぶようなことはなかった。

「何をしてるんだお前」

　怒っていない。が、疑惑の視線だ。そうか……俺が酒多さんにキスをしたのを見て、七秒後の縁は怒りが大爆発したわけだけど、今の縁はそんな未来があったことすら知らないのか。

　妙な気分だった。縁が来なければキスまでしていたのか。酒多さんが悲鳴をあげなかったということは、酒多さんも俺を拒こばまなかったのか？

　やめよう。その未来は無かったことになったんだ。

　しかし、縁のこの感じからするに確実に……見ていたな。どこから見ていたんだろうか。酒多さんが俺に抱きついた後か前かでちょっと状況も変わってくるぞ。

　酒多さんの方から抱きついたのを縁が見ていたんなら、俺にも弁解の余よ地ちはある。

「何をって……いや、いらっしゃったんですか縁さんや」

「え？　ほぇ？　ゆ、縁ちゃんいたんですかッ!?」

　がばっと飛とび退のくように酒多さんが俺を解放した。

「いやだからこれはそのあの縁ちゃん！　わ、わたし転びそうになっちゃって思わず朗くんに抱きついちゃって」

「本当にそうでやがりますか？　酒多さんが転びそうになったら、そこの馬鹿の方から酒多さんに抱きついて支えるはずでやがります」

「うっ……べ、別に朗くんのことなんか好きじゃないんですからね！」

　酒多さんは言葉につまったかとおもいきや、今度は俺に対してツン発言をしてみせた。

　ああもう、いろいろ忙しい人だ。酒多さんを守る会は酒多さんの自主性を尊重するので、ツンデレをやめてと俺が言えるわけもない。

　さっき酒多さんが無防備状態になったのは、酒多さん自身も言っていたとおり、他に誰もいない密室だったからなんだろうか。

　で、縁の乱入で三人になったので、ツンに戻した。そういう設定が酒多さんの中にはあるらしい。

　俺の思考が一段落したところで、縁が俺に視線の切っ先をつきつけた。

「それで、お前はなにをしてるんだ？」

「酒多さんに料理を教えると約束したんだ。店の使用は碧店長にきちんと許可をもらってる」

　俺はポケットからポイズンの合い鍵を取り出して縁に見せた。縁は扉から出てきてつかつかと俺に歩み寄ると、酒多さんをおしのけて俺の手の中の鍵をかっさらう。

「…………チッ。本当にうちの鍵だ」

　でなけりゃポイズンの店内に俺と酒多さんがいるわけないだろうに。

「縁は碧店長から聞いてなかったのか？」

「聞いてない。誘われてない。なんで私が参加していない？」

「それはその……お前はフロアとドリンクとケーキの仕事があるだろ？」

　縁はフロアをやりつつも、碧さんの手伝いも率そつ先せんしてやっていた。

「そ、そうだ縁ちゃんも一緒にお料理特訓しましょう！」

　酒多さんが縁の両手をとってぶんぶん縦にシェイクする。手を握られた縁は頰を赤らめた。

「べ、別に料理なんて興味ないけど、酒多さんがどうしてもっていうなら考えてあげてもいいです」

「どうしても！　ね？　お願い縁ちゃん！」

「しかたないですね。そこまで言うのならやってあげます」

　素直じゃないな縁のやつ。

　ということで、本日の料理特訓にもう一人参加者が増えることになるのだった。




　厨房のあるカウンターではなく、テーブル席で俺たちは作業をしていた。三人になってカウンターが手て狭ぜまになったのだ。

　酒多さんがボールの中のクリーム色の液体をお玉で掬すくう。

「えーと、真ん中に……真ん中に……はわわズレました！」

「少しくらいずれても大丈夫だよ酒多さん」

　今日、酒多さんが挑戦したのは……ポイズン特製パンケーキ。生地の材料と配合比率。そしてパンケーキの焼き方を俺は酒多さんに伝でん授じゆした。

　厨房ではテフロンのフライパンを使って、一度フライパンを火にかけてから濡ぬれ布ぶ巾きんの上にフライパンを載せて冷まし、熱が均等になるようにした上で火加減も中火にしつつ……と、シンプルな料理ながらも意外に手間がかかる。

　なので、ホットプレートを利用することにした。卓上ガスコンロは……ちょっと怖すぎるトラウマがある。だが、電気式のホットプレートならさすがに爆発事故にはつながらないだろう。

　もちろんホットプレートにもテフロン加工がしてあった。温度をきっかり一六〇度に設定する。油は敷しかない。それが成功の秘ひ訣けつだった。

　大きめのホットプレートに三枚分、生地がほぼ円形に流し込まれた。

　しばらくじっと待つ。待つ。待つ。

　忍にん耐たい力りよくが試される我が慢まんの時間だ。

「わぁ！　みてください縁ちゃん！　生地がぷつぷつって膨ふくらんできましたよ」

「そ、そろそろひっくり返してもいいんじゃないですか酒多さん？」

　縁は身を乗り出し気味だ。酒多さんは頰を赤らめ鼻息も荒く、妙に興奮しているように見える。

「いや待て待て。まだ早いから」

　膨らんできたといっても、パンケーキの外周部は液状に近い。

「早く焼けないかなぁ♪　とってもとっても楽しいです♪」

　料理の練習というよりも、パンケーキパーティー状態だった。いや、料理を楽しんでやることは良いことだと思うし、酒多さんや縁が「料理って楽しいね」と思ってくれることは、今後のポイズンの発展にもきっとたぶんプラスに働く……ような気がする。

「おい面堂朗！　ひっくり返せ」

　パンケーキの周辺部分も固まってきた。そろそろいけそうな雰囲気だ。

「俺がやったら練習にならないだろう」

「わ、わたしがやります」

　ちょっと嫌な予感がするのだが……いや、俺にはその予感を払ふつ拭しよくする手段があるじゃないか？

「じゃあ酒多さんお願いします」

　俺は右耳に意識を集中した。

　悲鳴は……ない。

「いきますッ！　え、えい！」

　酒多さんはパンケーキの底にヘラを差し込むと、ゆっくり持ち上げて……反転させた。ぱたん！　とパンケーキは一発で綺麗にひっくり返る。焼かれていた面はこんがりきつね色だ。黒く焦げた様子もなく綺麗な焼き目になっている。

　これなら十分、お客さまに出せるレベルだ。

「て、天才です。酒多さんはパンケーキ作りの天才です！」

　珍しく縁が素直に酒多さんを褒ほめ称たたえた。

「ほ、ほら次は縁ちゃんの番です！」

　酒多さんからバトンタッチされるように縁がヘラを手にした瞬間。




《ぐしゃ……チッ……死ね。小麦粉と間違えて石せつ灰かいに水を入れて加熱死ね》




「いや縁ちょっと待ってくれ。今日は酒多さんの練習なんだ」

「私にやらせたくないというのか？」

「だからその……」

　俺が何も言えないでいると、縁は……察さつした。なんというか、ぴたりと合う感じを受けてしまう。

「それもそうだな。酒多さん次の一枚もお願いします」

「え？　本当にいいんですか？」

「今日は酒多さんの練習の日です」

「は、はい！」

　酒多さんが二枚目のパンケーキをひっくり返した。これも綺麗に焼けている。一度コツを飲み込むと、酒多さんは安定してこなせるようになるらしい。

「じゃあ、パンケーキの量産は酒多さんにお任せして、付け合わせでも作るよ」

　定番はフルーツだ。生クリームも添そえればケーキになる。が、ハムやソーセージ系も買って来ているわけで……パンケーキにカリカリに焼いたベーコンとかの肉系って、意外と合うんだよな。今度新メニューとして提案してみようか。

　時刻は昼食時と三時のおやつの中間みたいな時間だった。甘くすればおやつ。肉を合わせれば食事。さてどうしようか。

　ホットプレートを酒多さんに任せて俺がキッチンカウンターに向かう……と、縁のやつが俺についてきていた。

「おいお前、まさか私にやらせないためにフェイントをかけていないか？」

「フェイントってなんの話だ？」

「質問に質問で返すな」

「いや、本当にお前の言っていることがよくわからんのだが」

「だから、さっきの場合、私に対してお前は『やるな』と言った。私はそこで……七秒後に私が失敗するんじゃないか？　と懸け念ねんした。だから引き下がった」

「ああ、よかった。通じてたんだな」

「よ、よかったじゃない！　お、お前は私に対してずるい状況にあるんだ。たとえば、お前が止めたら私は……な、何もできなくなる。七秒後に失敗するかもしれないという懸念が常に生まれるんだ」

　こいつ、俺が異能を理由に噓の情報を言うと疑っているわけだな。

　確かにそういう使い方もできるっちゃできる。異能を持つ俺よりも、異能の活用法を考えるのが上手だな縁。むしろ感心した。

「お前が俺のことを信じてくれてるなんて、驚きだな」

「信じてなんかいない。けど……」

「俺は噓をつくつもりはないぜ。ちなみに、さっきのパンケーキを失敗した時に、お前がなんて言うか教えてやろうか？」

「そ、そんなこともわかるのか？」

「チッ……死ね。小麦粉と間違えて石灰に水を入れて加熱死ね……だとさ」

「……チッ……せ、正解だ。そういうフレーズは用意してあった」

　用意って、縁はわざわざ「○○死ね」と言うために普段からネタ作りをしてるのか？　そんなところで努力するなんて……もうちょっと、その努力を対人スキルに振り分けられなかったのか？

「なんだ？　文句あるのか？」

「いいえ、ございません」

「それより面堂。お前は晴美をどう思う？」

「どうって……晴美さんのおかげでずいぶん厨房の仕事が楽になったし、回転もアップしたし」

「そうじゃない」

「えっと、美人だとは思うが、俺とまともに話してくれないのと、ちょっと言動が怪しいのが気がかりだな」

「基本的にどうなんだ？　す、好きか？　嫌いか？」

「なんでそんなことを答えねばならんのだ？」

　縁の視線は真剣だった。

「どうなんだ？」

「うーむ。嫌いではないな。晴美さんが俺をどう思っているかはわからんが」

「……そうか」

　縁が自分の親指の先を嚙むようにした。伏し目がちになり思案している。

「なにが『そうか』なんだ？」

「な、なんでもない！　そ、そそそそうだ！　新メニューだ！」

「いきなりなにをおっしゃりやがりますか縁さんや」

「せっかくだから新メニューの実験台になってもらうぞ。実はかねてより考えていたドリンクメニューがある」

　縁といえば、ミルクレープに大量の生クリームをのせるという生クリーム好きが悶もん絶ぜつしそうな「雪崩なだれ式しきミルクレープ」の開発者である。

　ふと、酒多さんの方を見ると、酒多さんは真剣にパンケーキの量産にいそしんでいた。今のところ、七秒先から彼女のピンチを知らせる警報は聞こえてこない。

「実験台というのが引っかかるんだが……」

「いいからお前は酒多さんを見ていろ」

　結局俺は厨房を追い出された。




　みるみるうちにパンケーキが十二枚。山のようにお皿に積まれていた。酒多さんは生地が無くなったらその分を自分で配合してまで増産したのだ。

　単純計算で、一人四枚。軽めの食感が売りで何枚でも食べたくなる……というコンセプトのパンケーキなので、これくらい食べきるのは朝飯前だ。

　ポイズンのバターとメープルシロップをお借りした。今度、こっそり買い足して返しておこう。

　俺と酒多さんは向かい合うようにテーブル席についた。

　そして縁はというと……ドリンクで満たされたグラスを二つ、トレーに乗せてもってきた。俺には黄色い少し濁にごったような色のドリンクを。酒多さんには薄いピンク色のラテっぽいドリンクだ。縁はグラスを置くと酒多さんの隣にぴょこんと座って、俺を見据える。

「新メニューを開発した。試ためせ」

「俺と酒多さんとで種類が違うみたいなんだが……」

「当然だ」

　俺は警戒した。縁には前科がある。スポーツドリンクにタバスコを仕込むような奴なのだから、この黄色い液体がなんなのか、見当こそつかないものの嫌な予感だけはぷんぷんだ。

「どうした？　今日はポイズンがお前に協力したんだから、お前もポイズンの発展に寄与すべきだ」

「それは……そうだが」

　匂いは……爽さわやかな柑かん橘きつ系けいだった。色も人工着色した感じではなく、ナチュラルな薄い黄色で少し濁っている。

　酒多さんの方は、牛乳か豆乳を使った苺味っぽいラテ風である。こちらは素直に美味しそうだ。

　俺が黄色い謎の液体を前に硬直していると、その空気を打ち破るように酒多さんが明るい声をあげた。

「あ、あの冷めちゃうので、準備もできたし、いただきまーす！」

　酒多さんがナイフとフォークを手にした。自分で作ったパンケーキをまず一番に口に運ぶ。

「あ……お、美味しいです！」

　自分で焼いておいて意外そうに酒多さんは目を丸くさせた。

「じゃあ俺も。いただきます」

「いただきます」

　俺がナイフとフォークを手にすると、縁も同じタイミングでパンケーキの試食にかかった。

　酒多さんの焼いたパンケーキを一口サイズに切って口に運ぶ。

　枚数を焼き溜めたので熱々とはいかなかったが、ふっくらサックリしっとりとしていて絶妙な食感だった。生地に混ぜ込んだヨーグルトのおかげで粉っぽさは皆かい無むであり、クリーミーにすら感じられる。ほんのり薫るバターの塩味が味を引き締めつつ、メープルシロップの甘さをよりいっそう芳ほう醇じゆんなものへと昇華させていた。

　美味しい。酒多さんが焼いてくれたのだから、その美味しさもひとしおだ。

　酒多さんが俺をじっと見ている。

「ど、どどどどうですか朗くん教官？」

「とっても美味しくできたと思いますよ酒多さん。自信もっていいんじゃないかな」

「は、はい！　ありがとうございます！」

　聞いたこっちが気持ち良くなるくらいの返事だった。

「で、でも朗くん教官が食べたのが、もしかしたら特別に美味しく焼けた一枚かもしれないから、わ、わたしのを基準にして、こ、ここ公平に判断してもらいたいんです」

　酒多さんが彼女のお皿のパンケーキを一口サイズに切って、フォークにさして俺の口元にもってくる。

「あ、あの、あのあのあの朗くん……あ、あーんしてく、くだ……くだだ」

「あーん」

　縁が餌えさに食いつく魚のように、身を乗り出して酒多さんの差し向けたフォークの先端にかぶりついた。

「あわわわわわわわわ」

「美味しい。酒多さん天才です。チェック完了です」

　酒多さん。今のは……は、恥ずかしいですから！　あーん！　とか恥ずかしすぎますからッ!!　縁が阻そ止ししてくれたのが、良かったような残念なような……いやいや冷静になれ俺。

　だいたい、酒多さんと間接的なキスになりかねなかったわけだし。今のは……これでいいんだ！

　気持ちを落ち着かせるために、俺はドリンクのストローに口をつけた。黄色い液体を吸い上げる。

　瞬間、口の中に優しく残るメープルシロップの甘みが……一いつ片ぺんたりとも残さず消え去った。

「――――ッ!?」

　なんじゃこりゃ。こ、言葉にできない。縁がドリンクを飲んだ俺をニヤニヤ見ている。

「どうだ？　新メニューの五〇〇パーセントレモンジュースの味は」

　なん……だと。確かにレモンだ。レモンの味だ。というかレモンの味しかしない。

「私がお前に対しての怒りを糧かてに握りつぶしたレモン汁だ。もちろん味の調整はしていない」

　喉のどが焼ける。酸さん味みと苦みが俺の舌を蹂じゆう躙りんした。レモンの生なま搾しぼりジュースか。確かにこういうのが好きな人はいる。が、きっとドＭだろう。俺の偏へん見けんによる判断だが。

　グレープフルーツジュースなんかでは、ガムシロップを入れて味を調ととのえるはずだ。だから、このレモン汁には絶対に入れるべきだ。

「が、ガムシロップを……」

「何個だ？　個数によってののしり方を変えてやるぞ。０個か？」

「いや、０個は無理だろ」

「一個なら焼け石に水。二～四個程度では中途半端。五～七個も入れてしまうなら、最初からこのメニューを頼むな。八～十個も入れたらレモンが台無しだ。十一個以上入れる奴にはもれなく、樹じゆ液えきでもすすっていろカブトムシ野郎と罵ののしってやる予定だ。さあ、何個だ？　お前に素材の味を壊すような真似ができるのか？」

「くっ……レモンジュースのレモンを殺すほどガムシロップを入れるのは確かに……俺のポリシーに反する」

　縁の奴、俺の料理に対する信念まで利用するのか。酒多さんが俺を心配そうに見つめていた。

「だ、大丈夫だ酒多さん。レモンジュースといってもしょせんは冷たいドリンク。中に氷が入っているからな。時間が経てば氷も溶けて味もほどよく薄まるはずだ」

　濃縮果汁を還かん元げんしないで飲んでいるような印象の五〇〇パーセントレモンジュースだが、時間が経てばちょうど良く薄まるだろう。時が解決してくれる。

　だが、縁の口角がニヤリとあがった。

「残念だったな。その中の氷もレモン汁でつくったものだ。いつかお前に試そうと、以前から準備だけはしておいたからな」

「な、なんだと？」

「薄まることを知らない。故に五〇〇パーセントレモンジュースと名付けた。ちなみにこの『氷が溶けて味が薄まる』のを防ぐ手法は、近所の焼き肉店『バンバン』名物の冷れい麺めんからヒントを得た。あそこの冷麺のスープに入っている氷は、冷麺スープを氷らせたものだ」

　料理漫画的な一工夫をしてまで俺を追い詰めますか縁さんや。逆に感動すら覚えます。

「あ、甘いです。美味しいです」

　酒多さんはピンクのラテをちゅーっとストローで吸っていた。そしてハッと気づく。

「あ、朗くんのお口の中も、この練れん乳にゆう苺いちごミルクならきっといやしてくれます」

　酒多さんはラテのグラスを俺に差し出した。いやいやいやいや、だからそれは間接キスですから酒多さん！

　俺が迷っている間に、縁がピンクのラテのグラスを俺の目の前から強ごう奪だつした。

「それはいけないです酒多さん！　この激甘ラテは女子供の飲み物でやがります！」

　縁がちゅー！　と、ピンクのラテをストローで吸い上げつくした。女の子同士だと間接キスとか気にならんのだな。なぜか俺の脳裏に眼鏡馬鹿の顔が浮かんでいた。

　よし面堂！　女子と間接キスになるのが恥ずかしいんなら俺の飲みかけをやろう！

　とか、言いそうな気がしなくもない。

　縁は一気にピンクの液体を飲み干して、その顔色を変えた。

「あ、ああああああああ！　喉が焼ける！　甘いです！」

　いや、お前が作ったんだろうに。しかし、縁のつくるものはなんでも極端だ。この五〇〇パーセントレモンジュースが酸っぱさの極北にあるとすれば、ピンクのラテは甘さの赤道直下といったところだろう。

　二つを足して二で割ったら美味しいノンアルコールカクテルにでもなるんじゃなかろうか？

　と、俺が思ったところで、甘さに打ちのめされて涙目な縁が俺の目前からグラスを奪い取った。

　おい、おま……ちょっと待て。

　ずちゅ――――――――――――――！　と、レモン汁を飲み干して縁はほっと一息ついた。

「ふぅ……危なかった。甘さで死ぬところだった」

「あ、あわわわわわわ」

　どうやら酒多さんは気づいているらしい。縁もレモンジュースのグラスをテーブルに置いてから自覚した。

「あっ……あああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　そうです。縁さんは酒多さんと間接キスをしたその口で、俺が口をつけていたストローを使ってしまったわけです。

「ば、ばかああああああああああああああああああああああああああ！」

　自爆だろ。

　縁は涙目で俺を恨めしそうに見据えている。

　酒多さんはあわあわモードだ。

　縁が吠ほえた。

「お、覚えていろよ面堂朗！　ふ、復ふく讐しゆうしてやりゅ！」

　びしっと俺の顔を指さしてから、縁は脱だつ兎とのごとくポイズンのフロアから住居に続くドアに逃げ込んでしまうのだった。

　最後に嚙んでしまうあたり、すごく動揺してるっぽい。

　俺は……い、今のに関しては悪くない……よな？
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　夕方から雨の予報だった。降水確率は六〇パーセントと、やや分が悪い賭かけといったところか。むしろ逆境の時こそ人は挑戦したくなるものだ。

　そして、俺おれは見事にその賭に負けた。

　ポイズンでバイトが終わった時には、ちょうど土砂降りになっていた。商店街のアーケードの屋根を雨粒がけたたましく鳴らしている。アーケードの中にいれば雨に打たれることもないが、家に帰るまでにはびしょ濡ぬれ確定だ。

　酒さか多たさんはまだ着替えの真っ最中で、フロアには俺より先に着替え終わった川かわ原はらと、縁ゆかりに晴はる美みさんの姿があった。碧みどり店長は縁にフロアのことを任せて、バックヤードに行ったきりだ。

「んじゃ！　お先ッ!!」

　川原は……レインコートを着ていた。傘かさじゃないのか。

「自転車か何かできたのかお前？」

「いんや。けど俺はさ……カメラマンだから。いいか面めん堂どう。雨天ってのは普段では撮影できない幻想的な光景に巡り会うチャンスでもあるんだ。傘なんぞ持っていて決定的なチャンスを逃すわけにはいかんだろ？　そんなことも知らないのか」

「知らん」

　バイト明けなのに、今から雨に濡れた夜の街を撮影しようっていうのか。こいつの体力は無限か？

「そういうテメェはどうしたんだ？　あ！　さては傘がないんだろう」

「というわけで、貸してくれ縁？」

　俺は川原をスルーして縁に向き直った。なにやら背後の方でごそごそ音が聞こえる。川原がレインコートを脱ぬいでいるような気がしたが、気にしないことにした。

　縁は大きめの花柄の傘を晴美さんに手渡している。

「あの、本当に良いのですか縁先輩」

「いいか、ちゃんと返せよ。借りパクするな。死ねばいいのにね占いで死ぬという占い結果が出て死ぬことになるぞ」

「返します！　返しますから！」

　晴美さんを脅おどしつけながら、縁は彼女に傘を貸していた。なんだその物ぶつ騒そうな占いは。

　とはいえ、なんだかんだ言いながらも縁は女子に優しいようだ。

「それでは本日はこれにて失礼します。お疲れさまでした」

　晴美さんがぺこりとお辞じ儀ぎをした。帰ろうとする彼女の背中に縁が声をかける。

「おい晴美！」

　首だけ晴美さんは振り返った。

「は、はい？」

「あの件……いや、なんでもない。とっとと帰れ」

「は、はい！」

　同じ「はい」だが最初と後のでずいぶんと調子が違う。晴美さんの表情が引ひき締しまったかと思うと、あれ……俺を見ている。

「ど、どうしたんですか晴美さん？」

　俺が声をかけると、晴美さんは顔を真っ赤にさせて外に走り去ってしまった。

「よし面堂脱げたぞ！　俺の体温がまだ残っているうちにこれを着ろ！」

「遠えん慮りよしておく」

「なぜだッ!?」

「お前が困るだろ。大雨なんだし」

「面堂。て、テメェ……オレを心配してくれてるのか？」

　心配はしていない。ただ、面倒だと思っているだけだ。

「わかった。オレたち、と、ともだ……だもんな。テメェの忠告にしたがってやんよ」

　急に声のトーンが小さくなった。ともかく川原が脱いだレインコートをもう一度着始めたので、いいか。

「というわけで縁。俺にも傘を貸してくれないか？」

「雨の予報が出ていたのに傘を忘れるとはゴミ以下だな。稲いな妻づま川がわに流されて太平洋に流れ着き死ね」

「おい縁。人をゴミ以下とは失礼じゃないか？　お前というやつは、もう少し他人に対して普通に接することができんのか？」

「普通に接しているだろ。晴美が変態でもちゃんと応対してるぞ」

「変態って……」

「ずぶ濡れになって帰れ。パンツの中までぐちょり死ね」

「傘くらい貸してくれてもいいんじゃないか？」

　冷れい酷こくだ。俺が頼んでもらちがあかない。そんな時、救いの天使がロッカールームから姿を現した。

「だったら朗あきらくん！　一緒に帰りましょう♪　相あい合あい傘がさで！」

　レインブーツに大きめの傘を手に、雨対策は万全な酒多さんが笑顔で俺の元へと小走りに駆けてきた。転ばないかと一瞬、俺は緊張したのだが……特に問題は起こらなさそうだ。

「……チッ」

　縁が不ふ機き嫌げんそうに舌打ちする。と、同時に雨脚が強まった。

　先に一人で帰った晴美さんがちょっと心配だ。とはいえ、晴美さんが向かうのは駅方面なのでアーケードを抜けてからも、それほど雨にさらされる時間は長くない。

「うおおおおおおおおおおお！　オレは帰るからな？　いいのか面堂？」

「なんで俺に許可をもとめるんだ？」

「し、知らないからな！　豪雨の中で歴史的スクープをオレがものにしても知らないからな！」

　なんだかわけのわからんことをわめき散ちらしながら、川原のやつも行ってしまった。

　しかし、結構強力な低気圧っぽいな。縁がポイズンの窓のそばに立って、商店街のアーケードの天てん井じようを見上げながら呟つぶやいた。

「稲妻川も増水してそうだな。今日だけは特別に許してやる。まあ、お前が幸せでいられるのも今日までだし……せいぜい残された人生を楽しめばいい」

　縁が不吉な言葉を呟いた。酒多さんはぽかーんとしている。俺はといえば……困こん惑わくするほどではないにせよ、わけがわからず吐息混じりの声が出た。

「それで、傘はもうないのか？」

「あ、あれば相合い傘なんて許可するか！」

　そりゃごもっともで。しかし、酒多さんはといえば縁の行動にちょっとだけ涙ぐんでいる。

「あ、ありがとうございます縁ちゃん！　朗くんと相合い傘で帰るのを許可してくれてありがとうございます！」

　おいおい酒多さん。縁の許可はそこまで重要でもないでしょうに。

「う、うう……」

　酒多さんの嬉うれしそうな顔に縁は返す言葉もないようだ。ぼんやり立っていた俺の腕を酒多さんは摑つかんで引っ張った。

「お疲れ様でした！　雨がもっと強くなる前に撤てつ退たいです朗くん！」

「お、おう……そうだな」

　酒多さんに引っ張り出されながらも、俺は後方を確認する。縁が……にやけ顔だった。なんというか、邪悪な笑みだ。笑い声で表現するなら「ククク……」といった感じだろう。

　気になる。が、俺の身体からだは大根のようにポイズンから引き抜かれ、酒多さんと並んで商店街のアーケードに出るのだった。




　雨が降っている。勢いは増していた。ごうごうと、遠くで大きな音がしている。増水した川の音なのだろうか？　普段よりもずっと暗い夜道に思えた。大きめの傘を俺が持って歩く。酒多さんは寄より添そうようにぴたりと俺にくっついてきていた。

「こ、これならいつ転びそうになっても、朗くんがフォローしやすいですよね？」

「転ぶの前提ですか酒多さん。いや、でも普段から注意しているのはいいとおもいます」

「普段からちゃんとしてます！　してる……つもりなんですけど……えへへ」

　照れたように酒多さんははにかんだ。

　まあ、好きこのんで自分から転ぶ人なんていないよな。酒多さんを少し疑うようなカタチになってしまった。

「ごめん酒多さん。今のはちょっと俺の言い方が悪かった」

「あ、あやまらないでください！　注意して歩いてても転んじゃうのは事実ですから！　べ、別に朗くんは悪くなんかないんですからね！」

　胸を張る酒多さん。ふくらみが強調された。勢いでちょっぴり縦たて揺ゆれする。自慢げに言わないでください。ツンデレのツンの部分がもう、なんというかツンではなくなってますから。

「あの、酒多さんに前から確認したいことがあったんだけど」

「なんですか朗くん？」

　傘を叩たたく雨音が激しいので、自然と声が大きくなる。

「やっぱり……ツンデレに挑戦中なのかな……って」

「そ、それは……その」

　酒多さんの声のトーンが小さくなった。図星なようだ。

　酒多さんは持ち前のポジティブかつチャレンジャーな精神で、ツンデレに挑戦したかった。ここまではたぶん、間違い無い。

　ツンデレというのは、好きな人の前だけでデレデレ。第三者がいるところではツンとした態度をする。そして酒多さんが俺にツンデレっぽくなる。つまり俺のことを酒多さんが好きってことになる……なんて計算や思考は俺の独りよがりな自意識過剰だ。

　きっと俺は酒多さんのツンデレ運用試験の実験台だ。お、俺のことが本当に好きでツンデレ化して気を引きたいなんて、酒多さんが考えるわけがない。酒多さんはそういう計算とか駆け引きの世界の外側にいるピュアな人だ。

　そうだ、それを肝きもに銘めいじた上で酒多さんに提案しよう。

　ツンデレ風にならなくたって、酒多さんは人間として魅力的だ！　と。

「酒多さん無理してるんじゃないか？」

「無理なんてしてないです！　普通です！」

「誰の影響かはわからんし、ツンな酒多さんもその……可か愛わいいとは思うけど、俺は素直な酒多さんの方が好きだな。あの、好きっていうか、良いと思うっていうか、とっつきやすいっていうか、人として尊敬できる……みたいな」

　酒多さんのツンは可愛さよりもデメリットの方が上回っている……気がする。

　翻ほん弄ろうされたり困惑したりと、見ている周囲の人間（主に俺）の心が安まらない。

「え、は、はわわわわ」

　酒多さんがぶるぶるっと身震いした。

「だ、大丈夫ですか酒多さんッ!?」

「は、はい！　あの……わ、わたし……普通の女の子に戻ります！」

　よかった。わかってくれたみたいだ。

「ごめんなさいごめんなさい。朗くんに隠し事しててごめんなさい！」

「俺に隠し事って、ツンデレのことか？」

「は、はい……朗くんに噓うそをついてしまったような気持ちです。申し訳なくて」

「俺は、べ、別に気にしてなんかいないし、それに酒多さんが対人スキルとしてのツンデレという技法をものにしたいっていうのなら、お、応援するから。今のはその……あくまで俺の個人的な意見を述のべただけだ」

「あうう……朗くんの……ばか」

　酒多さんはうつむき気味になって、独り言のように呟いた。雨音でかき消されてしまいそうなか細い声だった。

　ばか……って言われてしまった。何かミスったか？　けど、酒多さんの表情をみると、嫌悪されているようでもないし……わ、わからん。

　俺が困惑していると、また、雨の勢いが増した。

　アスファルトに落ちた大きな雨粒が地面との衝突の威力で拡散し、霧きりのように広がる。気温はそれほど低くもないので、ミストサウナのようになっていた。

　そういえば、酒多さんツンデレ化事件について一つ、疑問が残ったままだ。

「酒多さんがツンデレを目指したのって、縁の影響なのか？」

「違います！　縁ちゃんは参考にしましたけれど……」

　参考にしてたのか。それであのぬるいツンっぷりというあたり、流石さすが酒多さんだ。縁が激辛カレーなら、酒多さんのツンっぷりなんてホワイトシチューみたいなものだ。

「じゃあいったい誰が……」

「じ、実はその……碧店長が……」

　そこかーッ!?

　完全に俺の意識の外側にいる人の名前が出てきた。ああ、まったくあのお姉さんチックなお母さんときたら、自分の娘さんだけでなく娘さんの友達までもツンデレにしてしまいますか。そうですか。

　しかし、なんで碧店長がそんなことを？　気まぐれか？　いや、理由もなくそんなことをオススメするような人とも思えないんだが。結局謎なぞが深まった気がするぞ。

　しかしなんだか、汗ばんでくる。傘のグリップを握る手がじっとり湿ってきた。

　酒多さんは眉まゆを八の字にしている。申し訳なさげだ。見ている俺の方がいたたまれない気持ちになってくる。やっぱり、酒多さんに似合うのは笑顔だろうに。

　そもそも、謝るべきは俺の方だ。酒多さんに俺は……隠している。まだ、縁とのことを教えられずにいる。

　どうしようか。

　このままにしておくと、見えない傷口が広がっていくような気がして……怖い。

　俺の口は勝手に動いていた。

「あ、あの酒多さん。突然だけど、実は俺って酒多さん以外の人の声が……七秒後の悲鳴が聞こえることがあるんだ……」

「そ、そうなんですか？　あ、えっと……そう……ですよね」

　酒多さんは目を丸くさせた。俺が稲いな波ば市しにやってきた理由は、酒多さんにも話している。俺は「たくさん聞こえすぎるようになった」から、この街に逃げてきたんだ。

「本当はあんまり聞こえすぎると困るんで……あ、いや、違うんだ。酒多さんの音は聞こえた方がいいんだ……だからその……あの……俺の異能は……」

　次に続く言葉が出ない。俺の足も口と一緒に止まっていた。雨なので酒多さんも俺の歩調に合わせて立ち止まる。

　風は吹いていない。傘をさして立っている分には濡れる心配はない。ただ、雨のせいで二人の距離がいつも以上に近かった。

　酒多さんは俺の顔を見上げている。

　普段のほわほわふんわりとした空気ではなく、酒多さんは真剣な表情をしていた。いつもと違う酒多さんのまなざしに、ちょっとドキッとする。

　酒多さんが俺の空いている方の手を両手で包むように握ってきた。

　彼女の手は冷たい。そして、かすかに震えている。緊張すると手が冷たくなる……そんな話を思い出した。

　人間は緊張してくると、手の温度が下がるらしい。身体の中心に血を集めて、いつでも全力を出せるようにするための生存本能なのだそうだ。

　この冷たさは雨のせいだけじゃない気がする。

　酒多さん……手が冷たくなるくらい緊張してるのか。

　身体の中心に集めた力を解き放つように、酒多さんは口を開いた。

「わたしは朗くんに頼ってばっかりです。このままじゃいけないって思って……しっかりしようと思って……でも、学校だと朗くんがそばにいると安心して、油断しちゃいます。ポイズンでは朗くんは厨ちゆう房ぼうでがんばらなきゃいけないから……不思議なんですけど、ポイズンで集中してる朗くんをみてると、不思議とわたしもがんばれちゃうんです。あれ？　やっぱりわたし、朗くんに頼ってますね」

　真剣な表情のまま、酒多さんの瞳に涙が浮かんだ。瞬まばたきをすれば落ちてしまいそうだ。俺は……。

「た、頼ってくれていいんだ！　いや俺が酒多さんに頼ってほしいんだ！　酒多さんだから、俺はがんばろうって思うんだ。酒多さんの力になれると、それだけで俺は嬉しく……なるから」

　顔から火が出るほど恥ずかしい。

「朗……くん？」

「それに、そもそもポイズンでの酒多さんのがんばりは、俺なんか関係ない。酒多さんの実力だから！」

「そ、そんなことないです。朗くんがいなかったらきっと、緊張して何もできません。あう、これじゃあ朗くんにおんぶに抱っこです」

　酒多さんは俺に負担をかけたくないんだろうな。俺にはその重みがちょっぴり心地良いのに。

「俺はいつでも酒多さんを応援するよ！　したいんだ！　させてくれ！」

「わたしも朗くんに頼ってばかりの女の子じゃなくて、朗くんの力になりたいです。私にできることがあればなんでも言ってください！」

「お、おう」

　ザーッと雨だれが傘の上を流れ落ちていく。少し、風も出てきた。天候は荒れ模様だ。

　酒多さんが俺の手を小さく引っ張った。それに釣られるように再び俺は歩き出す。酒多さんは俺の顔を見つめたまま続けた。

「お願いしてもいいですか？」

「お願い？　俺にできる範囲内でのことなら、なんでも」

　酒多さんの表情が一瞬だけ悲しげに、儚はかなげになった。

「こんなお願いする方が間違ってるかもしれないけど……わたしを……ひとりぼっちにしないでください。そばに……いてください。ひとりになるのは怖くて……辛つらくて……へ、変ですよねこんなお願い。あ、あの！　今のなし！　なしです！　聞かなかったことにしてください。わたしに朗くんを縛る権利なんて……ないんだし」

「…………」

　すぐに言葉が出なかった。

「あ、朗くん？」

「いや、おう。はい。えっと……はい……」

　俺はしどろもどろだ。酒多さんは俺を……どうしたいんだろう。そばにいるって……それはやっぱり家族のような距離感なのだろうか。もっと、違うものなんだろうか。

　俺が縁との異能のことを隠しているのは、酒多さんをひとり、のけ者にしているような状態……なんだろうか。

　気づけば、俺たちは交差点までやってきていた。四月に初めて酒多さんと出会った場所だ。あの日、満開だった桜の木は若い緑の葉を雨に打たれて、その姿が俺には……辛そうに見えた。




《キキーッ！　きゃあああああああッ！　あうううぅぅ、びしょ濡れです》




　瞬間、咄とつ嗟さに俺は道路を見み据すえた。車道にランプが光る。こちらに向けてトラックが走ってきていた。少し雨に濡れるよりも……泥水をかぶる方がよっぽど不幸だ。

　俺は背後に酒多さんを守るようにしながら、開いた傘をトラックに向けて突き出した。

「バリアーッ!!」

　子供の言いそうな台詞セリフだが、俺は思わず叫んでいた。なぜか叫ばずにはいられなかった。

　どばっしゃーん！













　と、トラックは水たまりを踏む。俺の身長に届くかというほどの、豪快な泥水の津波が発生した。俺は迫り来る水の壁を傘で押し返すように弾はじく。

　水が跳ねるまで一瞬の出来事だった。だが、俺は七秒前に覚悟ができている。

　トラックはそのまま行ってしまった。まるであの日の再来だ。

「大丈夫ですか酒多さん？」

「あ、朗くん。自分が濡れちゃったじゃないですか！　バリア失敗です！」

　傘で上半身をブロックしたまではよかったのだが、カバーしきれなかった下半身がぐしょ濡れだ。腰から下……ズボンが水を吸ってどっしり重い。

「これくらい平気だから！　それにほら、馬鹿は風邪を引かないっていうだろ？　それじゃ、気をつけて帰るんだぞ酒多さん！」

　俺は手にしていた彼女の傘を酒多さんに押しつけた。

　走る。雨に濡れたまま。膝ひざやモモにズボンの布地が張り付いて重たいし、ぐっちょりしていて気持ち悪い。傘がないので上着もあっという間に浸食されて濡れねずみだ。頭からバケツで水をかぶったような状態になるのに、一分とかからなかった。

　俺は……ホッとしていた。あそこでトラックが来たから……なにもかもがうやむやになって……ああッ！　逃げている。こんなことを考えること自体、俺は酒多さんの信頼を裏切ってるんじゃないか？

　考えがまとまらないまま、俺は走って、走って、土砂降りの中を切り裂くように突っ走って家路についた。




　翌日になって……酒多さんは学校でも普段通りだった。俺はといえば風邪の初期症状もなくいたって健康だ。風邪を引かない馬鹿でよかった。

　だが、そろそろテストも迫ってきている。やっぱり馬鹿のままではよくないな。

　クラスの誰だれもがテストのことで憂ゆう鬱うつそうなのに、酒多さんは普段通り明るくて元気で、太陽のように眩しかった。

　朝のホームルームが終わると、酒多さんが席を離れて俺と縁の席の間にやってくる。

「信のぶ人とくんは充電中みたいです」

　相変わらず、川原のやつは休み時間になるとつっぷして動かない。先日の球技大会でヒーローになったのに、あれじゃあせっかく興味をもったクラスメートも声を掛けづらいだろうに。まるで外界との交信を自ら断絶、拒絶しているように見える。

「あいつのことは放っておこう。用件があればバイト前に話せばいいわけだし」

　俺が肩をすくめた。

「そうでやがります酒多さん。それで、酒多さんはなにを提案するんですか？」

　わざわざ俺と縁のところまで酒多さんがやってきたのだから、なにがしかの「やってみたいこと」ができたんだろう……と推すい測そくできる。

　昨日でひとまずツンデレは一段落したようだから、次のチャレンジに移行してもおかしくない。というか、ツンデレには戻らないでください酒多さん。

「あの、テストも近いので次の土曜日はお勉強会がしたいです！」

　べ、勉強会……か。テスト勉強なんてしたくないんだが、酒多さんのお願いとなれば話は別だ。

　だが、俺には教えてあげられる教科なんてない。

「あ、朗くんにお勉強を教えてあげます！　今度はわたしが先生です」

　酒多さんの声が震えていた。両手の拳こぶしをきゅっと握って脇わきを締しめている。酒多さんが脇をしめるとその……ふくらみが強調されてしまって……直視しづらい。

　俺は極きよく力りよく目線をあげて酒多さんのおでこのあたりを注視した。

「お、おう。よろしくお願いします。酒多さん先生」

　昨日、雨の帰り道で酒多さんは俺の力になりたいと言っていた。

　こういうことか。

「酒多さんこんなやつに勉強を教えるなんて時間の無む駄だです」

　縁がフンッと鼻を鳴らす。

「こんなやつとは失礼な」

「だいたいどこで勉強会をしようっていうんでやがりますか？」

「そりゃポイズンじゃないのか？　広いテーブルもあるわけだし」

　縁がムッとしながら口をとがらせた。

「昼間はメニューをドリンクとケーキだけにしぼって大学生のバイトをいれて、メイド喫茶じゃなくて純喫茶をしてるんだうちの店は」

　そういえばそうだったか。確かに辞書だのなんだのを広げるような雰囲気のお店じゃないよなポイズンは。営業時間外だったら利用可能かもしれんが……いや、それだと碧店長に迷惑がかかるだろうし、ポイズンを使わせてもらうのは現実的ではないか。

「じゃ、じゃあわたしの家に……」

　酒多さんが顔を真っ赤にさせて言いかけたその時、背後からスッと影が割り込んだ。

「そういうことならオレに考えがある」

　川原だ。珍しく休み時間に起動している。充電は済んだのだろうか？　酒多さんは最後まで言い切ることができず、口をもにょもにょさせていた。

「お前、人が話してる時に横から邪魔するなよ」

「うっせー！　オレは言いたいときに言いたいことを言いたいだけ言う！」

　うざい。

「で、なんだ？　眼鏡発射台。川原って呼ぶと長いから今後はバカ原とでもするか？」

　縁の冷たい視線が川原に突き刺さった。

「お、オレの身体は眼鏡発射台じゃねぇ！　だいたい川原もバカ原も文字数同じだ！　短縮になってねぇよ！　このＡカップ以下！　子供料金で乗り放題！　ツインテール！　こましゃくれ！」

　ツインテールは悪口なのか？　あと、子供料金で乗り放題は……縁ならあり得る話だ。

　縁は少なくとも外見的にはかわいいわけだが、川原にかかればなんでもありだな。

「こ、こましゃくれじゃない！　私は大人だ！　映画の料金は高校生料金だし、バスも電車も大人料金で乗っている！　学割が使えるところは学割だ！　文句は言わせない」

　思ったよりも効きいているな。川原の「子供料金で乗り放題」ってのは。

　うーむ。しかしよくわからんのだが、縁は口より先に手が出るっぽいのに、川原を殴っているシーンはあまり見られない。まあ、まったくないとも言い切れないのだが、俺が見ている限りでは、足を踏まれるのも腹パンチされるのも、いつも俺ばかりだ。

　川原がここまで挑発的なのに、縁はにらみつけるだけだった。

「二人とも落ち着いて……あの、信人くんのアイディアってなんですか？」

　酒多さんが仲ちゆう裁さいに入った。酒多さんにかかれば、さすがのちびっ子凶獣も引き下がらざるを得ない。

「図書館だッ！　稲波市が誇る巨大図書館で勉強すればいいんじゃね？　いや、マジで。オレってば冴さえてるよな？　そう思うだろ面堂？」

「わりと普通に思いつきそうな意見だと思うんだが」

「ば、バッカ！　盲点だろ？　普通に思いつきそうだけどなかなか出ない最適解をオレがズバッとついたわけだよ」

　川原は眼鏡のフレームを指でクイッと押し上げてみせた。そういえば、こいつ……やっぱり勉強できるのか？　できるから自信満々って感じがするよな。

　ハイスペックだもんな。勉強に関しては産さん廃ぱいスペックな俺としては、とても肩身の狭い勉強会になりそうだ。

　酒多さんがうんうんと川原の意見にうなずいた。どこかその動きがぎこちない。

「えっと、じゃあ決まりですね！　図書館でお勉強しましょう！　今からコツコツやっていけば、きっとテストも乗り切れます」

　いつもの……いや、本来のポジティブな酒多さんに引っ張られるように、俺たちは週末に勉強会をすることになるのだった。




　ポイズンのバイトは来週からしばらくお休みである。テスト期間中、ポイズンは普通の喫茶店のみの営業となるのだ。

　とはいえ、その間も碧店長はメイド服なのだとか。

　勉強やテストが苦手な俺は、できることならずっとバイトをしていたかった。すっかり着慣れた執事服に袖そでを通しエプロンを装着して、バンダナで髪をまとめて手洗いうがいもしっかりやったところで、キッチン周りと食材のチェックは……全部終わっていた。

　晴美さんである。俺たちが来るよりも早く、開店準備を進めてくれていた。正直……助かる。

　メイド服にエプロン姿の晴美さんに、俺は声をかけた。

「ありがとうございます。すごく助かります」

「ど、どういたし……いたまして」

　は、話が……通じた！

　晴美さんはいつも俺を凝視していたのだが、今日の彼女はどこか伏し目がちだ。

「今日もよろしくお願いします」

「もちろ……もちろんろんなのです」

　ようやく俺に馴なれてくれたんだろうか。台詞は嚙み嚙みだったが。

「あの面堂先輩……いいえ、あ、朗……さん」

　晴美さんは奥歯をカチカチと鳴らしながら、俺に話しかけてきた。なんだろうか……どうしてそんなに緊張してるんだ？

「朗さん……こ、こんどお姉さんと……い、いいことしない？」

　えーと……ど、どういうことですか？　いきなり何をおっしゃりますか？

「晴美さんどうしたんですかいきなり？」

「だ、だからぁ……私とね……ふ、ふたりっきりで……で、ででで、デート」

　晴美さんの声が急速にしぼんでいった。

　俺は耳を疑う。確認するのが怖い。そして、俺以上に驚きよう愕がくしている人間がフロアにいた。酒多さんだ。

「こ、今度の土曜日とか……どうかしら？　お姉さんがい、いろいろと教えて……あ、あげ……あげる」













　今までのあの熱い視線って、本当に……本当に俺のことをす、すすす好きだったからなのか？　出会った時から晴美さんは俺のことを妙に熱っぽく見つめてきていたし、ちゃんと会話が出来ていないのに、仕事はまるで以心伝心みたいにうまく連携できてたし、料理好きってところも相性が良いように思えるし、手と手が重なっちゃったりもしてドキドキしたし。あのさらっとした肌の感触が俺の掌に蘇る。やばい、なんか胸が……熱いぞ。

　嵐のような心の中とは裏腹に、俺の口は当あたり障さわりのない言葉を選んでいた。

「す、すいません土曜日は先約があって」

「なら日曜日に……」

　当たり障りのない……大失敗。今、俺は墓ぼ穴けつを掘ほったのか？　先約さえなければ行けます的な流れができてしまってるぞ。

　ああ、酒多さんが……俺を見ている。悲しげな瞳で俺を見ている。まるで売られていく仔牛のように。そ、そんな顔しないでくれ！　俺だってパニクってるんだ。

「いきなりどうしちゃったんですか晴美さん？」

「で、デート！　デートを……したいのです。朗さんの、か、彼女にしてほしいのです。彼女です！　彼女なのです！」

　晴美さんの声が小型犬のようにプルプルとしている。それによくみれば伏し目がちというか、晴美さんの視線の先をたどっていくと……縁にぶつかった。縁は俺と晴美さんに背中を向けているのだが、晴美さんの視線はすがるように、助けを求めるように縁に注がれている。

　なんだろうか。この奇妙な違和感は。

　たぶん晴美さんは本心から俺とデートしたいとは思ってないんじゃないか？

　一時、本当にモテ期が来たのかと思ってしまった俺は……かなり恥ずかしい。

　前にもモテ期じゃないかと思ったりもしたのだが、やっぱりこれは違うぞ。

　なんとなくだけど、そう確信が持てた。

　さて、どう返せばいいんだろうか……やっぱりここは普通にお断りしよう。

「いや、デートなんてできませんよ晴美さん。それに彼女とかって……」

「そこをなんとかお願いしたいのです！　一度で良いのです。で、ででででデートをしてほしいのです。年上の女の人はお嫌ですか？」

　うっ……引かないのか晴美さん。ここまで食い下がるなんて、何かよっぽどの弱みでも黒幕に握られているんじゃなかろうか？

「じゃあ、テスト期間が明けるまで待ってください」

「は、はい。それでデートしていただけるのですね？　朗さんのか、かかか彼女にしてくれるのですね？」

　そうは言ったつもりもないのだが、ともかく時間だけは稼かせぎ……ああッ！　さ、酒多さんが……泣きそうだ。どうすりゃいいんだ？

　俺には酒多さんのそばにいて、酒多さんを守るという使命がある。

　ここはやっぱり、酒多さんのためにも晴美さんにはきちんとＮＯ！　と言うべきところかもしれない。けど、もしここで晴美さんにＮＯをつきつけたら、あとで晴美さんが何をされるかわからない。

　黒幕……と、おぼしき人物が俺に対してポイズンで「お前が幸せでいられるのも今日までだ」みたいなことを言っていたのは、こういう罠わなをしかけていたからなのか。

　今、この場で黒幕を問いただすことはできる。が、証拠がない。のらりくらりとかわされるのが目に見えている。

　晴美さんがどうなってもいいというのであれば、ここは徹底的にお断りすべきだ。

　別に晴美さんが美人だからもったいないとか思ってない。偽善者と後ろ指をさされようとも、この人が黒幕に弱みをちくちくされて傷つくのを見過ごせなかった。

　だからといって、酒多さんを不安にさせるわけにもいかない。

「おい！　て、テメェなに考えてやがるんだ！」

　俺が考え込んでいると、唐突に川原が割り込んできた。

「ひ、人が普段言いたくても言えないようなことをべらべら言いやがって！」

「あ、あああああああああ」

　鼻息も荒い川原に晴美さんがうめき声モードになってしまっている。

　川原の乱入でフロアはいっそう混沌とし始めた。

「そもそもなぁ……ふ、二人っきりでデートだなんて、オレだってそういうシチュエーションにはなったことがないんだぞ！」

　あ、あれ？　晴美さんに言ってるんじゃなくて、もしかして川原のやつ……俺に言ってるのか？　こいつ、年上のお姉さん好きなのか？

「おい川原、何を怒ってるんだ？」

「ウッセー！　テメェはスッこんでろ」

　まったくわけがわからない。

「いいか。デートとか恋人になりたいとか早すぎるだろ。そういうことは、もっとお互いのことを知ってからだッ!!」

　なんだかわからんのだが、川原にしてはまともっぽいことを言ってるような気がする。変人の川原が言っているから、まともだと断言できないわけだが。

　だが、川原の言葉で一歩引いた位置にいた酒多さんまでこちらにやってきた。

「そ、そそそそうです！　いきなり二人でデートは難しいと思います！　み、みんなで遊びにいきましょう！　そうだテストが終わったら、晴美さんもいっしょにお買い物にいけばいいと思います！」

　酒多さんが強引に話をねじまげた！　いや、この流れなら……酒多さんが言い出したことで、黒幕もＮＯとは言えないはずだ。

　晴美さんの瞳がきらりと輝いた。

「ほ、本当ですか酒多さん。あの、縁先輩もそのお買い物には来るのでしょうか？」

「もちろん縁ちゃんも一緒です！　ね？　信人くんも朗くんもいいですよね？」

　川原が俺をじっと見据える。

「ならばよし」

「いいのかよ」

　こちらに背を向けていた縁が……壁を殴っていた。見なかったことにしよう。

　酒多さんのおかげでとりあえず今回のピンチは回避できた。

　しかしどうしてこんな流れになっちまったんだ。時間は稼いだものの、根本的な解決法にはまったく至っていないぞ、俺。

　ふと見ると晴美さんは、どことなくホッとしたような表情をしていた。
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　稲いな波ば中央図書館は稲波高校のバス停から市営バスで十五分ほどいったところにある、市内でも一番大きな図書館兼公民館だった。

　広い自習室があって、冷暖房も完かん備びしている。

　飲食禁止。パソコン禁止。ケータイ通話も禁止。メールはマナーモードなら可。

　なんというか「おしゃべりをしちゃいけない」空気で満たされていた。おかげで勉強に集中せざるをえない。もし、これがファミレスだったら確実にだらけているだろう。

　さっそく大きな机に俺おれたちは陣取った。四人がけするのにちょうどいい。俺の正面に酒さか多たさんが座る。酒多さんの隣は縁ゆかりだ。

　そして俺の隣に川かわ原はらが着席する。

　酒多さんがさっそくノートと教科書、それに英語の辞書を取り出した。

「それではさっそく始めましょう」

　小声で告げると教材を机の上に順次展開していく。酒多さんのノートは……見やすく整せい頓とんされていて、要所には蛍けい光こうペンでチェックまでしてあった。

　文字も綺き麗れいだ。筆記体が美しい。そういえば、部活見学に行った時に、結局書道部で酒多さんが筆を手に取ることはなかったんだよな。

　これだけ文字が綺麗なら、けっこう書道もよかったのかもしれない。

「どうかしましたか朗あきらくん？」

「いや、酒多さんのノートが綺麗だなって思って」

「こ、コピーとってきますか!?」

　席についたばかりなのに酒多さんは立ち上がろうとした。

「あとでもらえたら助かるよ」

「は、はい」

　縁が猛烈な殺意の視線を俺に向けてきています。が、ここはスルーだ。

「それじゃあさっそく昨日の授業のおさらいをしてみましょう」

　黒髪ツインテールがふるふる揺れた。

「こいつにレベル合わせるなんて、酒多さんの時間がもったいないです」

　ぐさりと俺のハートに突き刺さる一言だ。俺は勉強が苦手だ。というか、嫌いだ。

　そして成績はといえば、赤点取らない程度でいいだろうとか思っている。俺なんかのために、酒多さんの学習時間が削そがれてしまうのもしのびない。

「そんなことないですよ縁ちゃん。誰かに教えることで自分の復習にもなるんです」

　酒多さんは縁の頭を自分の胸に押しつけるように抱き寄せた。

「むぐぐぐぐぐぐ」

　うめき声をあげる縁に、自習室を先に使っていた学生や他校の生徒たちの視線が集まる。やばい、目立ってますよ酒多さん。

「わ、わか……わかりやがりました」

　酒多さんの前では縁もなんだかんだいって借りてきた猫だ。

　さっそく俺たちは英語の勉強に取りかかった。とはいえ、自習なので静かなものだ。俺は酒多さんのノートをコピーではなく、写させてもらうことにした。自分の手で書くことでコピーを読むよりも頭の中に入るような気がしたからだ。

「あの、酒多さん。ここの例文なんだけど」

「どれどれ～～♪　先生が教えてあげますね♪」

　うう、ずいぶんと可か愛わいい先生でいらっしゃること。酒多さんが机に覆おおい被かぶさるように、少し前のめりぎみになってきた。

　ああ、なんてことだ。酒多さんの胸の谷間ががががが！　それほど開かい襟きん気味な服じゃないけど、前のめりになることで俺の視線は胸と胸の間に……。

　ガタンッ！　と、俺の右隣で音が鳴った。今まで沈黙を続けていた川原が、前のめりになった酒多さんの肩をそっと押し返して席に戻す。

「え、あの、信人くん？」

「酒多さんそこまでだ。この例文とやらはオレが朗に教えてやんよ」

　なんなんだ川原。

「いいか朗！　ここはオレに任せろ」

「静かにしろ。ちょっと声が大きいぞ川原。自習室なんだからな」

　このままだと自習室から退場になりそうなのだが……それにしても、今のやりとりで妙みような違和感が残った。

　なんだろうか。急に川原の距離が近づいてきたような。物理的な距離ではなく、心理的な接近をされた気がした。

　あっ！　そうか。川原に名前を呼び捨てにされているのが、なんか……ちょっとだけイラッとしたんだ。それと酒多さんにストップをかけたところも、酒多さんを守る会の会員である俺に、川原は遺い憾かんの意いを抱かせた。

「さあどうした朗？」

　やっぱりだ。こいつ、俺のことを名前で呼ぶつもりらしい。まあいちいち気にするようなことでもないのかもしれんのだが……。

「あーもう、わかったわかった。それじゃあここの例文なんだが」

　俺は教科書と酒多さんのノートの写しを川原に見せた。川原は俺がどこがわからないのかを質問する前に、うなずいてから呟つぶやく。

「ふむふむ……なるほど朗。テメェはこんなことも……」

　やばい。こいつ……やっぱり勉強できるっぽい。

「で、ここの動名詞っていうのはなんなんだ？」

　酒多さんが何か言いたそうにして、また身を乗り出しかけた。だが、川原が腕組みをして今にも解説しそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしたため、しぶしぶ酒多さんは席につく。

　川原は眼鏡めがねをくいっと中指で押し上げてから俺に真顔で告げた。

「わからん」

「……はぁ？」

「だからわからんと言ったのだ朗」

　俺はぽかんと半分口を開けっ放しにしていた。縁がぼそりと呟く。

「川原はバカなのか？」

　酒多さんの視線も縁の視線も、俺の視線もまとめて川原に注そそがれた。

　川原はふんぞり返って声をあげる。

「眼鏡キャラだからって勉強できると思うなよ！」

　すごく……自習室に居づらい空気ができました。なんだお前も俺と同じグループの人間だったのか。ちょっとほっとしたぞ川原。

「……死ね」

　当然のごとく縁が告げる。まどろっこしい「○○して死ね」ではなく、ストレートな一言だ。

「オレは生きる」

　川原と縁の視線が火花を散らした。

「まぁまぁ縁ちゃんも信人くんもそれくらいにして。縁ちゃんは理系が得意だから数学を教えてください」

「……酒多さんが言うなら教えてあげます。お前らはついでだ」

　酒多さんにお願いされると顔が真まっ赤かになる縁は、ある意味わかりやすくてなんとも微笑ほほえましい。

　ひとまず俺たちは酒多さんに英語の勉強をみてもらうことになった。




　酒多さんに教えてもらってわかったことが一つある。

　酒多さんは教え方が丁てい寧ねいで、優しくて、わかりやすい。将来、良い先生になれるんじゃないかと思うほどに。先生というイメージもあるのだが、縁や川原のような問題児をおとなしくさせてしまう才能は、なんとなく保母さんっぽくも思えた。

　よいお母さんになるんじゃ……いやいやいや、何を考えているんだ俺は。

　そして、もう一つわかったことがあった。

　川原が……やっぱりハイスペックだったということだ。

　英単語をすらすら覚えやがって。

　そういえば、ポイズンのバイトでも碧みどり店長が作った接客マニュアルを一晩でインストールしたんだっけか。こいつ……才能の無駄遣いすぎる。

　その一方で、応用問題となると川原はすぐにギブアップした。まあ基き礎そからわからない俺が言える立場でもないわけだが。

「うっし、トイレ行くぞ。テメェもこい」

「へいへい……ちょっと休きゆう憩けいにしようか酒多さん？」

「そうですね。じゃあ、一段落ついたことですし、次は数学です。縁ちゃん先生よろしくお願いします」

「せ、先生はやめやがってください酒多さん」

　縁がぽりぽりと自分のほっぺたのあたりを指で引ひっ掻かきながらうつむいてしまった。

「あ、あの、わたしも……お手洗いに」

　酒多さんが恥ずかしそうに呟いた。

「そうか！　じゃあ酒多さんも連れションだな！」

　はいはい川原くんアウト。

「はわわわわわ」

　酒多さんの顔が熟うれたトマトに早変わりする。

「とっとと行くぞ」

　俺は川原を自習室から引っ張り出した。

　図書館の廊ろう下かに出る。

「おい川原。連れションはないだろ」

「そうかぁ？」

　無自覚かつ無む邪じや気きに川原は首を傾かしげた。やばい。こいつ天然だ。

　俺は館内の案内地図を探した。トイレの場所は自習室の廊下をまっすぐ行った突き当たりだ。他に階段を上がった二階にもあるようだ。二階にあがるとちょっと遠い。

　最寄りのトイレに向かうため、俺と川原は並んで歩き始めた。

「なあ、ぶしつけな質問で悪いんだが、川原……なんでお前は学校の勉強がアレなんだ？　いや、俺が言えたこっちゃないってことはわかってるんだが」

「アレとは失しつ敬けいな！」

「すまん。けど、そんなに物覚えがいいんだったら、ちょっと努力すれば勉強だってお手の物だろ？」

「オレは上から物を言われるのが嫌なんだよ」

「……はぁ？」

「だから、基本的に先生ってのが大っ嫌いなんだ！」

「おいおい、先生っていうのは上の立場から生徒に教えるのが仕事だろう。お前の辞書には忍にん耐たいとか我が慢まんという文字はないのか？」

「我慢はしてるさ。い、いろいろとな」

「わけのわからんやつだな。じゃあ、なんでさっきは勉強に身が入ったんだ？」

　酒多さん先生に教えてもらっている間、出来の良い生徒は明らかに川原の方だった。俺はちょっぴり肩身が狭い。

「そりゃもちろん、酒多さんが良い人だからに決まってるだろ。上から押しつけるんじゃなくて、友達感覚で教えてくれるからな。それに優しいし怒らねぇし、最高の先生だ。ちょっと悔くやしいが今日の先生っぷりでリスペクトが増えた」

　最高とまで言いますか。異論は……ありません。やっぱりこいつは酒多さんのことが好きなんだな。しかし、なんで悔しがるんだ？

　ふと思ったんだが、性格に問題がなかったなら、川原はどうなっていたんだろうか？

　スポーツ万能学年トップの成績な委員長。

　うわ……リア充の頂点に君くん臨りんする絶対王者だ。

　重い足取りでトイレにたどり着いた。男子トイレはがらがらだ。

　一番奥に俺が向かうと、こんだけがらがらなのに川原はわざわざ俺の隣に寄り添ってきた。

「連れションだからな」

「…………」

　もう、どうにでもしてくれ。

　並んでしまうと、まぁその……隣の芝生しばふが青いかどうかとか、そういうところが気にならなくもないわけで。

　悟さとられない程度に俺は視線を下げた。

　そして、見なければ良かったと後悔する。

　性格以外で川原に勝てる気がしません。




　自習室に戻ると酒多さんはいなかった。荷物番をしながら、縁が数学のノートと教科書に参考書を準備している。

　理系は縁の得意分野らしい。おそらく、現時点での総合的な学力は俺たちの中で縁が一番高いだろう。

「遅かったな」

「縁は休憩はいいのか？」

「行ってくる。お前たちは荷物番をしていろ」

　縁が席を立った。すると、入れ替わりで酒多さんが戻ってくる。

「あ、縁ちゃん行ってらっしゃい」

「すぐ戻るから、準備しててください」

　一階のトイレ付近ですれ違わなかったところをみると、どうやら酒多さんはわざわざ二階まで行ったようだ。川原の「連れション」宣言でいろいろ気まずい感じにもなるよな。酒多さんはサバサバした感じではなく、あくまでピュアな乙女おとめなのだ。

　酒多さんが着席して数学の準備を始めた。

　俺も自分の鞄かばんの中から教科書を……とりだ……。

「あ、あああああ朗くんそ、そそそそそそそれ」

「どうしたんですか酒多さん？」

　俺が視線を机に向けると……持ってきたはずの教科書は違う本にすり替えられていた。

「な、なんじゃこりゃああああああああああああああああああ！」

　エロ漫画だ。もちろん俺は身に覚えなんてない。表紙には「エッチなお姉さんは好きですか？」と、書いてあったようなそうでもないような。

　自習室の利用者の視線が一気に俺に集まった。頼むから見ないでください。大声出したのは確かに俺ですけどまじで勘かん弁べんしてください！　酒多さんは俺以上にあたふたとしながら首を左右に振っている。川原はマイペースに自習の準備を進めていた。ぐぬぬ、なんだこいつの余裕っぷりは。

　いや、しまうのもそれはそれで怪あやしさ爆発だろう。

「あ、朗くんは年上の人が好きなんですか!?」

　酒多さんそこですか。そこにツッコミをいれますか。

　ああ、酒多さんが顔を両手で隠している。ほっぺたを手のひらで押さえるようにしているのに、指の隙すき間まから酒多さんの視線が、おっかなびっくりちらちらと俺の様子をうかがっている。

　恥じらう乙女なのに興味しんしんですか酒多さんってば！

「見み損そこなったぞ朗ッ！　オレの純情を踏ふみにじりやがって」

　純情って……意味がわからんぞ川原。なんでお前の純情を踏みにじったことになるんだ？

「いや、これは違う。俺じゃない」

「じゃあ朗よ。なんで隠したんだ？　隠すようにしまったんだ？　お持ち帰りか？」

　ああああああ！　もうやめてくれ。このままじゃ図書館の司書さんにレッドカードをもらって一発退場になりかねない。

「二人とも落ち着いてくれ。これはその……」

　犯人はわかっている。俺と川原と酒多さんが離席中に、こういう仕込みができた人間は一人しかいなかった。

　縁のやつ……どこまで俺を苦しめれば気が済むんだ？　悪魔か？　鬼か？　死神か？

　ハッ……俺が返答に困っているのを、その悪魔は自習室のドアをちょっぴり開けて廊下側から見ていた。ニヤニヤ顔だ。

「ごめん酒多さん。川原。ちょっと二人で自習しててくれ」

「え、あの、え？」

　酒多さんはぽかんとしている。俺は自分の鞄を持つと立ち上がった。

「川原。酒多さんを……頼んだぞ」

　なんというか、俺のお願いは川原にはまったくもって意味不明だろう。だがこんなことをされた以上、俺は縁ときっちり話をつけなければならない。縁と決着をつけるにあたり、酒多さんに来られては困るのだ。

　川原に頼むという名目で、酒多さんをこの場に足止めしてもらおう。こういう時は勢いが重要なのだ。

「頼むってどういうことだ？」

「いいから頼んだぞ！」

　俺は真剣に川原を見つめた。すると……川原が鼻の下あたりを人指し指で軽くこすりながら、コクリとうなずく。

「テメェがそんなに熱心にオレを信頼してくれるんなら、やぶさかでもねぇよ」

　ＯＫという意味でとらせてもらうぞ。理由も聞かずに二つ返事で了承するなんて、意外といいところあるんだな川原。

　俺は自習室を飛び出す。すると廊下の向こう側に走って逃走する縁の背中が見えた。

　おい待てちびっ子。ちょっと人がいないところで内密な話をしようじゃないか。

　俺の足は廊下を蹴けって走りだす。多少距離はあっても、ちびっ子に徒競走で負けるわけにはいかなかった。




　階段を駆け上がる縁を追っていると、声が聞こえた。




《きゃああああ！　ごろん……ドテッ……うう、痛い……》




　俺は縁を追いかけながら、咄とつ嗟さに鞄を投げ捨てた。彼女が階段を踏み外してこちらに転んできてもいいように身構える。

「きゃあッ！」

　縁は階段の最上段一歩手前のところで、足を踏み外してバランスを崩した。ふわりとスカートが舞うように開く。黒猫がプリントされた妙にファンシーな……いや、今はそれどころではない。

　俺は咄嗟に詰め寄る。縁のほっそりとした身体からだを抱き上げて支えるようにした。彼女が転ぶよりも前に、その両足を俺は腕ですくい上げつつ階段を昇りきる。

　縁の身体を抱きかかえたまま、図書館三階のフロアに俺は躍おどり出でた。俺の腕の中には……都合、仕方なくお姫様抱っこをしてしまった縁の姿がある。俺の腕の中にすっぽりと収まっていた。縁は手を丸めている。なんだかその雰囲気が黒猫っぽい。

　縁は俺に鋭い視線を向けていた。

「お前が追いかけてくるから転びそうになったんだぞ！」

「ちゃんと転ばないようにしただろ？」

　瞬間、縁の殺意の籠こもったまなざしから、とげとげしいものが消し飛んだ。

「あ……うう……うううああああああああああああああああああああ！」

　縁はほっぺたを赤くさせてうめきながら視線をそらす。なんだ……この……えっと……なに？

　こんな反応は初めてだ。

　縁はぶんぶんと首を左右させる。

「お、おま、お前のくせに……あうううううあああああ」

　縁は口を金魚のようにぱくぱくさせながら、どんどん赤くなっていく。赤せき熱ねつした金属のようだ。













　まじまじと見つめていると、縁の視線に再び鋭えい利りな刃のような光が宿った。

「だ、黙って見つめるな――――ッ！」

　緑の大声に慌てて、俺はびくつきながら周囲を確認する。見回した限り他に誰もいなかった。

「お、降ろせ！」

　俺の腕の中で縁がじたばたもがく。俺はしぶしぶ縁の足を着地させた。

　自分の足で立つと、縁は逃げもせず俺をにらみつけてくる。俺もにらみ返してやった。

「お互いにいろいろと言いたいことがあると思うわけだが……まったく、あんな陰いん湿しつないたずらしやがって。俺にどうしてほしいんだお前は」

　俺が階段の中二階で投げ捨てた鞄から、お姉さん系のエッチな漫画がはみ出ている。

「わ、私は知らないぞ！」

　縁の目はバタフライ泳者のようにダイナミックに泳いでいた。

「顔に噓うそだと書いてあるんだが？」

「……ハッ!?　お、お前、異能を使ったのか？」

　どうやら縁は俺の力を相当警戒＆過大評価しているらしい。

「前にも言ったが、異能をブラフにしてお前をはめようなんて考えてないぞ」

「信じられるか！」

「こればっかりは、信じてくれとしか言えないんだが……俺は異能で痛い目にあってるんだ。さっきみたいに頼ってはいるけど、その……なんつうか……人が不幸になるような使い方はしたくない」

「…………むぅ」

　縁は腕組みをして考え込んでいる。

「二つほど聞きたいことがあるんだが、酒多さんにツンデレを勧すすめたのはお前か？　酒多さんは碧店長に勧められたと言っていたんだが……」

「そ、そんなことするか！　お母さんにだって頼んだりしてない！　というか、お母さんめ……そんなアドバイスをしてるなんて……」

　人指し指と親指で顎あごの先を軽くつまみながら、縁は眉み間けんにしわを寄せていた。

「だいたい、酒多さんはそのままの方が可愛い……はうっ。こんなこと言わせるな」

　誘導尋問した覚えはないんだが……確かに縁の意見には俺も同感だ。

「そうか。じゃあ、酒多さんのツンデレ化はお前が関与しているわけじゃないんだな」

「酒多さんが誰かのために自分を変えようとするなんて……あ、ああああああ！　違う。今の無し！」

　縁がぶんぶんとツインテールを左右に揺らす。

「お、おう。今のって……わかったわかった無しな。無し無し」

　確認のために聞き返そうとしたら、縁は追い詰められた猫のように「フシャー！」と威い嚇かくを始めました。

　しかし妙なテンションだな縁のやつ。だがそのテンションには飲まれんぞ。ここからが本題だ。

「じゃあもう一つ。晴はる美みさんの様子がおかしいようだが……彼女に何を吹き込んだんだ？」

　威嚇していたちびっ子が、しゅんと肩を落とした。俺から意図的に視線を外そうとしている。

「べ、別に何も……」

　またしても顔に噓だと書いてあった。

「いいか縁。晴美さんの弱みを握って操あやつろうなんて、人として褒ほめられた行動とは言えないぞ」

「弱みなんて握ってない！」

　おや？　のらりくらりとかわされるかと思ったら、意外にも崩せそうだな。

「じゃあ何をしたんだ？」

「お前に言う必要はないだろ」

「やっぱり何かしたのか？」

　縁が半分口を開けて、いかにも「しまった」的な表情のまま固まった。

「俺や川原には容よう赦しやがなくても、女の人にまで酷ひどいことをするような奴とは思ってなかったんだがな。このことを酒多さんが知ったら、きっとがっかりするだろうに」

「ま、待て！　言うな！　待ってくれ！」

　俺としてもあまりダーティーなことはしたくないのだが、問題解決のために心を鬼にした。

「じゃあ、まずは晴美さんになにをしたか教えてくれ」

「……契約……した」

「契約って。ずいぶんと仰ぎよう々ぎようしいな」

「お前を、晴美がデートにさそえたら……わ、私といちゃいちゃする権利をやるって」

「……は？」

「晴美がお前とくっつくと思ったら、思し慮りよ深ぶかい酒多さんはお前のことを諦あきらめるだろ」

「待て待て待て待て。意味がわからんぞ。諦めるってそもそも……いや、なんでそこまでしやがりますか縁さんや？」

「うるしあ……うるさい！　お前と酒多さんは最近くっつきすぎだ！　うちでパンケーキ作った時も、私が出て行くまで密着してただろ！　いつも一緒に酒多さんと途中まで帰るし、お前がいると酒多さんは楽しそうだ！　酒多さんにあーんされたり、お弁当を作ってもらったり……ず、ずるいんだぞ！」

　ずるいんだぞ！　って、子供か!?

　いや、実際、縁はお子ちゃまサイズなわけだが。しかし、こうも第三者の視点から並び立てられると……言われた俺だって非常に恥ずかしい。

　相変わらず縁は酒多さんが大好きすぎるようだ。だが、好きだからといって、やっていいことと悪いことがある。

「だいたいなんで晴美さんなんだ？」

「そ、それは……その……」

「その……？」

　ここは縁の自白を待とう。変に刺激して爆発されては元も子もない。

　俺が待つ態勢に入ると、観かん念ねんしたのか縁は口を開いた。

「お前、最近浮ついてたよな」

「お、俺がか？」

「浮つきっぱなしだったろ？　晴美のこともじろじろ見て『春だなぁ～～♪』って顔してたんだぞ！　ニヤニヤ馬鹿」

「俺、そんなにニヤニヤしてましたか？」

　これは……反省せねばなるまい。確かに思っていました。自覚があります、ごめんなさい。モテ期とか若じやつ干かん勘違い入っていましたとも、ここ最近！

　俺の顔はたぶん恥ずかしさで赤くなっているだろう。そんな俺に縁が吠ほえた。

「だからッ！　浮ついてるお前が晴美にまで手出ししてるってなれば、酒多さんは自分から身をひくと思ったし……」

「や、やめてくれもういい頼むごめんなさい縁さん！」

　どうやら痛み分けのようだ。俺のハートも縁のハートも双方衝突によって一部が砕くだけて欠かけてしまった。

　俺は深呼吸で落ち着きを取り戻す。縁も肩で息をしていた。

　まとめると、晴美さんが俺に告白すれば、優しい酒多さんは俺への思いを断ち切れる……って、待て！　酒多さんが俺のことを本当に好きなのかどうかなんてわからないじゃないか？

　それに加えて謎はもう一つある。

　そもそも、どうして晴美さんは縁の命令を素直に聞いたのだろうか？

「しかし、なんでそんな条件なんだ？　俺と晴美さんがデートして、晴美さんへの報ほう酬しゆうが縁といちゃいちゃすることって……」

「あ、あいつは……晴美は変態だ！　お前だって見たろ！」

　見た……というのは更衣室での一件か。正確には、俺は縁の「キャアアアア」という七秒後の悲鳴を聞いて、女子更衣室に押し入ってしまったわけだが。

「変態って……どの程度なんだ？」

「晴美は匂においが好きみたいだ。あいつ……私の制服を……嗅かい……うう」

　これ以上は聞かない方がいいかもしれん。

　しかし、晴美さんは本格的な変態さんだったのか。

　それにしたって縁も縁だ。恐れて悲鳴を上げるほどの相手に対して、自分の身を捧ささげてまで、酒多さんと俺を引き離そうとするなんて。俺が酒多さんになにをすると思っていたんだろうか。

　半泣きで縁が俺の顔をビシッと指さした。

「面堂。こうなったら……お前の……ひ、秘密を酒多さんにバラしてやる」

「秘密って……異能のことは酒多さんも知ってるし」

「わ、わわわ私の未来の音も聞けるようになったことは、酒多さんは知らないはずだ！　酒多さんだけが特別じゃないってことを、酒多さんにバラしてやる！　酒多さんは私の……私のだああああああ！　私が守ってあげなきゃいけないんだああああ！」

　縁のやつ、相当混乱しているな。

「そんなことをすれば、お前だって恥ずかしいんじゃないか？　宿敵の俺にフォローされるようになったわけだし。別に俺は……それでも構わんのだが」

「か、構わないだと？」

　俺は……開き直っていた。

「ああ構わないぞ！　俺はお前の音を聞けるようになった。むしろ俺とお前が人間的な信頼関係を築けるようになりつつあるってだけの話だしな」

「…………チッ」

　縁は耳の先まで真っ赤になりながら、苦にが々にがしい表情で舌打ちをした。

「そもそも酒多さんはお前の所有物じゃないだろう。そういう見方をしていたっていうんなら、酒多さんはがっかりするんじゃないか？　一方的に守ってあげるとか、そういうんじゃない。お前と酒多さんはどっちが上とかではなくて、対等な関係の友達だと思うんだが」

「うぐぐぐ……し、死ね！　鼻の穴にピーナッツを大量に詰め込まれた状態で、くしゃみして散さん弾だん銃じゆうとかやりながら死ね！」

　なんかもうそれは死因と関係がなくなってきてますよ縁さんや。

「聞き分けのないやつめ。そこまで言うなら……俺が晴美さんの誘いを受けて二人でデートしたらどうなる？　お前は晴れて晴美さんの餌え食じきになるわけだな！」

　具体的に何が起こるかはあえて考えないことにした。

「はうッ！　が、我慢すればいいんだ。晴美に匂いをかがれても我慢すればいいんだ」

　強情だ。もう少し素直になってくれませんか？　無理ですか？

「このままだとみんな不幸になりかねない……だからここは停戦協定といこうじゃないか？」

　俺はそっと右手を差し出した。

　なんとか和平に合意していただけないでしょうか縁さん。

「俺はこれからも酒多さんを守り続ける。お前と一緒に」

「本当か？　ほ、本当に……ぬ、抜け駆けはなしだぞ？　ちゃんと私がフォローする分も残しておくんだぞ！」

「ああ。約束する」

　恐る恐る手を伸ばすと、一瞬だけ俺の手をきゅっと握って、縁は素早く腕を引っ込めるのだった。




　勉強会の翌日の日曜日。俺は吾あ妻づま駅えきの構内にいた。来週からはしばらく試験勉強期間である。今日はその試験前の最後の休日だ。

　酒多さんの提案で、五人で吾妻駅付近をぶらつくことにしたのだ。いつもは稲いな波ば駅えきに集まるのだが、晴美さんが吾妻市に住んでいるので、吾妻駅に現地集合という流れになった。

　集合時間までまだ一時間以上ある。だが、俺は……俺と縁はとある理由から早めにやってきたのだ。

　晴美さんが駅の改札口で俺と縁を待っていた。彼女を交えて三者で話をする。それが、俺たちが酒多さんよりも一足先に吾妻駅にやってきた理由だった。

　吾妻駅の駅ビルから外に出て、手近なハンバーガーショップに入る。ドリンクだけ注文して二階の角のテーブル席に落ち着いた。

「今日、こうしてちょっと早めに来てもらったのには訳わけがあるんです晴美さん」

　相変わらず、晴美さんは俺を凝視している。この凝視については縁からすでに事情を聞いていた。

　晴美さんはずっとエスカレーター式の女子校で、お父さんは海外出張が多く、男兄弟もおらず、女の園で育ってきたそうなのだ。そんなわけで男性に近づくと、晴美さんはついつい警戒して相手をじっと見てしまうクセがあるらしい。

「あああああああああ」

　涙目で俺を見つめていたのは、単に俺を怖がっていたからなのだ。

「そんなに怖がらないでください晴美さん。俺は別に晴美さんのことを取って食ったりしませんから」

　考えてみれば、俺も時々だが縁を注視してしまう。どんな攻撃が飛んでくるのかわからないので、つい警戒気味になるのだ。晴美さんほど過か剰じよう反応ではないと思うのだが……。

　縁が俺に代わって事情説明を始めた。

「おい晴美」

「は、はい。縁先輩」

「こいつとデートしたらイチャイチャさせてやるといった件だが、あれは無しだ」

「な、なんでですか？」

「お前じゃ無理だ」

「そそそそそそそんな殺せつ生しようなのです。あ、朗さん私とデートをしてほしいのです」

「いやいや、晴美さんの目的が俺にバレてしまった以上、その申し出は受けられません。いいですか晴美さん。好きでもない相手と無理矢理デートしたって、きっとお互い楽しくはなれませんよ。あ、俺はその……晴美さんみたいな美人と一緒に歩けるだけでも幸せ者だと思います。けど、晴美さんは辛つらいんじゃないですか？」

　おや？　晴美さんの視線が……ちょっぴり下がり気味だ。

「あ、ああああ……朗さん……優しい。で、でもやっぱり縁先輩の方がいいのです」

　の方が……って。俺も許容範囲内みたいな言い方だな。

「というわけだから、晴美。お前はもう……」

　用済みとでも言いそうな雰囲気だ。俺はすかさず縁の言葉を遮さえぎった。

「もっと他に言うべきことがあるんじゃないか縁？」

　アイスコーヒーのストローを口にして、縁はぷいっと横を向いた。

「いいのか？　縁が女の子にひどい女の子だと酒多さんが知ったら……」

　俺の言葉に縁はストローから口を離す。

「わ、わかった。それ以上言うな駄犬」

　へいへい。俺は駄犬でもなんでもいいけど、ちゃんとやるべきことはしましょうね縁さん。

　縁は一度、晴美さんをじっと見てから……ぺこりと頭を下げた。

「すまん。晴美。お前の気持ちを振り回した。悪かった。反省してる。許してくれ……じゃない。許してください」

　ぶっきらぼうでつっかえつっかえな謝罪だが、晴美さんは首をぶんぶん左右させていた。

「許してくれないのか？」

　ちょっぴり縁の瞳が不安げだ。

「違うのです。もったいないお言葉なのです」

　縁に頭を下げられたこと自体が、どうやら晴美さんにとっては「もったいないこと」なようだ。

　ひとまず、謝罪は受け取ってもらえたっぽいな。さて、ここで俺としてはよりいっそう、縁には他者とのコミュニケーションをとってもらえるようになってほしいと思う。そして晴美さんにも、もっとポイズンに馴な染じんでもらいたい……ので、提案をすることにした。

　ここに誓おう。鞄にエロ漫画を仕込まれたことへの復讐ではない！　と。

　あくまで二人にもっと仲良しになってもらうための提案だ。

「縁の方から言い出しておいて、やっぱり無しというのもずるいですよね晴美さん？　というわけで、縁はその……イチャイチャはしないけど、友達にはなってくれるみたいですよ。よかったな縁。友達が増えて」

「お、お前なにを勝手な！」

　縁の怒りが爆発……する寸前で止まった。鎮火させたのは俺ではなく晴美さんだ。

「う、うう……嬉しいのです」

　いきなり晴美さんが子供のように泣き出してしまった。

「おい晴美……な、なんで泣くんだ？」

「縁先輩とお友達になれて、とってもとっても嬉しいのです。勇気を出してアルバイトに応募してよかった」

　なんというか、感動屋さんなのかな晴美さんは？

　しかし、感動屋さんも時と場所を選んでもらわないと大変な誤解を招まねくことになる。女の子二人に男一人で、片方の女の子が泣いているという俺たちのテーブルは、周囲から見れば修羅場以外の何ものでもない。

　縁がそっとハンカチを取り出して晴美に手渡した。

「な、泣くな。年上だろ」

「ごめんなさいごめんなさい」

　晴美さんは涙を拭ふくとハンカチに顔を埋めた。

「スンスン……ハァハァ……ハスハス」

　表情がうっとりしている。

「このハンカチは、きちんと洗ってお返ししたいのです」

「べ、別にいい。あげるから」

「本当ですか？　ありがとうございます縁先輩。縁先輩と思って大事にします。あの……お友達からおつきあいしていただきたいのです」

　恥ずかしそうに晴美さんは頰ほおを赤らめた。縁が眉み間けんにしわを寄せている。

「から……って、そこから先があると思うなよ！」

「ハァハァ……縁先輩の匂い……ハァハァ」

　やっぱりこの人、変態だ。川原といい、潜在的にハイスペックな雰囲気があるのに、なんでこうも残念な人ばかりなんだ。

「きもい……お前はもう女子とは換かん算さんしない。こいつら変態の同類だ！　この変態！　変態！　変態ぃッ！」

「ああああああああん♪」

　縁の敵意の視線にも負けず、晴美さんは身もだえる。なんだか良いコンビに見えてきた。

　いやまて。

「川原はともかく俺まで変態に含めるな！」

　時刻が十二時を回った。そろそろ、酒多さんと川原が吾妻駅に到着するころだ。




　吾妻駅前で酒多さんと俺たちは合流した。

「あれ？　酒多さん川原は一緒じゃなかったんですか？」

「え？　朗くんと一緒だったんじゃないんですか？」

　酒多さんはきょとんとしていた。

「ハッ……うう……朗くんずるいです！」

「いきなりどうしたんですか酒多さん？」

「なんで縁ちゃんと晴美さんと三人一緒なんですか？」

　しまった。俺と縁と晴美さんが抜け駆けしたように見えてもおかしくない状況だ。

　酒多さんは時々、俺と縁が付き合ってるんじゃないか的な妄想に囚とらわれてしまうことがある。その妄想力をかき立ててしまった……かもしれない。

　俺たちちょっと早く着いたんです。いや、俺がちょっと早めに来ていたら、そこで晴美さんと一緒にいる縁と出くわして……こ、これだ！　酒多さんに噓をつくような形になるけど……ごめん酒多さん。さっきの話は正直に言う方がややこしくなるんだ。

　俺が返すよりも早く縁が返答していた。

「でも、酒多さんがそのゲートを抜けてここまでくれば、三人と一人じゃなくて私たちは四人になります。酒多さんは細かいことを気にしすぎです」

　おいおい、どういう方向に言い訳……もとい、話を転がそうっていうんだ縁。

「だから早く、こっちに来てください酒多さん」

　しゅんとしていた酒多さんが笑顔になった。まるで子犬のように跳ねながら、自動改札を飛び出してくる。

　その勢いは競走馬さながらだ。あっという間に縁の元へと駆け込んで、その小さな身体をぎゅっと抱きしめる。

「く、くるしいです酒多さん」

「縁ちゃんが優しくしてくれたからうれしいんです。えいえい！」

　晴美さんが羨うらやましそうに抱き合う二人を見つめていた。俺は小声で尋たずねる。

「あの、晴美さん、もしかして酒多さんのことも……」

「あ、ああう」

　俺が聞くと晴美さんは一瞬口ごもった。けれど、小さく呼吸を整えてからうなずく。

「ツンデレな美少女とふわふわな美少女。どちらも……大好物なのです」

　大好物って言い方はかなり危険だ。

「いよぉッ！　なんだもう集まってたのかよ」

　駅の改札側からではなく、なれなれしい声が俺の背後から響いた。

「川原……お前、酒多さんと一緒に来るんじゃなかったのか？」

「はぁ？　なんで？」

「なんで……って」

　厳密にお願いしたわけではないのだが、吾妻駅で現地集合するにしても、だいたい稲波駅で乗る電車は同じようなものになったりするもんだろう。

　川原は首からカメラを提げていた。自慢のデジタル一眼レフだ。

「今日は早めに来てちょっと写真撮ってたんだよ。吾妻市という街の息い吹ぶきをフレームに凝ぎよう縮しゆくするオレは、まさに時間と空間を支配する魔術師だな」

「はいはいそうですか。よかったな川原」

　つまり、酒多さん以外、全員集合時間前に吾妻駅付近に居たというわけか。

　さて、このまま改札口の前にいてもしょうがない。

「全員揃そろったし、えーと晴美さん。どこかオススメスポットってないですか？」

「あ、ああああ……あります」

　餅もちは餅屋……ではないが、吾妻市に住んでいる晴美さんなら、吾妻駅周辺のお店にも詳くわしいだろう。この前は総合ショッピング施設を中心にぶらついた。もう一度行ってもいいのだが、せっかく街を知ってるガイドがいるのだから、オススメを聞いてみるのも悪くない。

　川原がびしっと挙手した。

「腹減ってるんで飯にしよう！　めーしめしめしめーしめし！」

　うるせぇ。けど、その意見には賛成だ。

「ちょうどお昼時だしな。晴美さんがよく利用するランチのお店とか行ってみたいんだが……どうですか縁と酒多さ……ん？」

　なぜか酒多さんが俺と晴美さんの顔を交互に見てから、眉間にしわをよせて考え込んでいる。

「えっと……えっと……や、やっぱり……」

　やっぱりなんですか酒多さん？

「あ、朗くんは年上のお姉さん好きなんですね？」

　おいいい。

　そうか、図書館で縁に仕込まれたエロ本の件に関しては、俺はなんの訂正も釈しやく明めいもできずじまいだったっけ。

「あ、あの、朗くんさえよければ、これからはわたしのこと『お姉ちゃん』って呼んで甘えてくれてもいいんですよ」

　酒多さんが恥ずかしいことを言い出した。死にたい。

　そんな風に呼べるわけないでしょうに。

「お、おね、お姉ちゃん」

　縁が酒多さんにぴたりと抱きついた。

「はわわわ。妹が先にできちゃいました」

　このタイミングで縁が酒多さんにデレ始めた。すると、晴美さんまで酒多さんに抱きついてしまった。

「お、お姉ちゃんになってほしいのです」

「だ、だめです晴美さんは年上さんなんだからわたしの……ハッ！　い、いいですよ晴美さん！　ほら朗くんこれでわたしがお姉ちゃんナンバーワンになりました」

　つまり、何が言いたいんですか酒多さん。

「朗くんは晴美さんに甘えるんじゃなくて、晴美さんの上を行くお姉ちゃんなわたしに甘えてください！」

「あ、甘えませんから！」

　俺がツッコミをいれたところで、晴美さんが酒多さんの首筋に顔を埋め始めた。

「スンスン……ハァハァ……」

「……あ」

　酒多さんの口から熱い吐息が漏もれる。

「酒多さんもとっても良い匂いがするのです」

「や、やめてください！　急いで来たからちょっと汗ばんでて……はう」

「ご褒ほう美びなのです」

　晴美さん……ちょっと、スイッチが入っていませんか？

　俺が止めるまでもなく、縁が酒多さんと密着したまま……晴美さんの脇わき腹ばらに指をもぞもぞと這はわせた。

「きゃ、きゃははははははははは」

　大爆笑を始める晴美さん。どうやら脇腹が弱点な人らしい。酒多さんから離れた晴美さんを縁が追撃する。

「酒多さんを嗅ぐなこの不届きもの！」

「ひいいいいいいい。ごめんなさい。ごめんなさい」

　じゃれ合う女の子たちを前に、すいません……俺は介入できそうにありません。

「よし朗！　オレとくすぐり勝負だ！」

「しないから」

　俺は川原に可能な限り冷たく言い放った。

「あ、朗くん。晴美さんて……美人で料理もできて背も高いけど……でも」

　まあ、晴美さん自身に隠すつもりはなさそうなので、言ってしまおう。

「変態ですよ」

　俺がばっさり断言すると、晴美さんはくすぐり地獄にあいながらもそれに反論した。

「ち、違うのです。女の子のことが男の子よりも少しだけ好きなだけなのです。きゃはははははは……ひ、ひいいいい」

　悶もん絶ぜつしつつも晴美さんはとっても幸せそうな顔をしていた。

「え？　じゃあ、朗くんのことは……晴美さんは朗くんとデートがしたかったんじゃないんですか？」

　縁と契約したから。と、そんな言葉が晴美さんの口からうっかり飛び出しそうな気がしたのだが、縁が晴美さんをくすぐる手をさらに妖よう艶えんかつ繊せん細さいかつ大だい胆たんかつ高速に蠢うごめかせた。

「…………ッ！　…………ッ！」

　声にならない晴美さんに代わって縁が説明する。

「こ、こいつは……晴美は男が苦手だからその克こく服ふくのためにポイズンでバイトを始めたんです。それで面堂朗とデートしてみろと勧めたのは、私なんです」

「そ、そうだったんですか？」

「そうだよな晴美？」

　縁のドスの利きいた声に晴美さんは過か呼こ吸きゆうに陥おちいりながらも首を縦に振った。

「じゃあ、朗くんのことが好きっていうわけじゃなかったんですか？」

　晴美さんは再度、コクリとうなずく。

　みるみるうちに酒多さんの顔が赤らんだ。

「わ、わたしはとんでもない勘違いをしちゃってたみたいです。てっきり晴美さんに朗くんを……はわわわわ」

「めーしめしめしめーしめし！」

　酒多さんは両手でほっぺたを押さえて耳たぶまで真っ赤になり、川原が空気を壊す。晴美さんをくすぐる手は休まることなく、縁は口封じに必死だった。

　収拾がつかない状態で俺は思う。

　酒多さんが無理にツンデレ化しようとしたのが、もしかしてこの騒動のきっかけだったんじゃないだろうか？

　酒多さんを責めるつもりなんて毛頭無い。ツンデレ化しようとしたのにも、原因があるんだ。彼女が自然体でいられなかった……無理をした理由が……ある。

　答えはわかっているんだ。

　俺がはっきりしないから。

　はっきりさせるのが怖いから。

　逃げるな俺。

　近づきすぎて酒多さんを傷つけるのを怖がっていたけど、やっぱり俺の方から酒多さんに近づいて……守ってあげなきゃいけないんだ。

　俺は酒多さんを守る。俺の異能はそのためだけにある。

　晴美さんがぐったりし、酒多さんの呼吸が落ち着くまでに俺はようやく覚悟を決めたのだった。
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　あれから晴はる美みさんと、ある程度普通に話せるようになった。料理についての話も盛り上がるとはいかないまでも、そこそこ通じ合えるようになったのだが、ある話題になると晴美さんは水を得た魚のようにたくさん話してくれた。その話題の種たねというのは……縁ゆかりのことだ。

　放っておくと縁のちっちゃくて可か愛わいいという魅力を、このお姉さんは延えん々えん語り続ける。晴美さん曰いわく、縁本人の前では恥ずかしくて魅力を語り尽くせない……だとか。もし、それができたのなら縁を悶死させられるかもしれない。それに晴美さんは酒さか多たさんのことも可愛いと思っているようだ。

　晴美さんが縁を含めた美少女大好き人間だということが明らかになった。おかげで酒多さんは晴美さんを意識しなくなり……いや、ある程度警けい戒かいはしておいた方がいいと思うのだが、ともかく、酒多さんはすっかり落ち着きを取り戻した。

　不思議なことに川かわ原はらのやつが晴美さんと、普通に話していた。変人同士どこか気が合うんだろうか。

　相変わらず縁は晴美さんを警戒している。

「そんなに臭くさいのが好きなら私の靴くつ下したでも嗅かいでいろ変態！」

「え、そんな……い、いいのですか？　ご褒ほう美びなのですが」

「……うっ。た、助けろ面めん堂どう朗あきら！」

　とまあ、こんな感じだ。

　テスト週間に入り、しばらくポイズンでのアルバイトはお休みだ。俺おれたちがバイトに出られない間も、晴美さんはお手伝いに来ているらしい。

　縁目当て……っぽいな。碧みどり店長が晴美さんの変態っぷりを知っていたのかは謎なぞのままだが、俺たちがいなくともポイズンはプチ営業中だ。

　そして俺たちはというと、今日の放課後は学校の図書室で勉学にいそしんだ。平日は図書室が六時くらいまで開放されているのだ。利用しない手はない。

　川原は相変わらず酒多さんの教える英語だけみるみる吸収していき、縁の数学はまったく身が入らない様子だった。

　俺は酒多さんが教えてくれるという嬉うれしさで、英語をがんばりつつ……数学も縁から教わった。縁のやつ……酒多さんとは違った意味で教え方がうまい。

　普段の授業では先生の話をきいてもちんぷんかんぷんだったのだが、縁の話には無駄がなく、かといって不足もなかった。

「この数式を覚えておけば、赤点は取らないはずだ。今日はここまでだな」

　縁先生の授業が終わる頃には、図書室の窓から西日が差し込んですっかり夕暮れになっていた。川原が縁の「ここまでだな」という言葉を聞いてむっくり起き上がる。

「よっしゃー！　帰るぞ！」

「……チッ」

　縁は最初から川原に親切丁てい寧ねいに教えようという気はないようだが、こうしてガン無視されるのも腹立たしいようだ。いや、わかるぞ縁。酒多さんが教えてくれている時とは、あからさまに態度が違うもんな。

　酒多さんがノートに書いた数式に蛍けい光こうペンでチェックをつけてから背せ伸のびをした。

「縁ちゃんの教え方はすごいです。数学はやっぱり苦手だけど、今度のテストはちょっとがんばれそうな気がします」

「さ、酒多さんの教え方も丁寧だから、おあいこです」

　お互いに褒ほめ合う女子二人は、なんとも仲の良い雰ふん囲い気きだ。

　気がつけば、図書室に残っているのは俺たちと司書の先生だけだった。おじいちゃん先生と呼ばれている謎の老人で、もう何十年も前からこの姿で司書をしていた……と、今、俺は勝手に司書の先生に設定をつけてしまった。

　酒多さんが鞄かばんにノート類をしまってから、小走りに本棚へと向かう。

　中央図書館ほどではないのだが、学校の図書室の蔵書数はなかなかのものだ。

「わあ。ありました！」

　酒多さんは高いところに陳ちん列れつされた本に手を伸ばしていた。なんとなく危なっかしい。背伸びをしている。もうちょっとで本に指先が届きそうだった。

　俺は帰り支度を済ませて酒多さんに歩み寄る。

「なんの本があったんですか酒多さん？」

「ホットケーキの本です」

　酒多さんがいたのは料理に関する本のコーナーだった。ホットケーキミックスで作るお菓子レシピ集……酒多さんの伸ばした指先がようやく本の背に触れる。

「俺が取ろうか？」

「だ、大丈夫ですもうさわってますから！」

　酒多さんはウサギのようにぴょんっと跳はねた。瞬間、ホットケーキの本が本棚から勢いよくはじき出される。まではよかったのだが……。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああ！」

　悲鳴が聞こえた。

　酒多さんの悲鳴。

　今の、今現在の悲鳴だった。

　バサバサバサバサ……と、酒多さんの上に本が降ってくる。尻しり餅もちをついた酒多さんは半べそをかいたまま、本に埋もれていた。すかさず俺は手を伸ばす。

　遅い。

　これじゃ、手遅れじゃないか。

　俺が伸ばした手をとって酒多さんは立ち上がった。

「あーあ、なにやってんだよ朗！」

　川原が落ちた本を閉じて本棚に戻し始めた。

「俺のせいか？」

　川原だけでなく、背後からも抗こう議ぎの声が上がった。

「お前のせいだ」

　ゴスッ……と、縁の拳こぶしが俺の背中に突き刺さる。酒多さんの死角になる位置からの攻撃には、相変わらず定評がありますね縁さんや。

「ち、違います！　い、今のは私の不注意です！　朗くんに頼ってばかりじゃだめってことですよね！」

「……お、おう」

　俺はしどろもどろに答えた。

　おかしい。何かが……。

「信のぶ人とくんありがとうございます」

「オッケーオッケー！　きにすんな！」

　あっという間に川原が本を全部棚に戻す。俺はしまわれた中から一冊を取り出した。

「はい、これ。酒多さん、この本を借りるんですか？」

「ポイズンでいつでもパンケーキ職人になれるように、お勉強します！」

　学校の勉強の方が大切……というわけでもないのか酒多さんの場合は。

　酒多さんは両手で本を抱かかえて司書の先生のところに駆けて……いく途中で、きゃうん！　と小さな悲鳴をあげてから、べたん！　とその場で倒れた。

　スカートがふわりと宙を舞って、薄ピンクのクラゲのような何かが……見えた気がする。

「う、浮かれすぎ。わたし浮かれすぎですよね」

　立ち上がって酒多さんは今度はゆっくりと、落ち着いた足取りで本を借りる手続きを始めた。

　縁の肘ひじが俺の脇わき腹ばらにめり込んで、ぐりぐりとえぐっている。

「どうした面堂？　お前の出番だろ」

「い、いや、今のはその……大だい惨さん事じにはつながらないと判断したんだ」

「そうか……」

　川原が俺と縁に向かって、不思議そうに首を傾かしげた。

「おい、何二人で話してるんだ？」

「いや、なんでもない」

「んだよ水くさいこと言うなって。俺とテメェはとも……とももも」

「友達だっていうんなら、相手のプライベートも尊そん重ちようすべきだよな」

「聞かない！　オレほら友達だから詮せん索さくとかしねぇタイプなんだよ」

　よし、川原はなんとかなった。

　だが、縁の視線はまだ俺に対して、疑惑をもっている。




　やばい。どうしよう。

　いきなりすぎるんじゃないか？

　普段から右耳に感じていた重たい、言葉にできない何かが……感じられない。

　異能が……消えていた。
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　あとがき




　おはこんばんちわ。淺あさ沼ぬまです。

　二巻も無事に出すことができました。ありがたや。

　今回はずばり、モテ期です。実在するんでしょうか？　朗あきらくんは懐かい疑ぎ的てきだったようですが、新キャラの晴はる美みさんともなんだかんだで、うまくやっていけそうな感じです。終わってみればやっぱりモテ期ですね。

　そんな朗くんですが、ラストであんなことになってしまいました。この先、酒さか多たさんとの関係はどうなっていくのでしょう。そして縁ゆかりはそのとき、どう動くのやら。

　予断を許さぬ状況です。

　誰か一人忘れているような気もしますが、忘れているくらいがちょうどいいのかもしれません。一説によると、川の字がつくゴールキーパーは神がかるらしいです。ソースは俺おれ（※補足：このお話は二〇一一年アジアカップの頃に書かれました）。

　さて、この本がみなさまのお手元に届く頃には、すっかり春ですね。

　どうにも冬の間は外に出るのがおっくうなのですが、暖かくなってきたらカメラを片手に、少し遠出してみたいなという野望があります。

　カメラがあるから写真を撮りに行く。なんて、目的と手段の主従関係が逆転していますが、細かいことは気にしないッ！

　ではではでここらでスペシャルサンクス。

　飴あめ沢ざわ狛こまさま。表紙の縁のスカートの中身ががが。気になる人は帯をとってね♪　そしてレジまで持っていってね。持って行く時は転ばないように気をつけてね！

　担当Ｇさま。えッ!?　ランチョンミートと籠とつっかえ棒があれば捕ほ獲かくできるの？

　そして、今回も最後までおつきあいいただいたみなさまに感謝多謝。




　二〇一一年　二月吉日。


淺沼広こう太た　






　追伸、今年もいろいろ準備中です。
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